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　――暑い。

　その日は、身体からだが煮に立たってしまいそうな不ふ愉ゆ快かいな暑さで目が覚めた。

　今思い返してみれば、ここが分ぶん岐き点てんだったように思う。

　例えば、目が覚めなければ。

　例えば、強引にでも眠ってしまえば。

　喉のどの渇かわきに負けて水を飲みに行かなければ、きっと何も知らずにいられたのに。




　ベッドの上でごろりと寝返りを打って仰あお向むけになり、汗で貼りついた前まえ髪がみを右手で掻かき分けて真っ暗な自室の天てん井じようをボーッと眺ながめる。

　やがて微睡まどろみはどこかに吹き飛び、思考がクリアになっていく。

　動き出した頭で、この暑さの理由を自答する。タイマーセットしていたエアコンが切れたからだ。

　いつもならあと五時間は眠っていられるのに、今日はあまりの暑さにそうもいかなかったらしい。

　熱ねつ帯たい夜や、そんな言葉が妙にしっくりとくる夜。

　目覚まし時計代わりの携帯電話ケータイを手探りで摑つかみ、開く。その瞬間、点てん灯とうしたディスプレイに目が眩くらみながらも、なんとか時間を確認する。

　午前二時を少し過ぎたくらい。草木も眠る丑うし三みつ時なんて噓うそっぱちだ。こんなに暑いのなら、きっと草木だって熱でうなだれているに違いない。

　しかたなく起きあがり、電灯のスイッチをパチリと押し込む。

　人工的な光が照らし出した室内を見回して、エアコンのリモコンを捜そう索さく。机の上に投げてあったそれを拾い、エアコンに指令を出す。

　すぐに文明の利器は冷たい空気を吐き出しはじめた。そして、タイマーを二時間後にセット。

　部屋に帰ってくるころには、室温は快かい適てきになっていることだろう。そんなことを考え、闇やみ色に塗ぬり潰つぶされた廊ろう下かを進む。

　キッチンを目指して階段を下りる。ゆっくりと足音を立てないように、一段一段慎しん重ちように歩を進める。

　眠っているであろう同居人りようしんを起こさないように、ゆっくりと階段を降りる。

　そして、階段の中腹でふと気がついた。

　――一階のキッチンから薄明かりが洩もれ、両親の話し声が聞こえてくることに。

　どうやら、まだ起きていたらしい。

　引き返そうかと思いはしたが、喉の渇きには勝てなかった。

　二人の邪魔にならないようにさっと中に入り、コップに水道水を注ついで飲み干す。ただそれだけの単純な作業だ。時間にして一分もかからない。

　覚かく悟ごを決めてキッチンの扉に手をかける。

　その瞬間、

『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』

『　　　　　　　　　　　　　　　　　』

　二人の会話が耳に飛び込んできた。

　ドアノブを握った手が震ふるえる。

　今、なんと言ったのだろう。聞こえてきた言葉が、……自分の耳が信じられない。

　ピタリと静止したまま、中の二人の会話を待つ。

　さっきのことは聞き間違いであって欲しいという願いがそうさせたのだと思う。

　しかし……、

　だがしかし……、

『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』

　またも聞こえてきた言葉の内容は、同じようなもの。

　聞きたくない。知りたくもない。――そんなバカげたものだった。

　信じられない気持ちを膨ふくらませ、後あと退ずさって壁にぶつかる。そのままズルズルと背中を擦すってずり落ちるように、廊下にぺたんと座り込む。

　その気配に気がついたのか、キッチンの磨すりガラスに人影が映り、

　きぃ――――。

　間抜けな音を立てて、ゆっくりと扉が開いた。

　用心深く顔を覗のぞかせたのは父。

　彼がニンマリと口元を歪ゆがめて嗤わらう。

　カチカチと、歯がリズムを刻む。




　この暑さが憎い。

　目が覚めなければ、強引にでも眠ってしまえばよかった。

　そう、喉の渇きに負けて水を飲みに行かなければ、きっと何も知らずにいられたのに。




　――逃げられない。

　引き返せないところにきてしまったのだと、ようやく気がついた。




　　　　◇




「さぁて、改かい造ぞうしますわよ！」

　太陽がエネルギーを発はつ散さんしまくってバカみたいに暑い八月下旬の昼下がりのことだ。

　オレは化学の宿題であるプリントから顔を上げると、携けい帯たいゲーム機をわざわざテレビに接続して画面に集中している金髪女、金かね田だ乃の恵え瑠るに視線を向ける。

　毎度のことながら、小林修司オレの部屋である。

　なぜだろうか、この幼おさななじみどもは、オレの私物をまるで自分の物のように扱う。

　コイツの特とく徴ちよう的てきなゴールデンドリルは、この前の旅行や夏祭りの時みたいな感じで、白いレースのリボンによって一本にまとめられていた。

　服装は至ってラフ。白く丈の短いワンピースにベージュのショートパンツを身に着けている。

「おい、乃恵瑠。スーパー系のロボットばっかり改造してるんじゃねぇ」

「何を言ってやがりますの。スーパー系こそロボットの醍だい醐ご味みですわよ。あと、元げん素そ記き号ごう12はマグネシウムですわ。そこの答え間違っています」

　オレの意見にまったく耳を貸さずに貯めまくった資金を『赤い合体ドリル機体ロボツト』に全額注ぎ込んだお嬢じよう様さまは、チラチラと横目で化学のプリントを覗き見しやがる。英語はダメなくせに、数学と化学は得意なんだよな、コイツ。

「だから、次の化学式は酸さん素そと水すい素そが化合して、[image: ]……つまり水ですわよ。この辺りは中学生の問題ですわよ、修しゆう司じくん」

　く、わかってるよ。ちょっともたついただけだ。お前だって中学辺りの英語からさっぱりなくせに。と、心の中で負け惜おしみをいってみる。もちろん口には出さないが。

　乃恵瑠が教えてくれた答えをプリントに書き込むと、うしろのベッドを見やる。

　ベッドの上でうつぶせになり、足をパタパタさせながらオレの購入したゲーム雑誌フアミつうをめくっている少女の姿が目に入る。

　淡あわい青色をしたノースリーブ系のシャツ、下は紺こん色のキュロットパンツを身にまとい、翠みどり色の四つ葉クローバーを模もしたヘアアクセサリーをつけた明あけ智ち二ふた重え、――二重ちゃんだ。いつも通り動きやすそうな格かつ好こうである。

「なるほど……。稼か働どう予定は十一月か」

　格かく闘とうゲームの紹介ページを凝ぎよう視ししながら言葉を洩らす黒髪の少女。

　ゲームはあまりやらないが、格闘ゲームは大好きという変わった女の子である。

「シュウさん、シュウさん。このゲーム稼働したらやりにいきましょう！」

　キラキラと目を輝かせ、そのページをオレの眼前に突きだしてくる。「そのファミ通、まだ見てないんだけどな」という言葉を飲み込んで、彼女に調子をあわせることにする。

「あ、ああ……。そうだな。近所のゲーセンが入れてくれたらな」

「何を弱気なことを言っているんですか、シュウさん！　近所のゲーセンに入らなければ、電車を使って隣となり町に繰り出せばいいんです」

　隣町って単語に反応した乃恵瑠が、会話に割り込んできた。

「まぁ、隣町に行くのですの？　わたくしも連れて行っていただけますか？」

「ドリルセンパイはお呼びじゃないです。シュウさんは私とゲーセンに行くんです。なんせ対戦ゲームは二人用。私とシュウさんで席が埋うまってしまうんですから」

「おチビ。負けたら交こう替たいでしょう！」

「何を言っているんですか。もちろん連コインです」

　えっへんと胸を張る少女。それはマナー違い反はんだ、二重ちゃん。













　言いあいを始めた二人を見ながら、額ひたいに手を当てて溜ため息いきを吐つく。

　さて、なんでこんな状況になっているのかというと、まぁ、なんだ。夏祭り以降、乃恵瑠が頻ひん繁ぱんに遊びに来るようになった。……ママチャリで。

　それを知った二重ちゃんが、乃恵瑠の自転車を見つけると乱入してくるのだ。

　女の子二人に囲まれるというステキイベントに見えるかもしれないが、ハッキリ言おう。いや、こっそり言おう。……迷惑である。

　この二人がオレの部屋で好き放題にするため、夏休みの宿題が手につかない。

　それから、九月下旬にさし迫った文化祭の出し物である『文集』制作。これもまったく手つかずなのだ。

　強く言ってこの二人を家から追い出せないオレも悪い。それもわかる。

　でもなぁ。こんなに楽しそうにしている二人を見ると、言えないよな。――と、まぁ、こうやってずるずると夏休みを消しよう費ひしていくのだった。

　福泉高校ふくこうの二学期最初のイベントである福ふく高こう祭さいは、九月の最終日曜日を使って行われる文化祭だ。

　たった一日だけというあまり大だい規き模ぼではない文化祭だが、福高生からしてみればその一日を使って学校を好き放題できるとあって、みんな楽しみにしているのである。

　それに体育祭と違って、文化部が主役だしな。つまり、オレたち文ぶん芸げい部ぶも主役の一つというわけだ。

　文化祭用の文集制作――それは幼なじみくされえんであり、二重ちゃんの兄である明智京きよう太た郎ろうが、夏休み前に言い出したある思いつきから始まった。




　　　　◇




　もういくつ寝ると終しゆう業ぎよう式しき、そして夏休みという放ほう課か後ごのことだった。

　いつも通り文芸部の部室に顔を出すと、指定席である教きよう卓たくの上に座っている京太郎が、オレを見るなり顔を輝かせた。

「ようやくきたね、小こ林ばやしくん。さぁ、席に着きたまえ。もう、みんな揃そろっているよ」

　嬉うれしそうに見えるヤツに、なんとなく違い和わ感かんを覚える。長年、つきあってきた腐くされ縁えんだからわかる。コイツは何かを企たくらんでいる。

　オレは椅い子すに座ると、隣でマンガを読みふけっている二重ちゃんに小声で訊たずねてみる。

「なぁ、二重ちゃん。京太郎のヤツ、絶対何かよからぬことを考えているよな？」

「兄さんですからねぇ。とんでもないことだと予想できるんですけど」

　マンガを閉じて溜息混じりに、答える京太郎くんの妹。

　そこへ、金髪を掻き上げて乃恵瑠が割り込んできた。

「修司くんがくる前に京くんが言っていたんですけれど、何か重大発表があるらしいですわよ」

　やっぱりか。あの口元に浮かべた笑みは、ろくでもないことを思いついた証あかしだ。

　ゲンナリしながら教卓の上の少年を眺めると、文ふ美みが立ち上がって大げさに手を振りながら主張を始めた。

「まぁ、みんな。せっかく京ちゃんが楽しいイベントを考えてくれたのよ。ちゃんと拝はい聴ちようしないと失礼でしょっ！」

　いや、オレたちにとって楽しいことではないのは明白で、文美のヤツも巻き込まれるわけなんだが。

　ん、ああ、そうか。よく見ると文美も乗り気でない顔をしている。なるほど、今のセリフはやけっぱちだったようだ。

「じゃあ、京ちゃん。さっさと聞かせてくれないかしら」

　微び妙みように投げやった文美の言葉に顔をほころばせる京太郎。なんというか、自分の都合の悪いことは聞こえないらしい。

　オレと二重ちゃんは、顔を見あわせると同時に肩をすくめた。

　全員が視線を向けると、教卓に座り込んでいる文芸部部長が嬉しそうに口を開く。

「さて、夏休みが終わるとすぐに文化祭がくるじゃないか」

　その言葉に「そうだな」と頷うなずくオレたち。

　すると、ヤツはニンマリと笑みを浮かべて、次のセリフを吐き出す。

「今年の文芸部。ぼくたちは『文集』を作成して文化祭で配布しようと思う。素晴らしい考えだと思わないかい？」

　えーと。文集ですか……。もっと突とつ拍ぴよう子しもないことを言い出すんじゃないかと思っていたが、意外と普通でまともだった。

「去年は特に何もせずにダラダラと過ごしていたからね。あんまり何もしないでいると、部費を減らされた上、部室から追い出されかねないんだよ。だったら、文化祭に向かって生産的なことをしようと思って中なか村むら先生と話しあい、許可をもらったのさ」

　まぢかよ……。コイツにしては普通のカテゴリーに分類される意見だが、みんなの顔を見てほしい。全員がゲンナリしているぞ。

　オレがみんなの心の声を代だい弁べんしてやろう。「めんどくさい」……と。

「なんだい、小林くん！　せっかくぼくが珍しくいいこと言ったのに、開口一番で一いつ蹴しゆうしなくてもいいじゃないか！　ぼくは部長だぞ！　偉えらいんだぞ！」

　自分でも珍しいと思っているのかよ。それに、すごく子供っぽい言い回しをするな。まぁ、童どう顔がんなので見た目は子供なんだけどな。

「だいたい、みんなはちゃんと部活動をしているのかい？　二重はマンガばっかり読んでるし、小林くんは寝てることがあるし、金田くんなんか入部したばっかりじゃないか。ハッキリ言ってやばいんだよ。生徒会長がうるさいんだよ。遊んでばかりいるような部から部室を取り上げようとしているんだよ」

　切せつ羽ぱ詰つまったような京太郎。さっき言っていた『部室から追い出されかねない』というのは本当のようだ。

「だから、ぼくは生徒会長に言ってやったのさ。文芸部で文集をつくる。ぼくがミステリー小説を書いて発表するってね！　だから、みんなも何かしら書いてくれ！」

「しかし、お前が感情的に口論するとはね。どんな風の吹き回しだ？」

　オレの言葉にキッと目を吊り上げた部長は、

「だって文芸部部室はぼくたちの憩いこいの場所じゃないか。二重がいて、玉たま村むらくんがいて、金田くんがいて、小林くんがいる。

　そう、この学校でくつろげるぼくたちの居場所なんだよ。ぼくは、この空間がとても気に入っているんだ。それを取り上げるなんて、許せるはずがないじゃないか！」

　と、言い放った。

　なるほどな、オレたちの居場所を守ろうとしていたのか。

　いつもはオレに迷惑をかけるだけのバカだが、その言葉にはちょっと心が動いたぞ。

「そういう理由があるのなら仕方がない」

「……ですね」

「さすが京ちゃんね。いいわ、文美ちゃんも協力する」

「わたくしも、やりますわ」

　オレたちは頷きあう。誰だれもがやる気に満ちていた。

「ありがとう、みんな」

　京太郎は嬉しそうに笑みを浮かべて、次の言葉を吐き出すのだった。

「そうだね。文集のタイトルは『氷菓子』なんてどうだい？」

「いきなりパクリからはじめるのは、やめてくれ」

　全員の士し気きが一気に下降した。

　しかし、このままだと、みんなが文集のタイトルで遊びだすのが目にみえている。

　だからオレは、

「文集なんだから、タイトルは『文集』でいいだろーが」

　と、拳こぶしをちらつかせてゴリ押しした。

　シンプルなのが一番だと思ったからだが、みんなの視線が妙に痛かった。




　　　　◇




　と、いうことで夏休み中に文集のネタを考えなければならなかったワケだが、どうしようかまったく思いついていない。

　オレは化学の宿題プリントを、一旦置いて考える。

　だいたい文集とはどういうものなんだろうか？

　せっかくだから訊きいてみるか。暇ひまそうな文芸部員が二人もいることだし。

「なぁ二人とも、文化祭のことをちょっと訊きたいんだが」

「文化祭ですか……」

　金髪お嬢様は、顎あごに人差し指を当てて呟つぶやく。

「そう、文化祭。オレたち文芸部は、文集をつくることになっているよな。それで、二重ちゃんと乃恵瑠はどんなことをするのか教えて欲しいというか、進行状況はどうなってんだろうなぁ。と、まぁ、それを聞きたいんだ」

「もちろん構こう想そうはありますわよ」

　オレの問いかけに、キランと瞳ひとみを輝かせるドリル娘。

「ほう。ちょっと教えてくれないか」

　しかし、ピタリと動作を停止した乃恵瑠は、

「もちろん構想はありますわよ」

　オウムのように同じ言葉を繰り返す。

　コイツ、なんにも考えてないよな絶対。その証しよう拠こに、こめかみから汗が垂たれている。

　ジロリと睨にらみつけてやると、頰ほおを膨らませてぷいっとそっぽを向く。

「だって、京くんはミステリーを書いていますし、書きかけを読まされましたけど、ちゃんとミステリーになっていましたもの。わたくしも同じことをしたら、単なる二番煎せんじじゃないですか。それは耐えられませんわ！」

　なるほど。コイツの頭の中にある構想というものは、京太郎と同じミステリー小説なのだろう。しかし、部長がやっていることと丸まる被かぶりというのはイヤなのだ。

　そう言ってみると、金髪少女はブンブンと首を縦に振って頷いた。

「だから何かこう……、これだっというものが降りてくるのを待っているのですわ」

　ダメな人の言い訳みたいだった。これ以上追及しても望んだ答えは得られないだろう。

「二重ちゃんは、どんなことを書こうと思ってるんだ？」

　すると、彼女は頰をボッと赤く染めて一言発した。

「秘密です」

　恥ずかしいことを題だい材ざいにしようとしているのだろうか。

　オレは、二重ちゃんが書こうとしていることを推すい理りしてみる。――が、まったく予想もできない。しかし、乃恵瑠と違ってちゃんと書くことが決まっているようで羨うらやましい。

　と、なれば是が非でも聞き出したいと思うわけだが。

「なぁ、二重ちゃん。こっそり教えてくれないか？　どうせ文集が完成したら、オレも読むんだしさぁ」

　だが、彼女はまるで猫のようにバッとうしろのベッドに飛び退いて、そのまま腕を胸の前で交差させる。

「ダメ、ぜったい！」

　薬物乱用防止のキャッチフレーズのように叫んで、顔をさらに真っ赤に染める。

「あ、そういえば、兄さんが、最近、すごい、変なんです」

　明らかに話を逸そらしましたよ、この娘。しかも、棒読みで。

　オレは心の中で溜息を吐いて、その話題にのってやることにする。なんだかんだで、二重ちゃんには甘いのだ。

　だけど、京太郎が変なのはいつものことなのだが、ヤツと一緒に暮らしている二重ちゃんが『すごい変』だと言うのなら、『変』なのだろうな。どのくらい、『すごい』のかは、話を聞いてみないとわからないが。

　ベッドの上で正座をして、おもむろに話し始める二重ちゃん。

「――それがですね、さっき話題になっていた文集なんですけど。兄さんは毎日遅くまで自分の原げん稿こうを書いていたんですが」

　へぇ、そうなのか。自分で言い出したことを守ろうとがんばっているんだな。

　そこで二重ちゃんは話を一旦止めて、話しづらそうに俯うつむく。

「どうしたんですの？　続きをお願いしますわ」

　乃恵瑠が催さい促そくする。オレも続きを是非聞きたい。

　すると、二重ちゃんは意を決したかのように一度大きく頷き、ゆっくりと口を開いた。

「ここ三日ぐらいのことなんですが、一日中気が抜けたようにボーッとしてるんですよ。あの、鬱うつ陶とうしいぐらいに構いまくってくる兄さんがですよ。昼過ぎまで布団ふとんから出てこないし。ずっとがんばっていた文集の原稿も手つかずのようなんですよね」

　二重ちゃんが話し終えると、妙に重い空気が辺りを支配していた。

　それは、なんというか……。

「変だな」

「ですわよねぇ」

　オレと乃恵瑠は顔を見あわせる。

　二重ちゃんが心配するのもわかる。明智京太郎というバカは、基本的に悩まないヤツだ。何があってもすぐに立ち直るところが羨ましいくらいの長所なのだ。

　その京太郎が三日も腑ふ抜ぬけ状態が続いているとなると、確かに不気味で不自然。

「シュウさん……。兄の様子をちょっと確認してもらえませんか？」

　二重ちゃんの頼み事に首を縦に振る。オレも京太郎の話を聞いてみたい。

「よし、わかった。今日もアイツは家にいるんだろ？　さっそく行って――」

　そう言いながら立ち上がった瞬間、

『『『Ｐｉ、Ｐｉ、Ｐｉ……。ちゃら～♪　ちゃちゃ♪　ジャカ♪　ジャカジャカ♪』』』

　部屋の中は携帯電話ケータイたちのけたたましい着信音で溢あふれかえった。

「おう、なんだ？　メールか」

　オレも二重ちゃんも乃恵瑠も携帯電話ケータイを取り出して、画面を操作する。

「兄さんからメール」

「わたくしもですわ」

「一斉送信つーことか」

　どうやら全員の携帯電話ケータイに、京太郎からのメールが着信したようだ。

　さっそく開いて確認すると、

『話があるので、今からウチにきて欲しい』

　そんな内容のメールだった。




　オレたち三人は揃って家を出ると、プリントの入った黒いＴシャツにジーンズを身に着けた見知った少女がこちらに歩いてきているのが見えた。

「よう文美。お前も京太郎に呼ばれたのか？」

　オレの家のはす向かいに住む玉村文美だ。

　今日は長い黒髪を一本の三つ編みに結い、うしろから回して胸元に垂らしている。

「そうなのよ。さっき京ちゃんからメールをもらって。もしかして、みんなもかしら」

　予想通り文美にもメールが届いていたようだ。

「オレたちを呼び出すなんて、どんな用なんだろうな」

　その呟きじみた問いかけに答えられる者などなく――。

　オレの家から数歩先の目の前にそびえる京太郎の家を見上げる。という表現は大げさなのだが、心情的にはそんな感じだ。

「じゃあ、どうぞ」

　二重ちゃんがおっかなびっくりと玄げん関かんの扉を開けてオレたちを迎え入れる。

　静まりかえった明智家。まだ昼の二時過ぎだというのに、不思議と暗い。

「おーい、京太郎？」

　とりあえず玄関から家の中に声をかけてみると、「すまない。二階のぼくの部屋まできてくれないか」と、かすかな返事があった。

　オレたちは顔を見あわせて、「ふぅ」と安あん堵どの息を洩らす。

　誰もいないんじゃないかと思うくらいの不気味な静けさだったから、京太郎がどこかに消えてしまったんじゃないかという不安が湧わき上がる。そんなことなどあるわけないのに、心の隅すみにちらついたのだ。きっとここにいる誰もが思ったからの安堵の息だった。

「んじゃ、お邪魔しますよっと」

　靴くつを脱いだオレたちは、二重ちゃんを先頭に京太郎の待つ二階へ向かう。

「京くんの家に来るのは、本当に久しぶりですわね。十年ぶりでしょうか」

　昔、この辺りに住んでいて、遠くに転校していった金田乃恵瑠。――旧姓、黒くろ田だ。通称クロは、オレたちの幼なじみの一人だ。小学校低学年のころは、しょっちゅう一緒に遊んでいたが、さすがに家の細部までは憶えていないようだ。

　乃恵瑠は、明智邸の内部を興味深そうに眺めながらオレのうしろからついてくる。

「ここが兄さんの部屋です。兄さん、入りますよ」

　ガチャリとドアノブを回して、二重ちゃんが扉を開ける。

　違和感を感じるくらいスッキリとした室内だ。

　なんなのかわからないが、何かが足りない。だがしかし、探たん偵ていバカの幼なじみ、明智京太郎の部屋としては不十分だった。

「やぁ、みんな。呼び出してすまなかったね」

　椅子に座って待っていた京太郎が言葉を発する。

　やはり、目に見えておかしい。なぜなら、探偵コスプレをせずに普通ともいえる服装だったからだ。

　いつもなら「はっはっはっは、呼び出して申しわけないね。ちょっとみんなに聞いてもらいたいことがあったのさ」とか言いながら格好つけて決めポーズとかするのに、今日のコイツは、やけに神妙まじめな顔をして微び動どうだにしない。

　文美と乃恵瑠にもその不可思議さが伝わっているようで、乃恵瑠がギュッとオレの服の裾すそを摑み、文美がオレの背中をツンツンと指でつつく。

　あー、わかったよ。オレが口火を切ればいいんだろ。いっつも、こういう役を回してきやがるよな。

　仕方なく頭をガリガリと掻いて、問いかける。

「それで、どうしたんだ。何か用があるのか？」

　その言葉を待っていたかのように京太郎は椅子から立ち上がり、すまなそうな表情でゆっくりと頭を下げた。




「……みんな。ぼくは今日で探偵役を引退するよ」




　オレは京太郎の発した言葉を、頭の中で反はん芻すうして意味を考える。

「……えーと」←オレ

「……それは」←文美

「……どういう」←乃恵瑠

「……こと？」←二重ちゃん

　辺りを静せい寂じやくが支配する。

　――つまり、京太郎が探偵をやめる。

　たっぷり一分間思考したオレたちは、沈黙を破って動き出した。

「ど、どどど、どうしたの京ちゃん！　いきなりそんなこと言うなんて！」

　取り乱した文美が、オレを押し退けて京太郎の前に躍おどり出る。

「そうですわよ！　わたくしのライバルがいなくなったら、わたくしは誰と張りあえばいいんですの？」

　乃恵瑠も頭を抱かかえて、叫わめき散らした。

「もしかして熱があるんじゃねぇかっ？　ずっと、ポリシーだのアイデンティティだので暑苦しい格好してたから、ついに熱ねつ中ちゆう症しようにでもなったのかもしれん。二重ちゃん、体温計と氷こおり水みず！」

「はい！　すぐに用意します」

　オレと二重ちゃんもあたふたとしながら行動を開始。

「な、なんなんだよ、キミたち。ぼくの体調は至って正常……」

　病人が何かを言い出したが、構ってはいられない。

「乃恵瑠、足持ってくれ。京太郎コイツをベッドに寝かせるぞ」

「わかりましたわ。さぁ、京くん。横になりましょう」

　オレは京太郎の後ろに回って腋わきの下に腕を通し、抱え上げる。すかさず乃恵瑠が足を担当。それから二人息をあわせて、持ち上げた小こ柄がらな少年をベッドに運ぶ。

「何を勘かん違ちがいしているのかわからないけど、ぼくは病気なんかじゃないんだよっ！」

　ベッドに寝かしつけた京太郎から、ジタバタしながら抗こう議ぎの声が上がる。

「そういう人に限ってやせ我慢してるんだから。ダメよ、京ちゃん」

　文美が、やんわりとチビ助に注意する。そう、文美の言う通りだ。お前は病気なんだよ。そうじゃなければ、探偵をやめるなんて言い出さないはずだ。

「氷水持ってきました！」

　二重ちゃんが洗せん面めん器きに入った氷水と濡ぬれたタオルを運んできて、文美に手渡す。

　すぐに彼女は、浸ひたしたタオルを絞しぼって京太郎の額に乗せる。

「あとはゆっくり眠れば、きっと良くなるわよ。看かん病びようはわたしがやるから、みんなは帰ってもいいわよ」

　そうだな。病人のいる部屋にぞろぞろと大人数でいるのはいけない。気が散って充分休めないだろうから。

「じゃあな。任せるぜ、文美」

　そう声を発した時だった。

　ガバッとベッドから飛び起きた京太郎が、ドアの前に立ちはだかる。その表情は、真剣そのものだった。

「待つんだみんな。だから、ぼくは病気じゃないんだよ！」

「そういうヤツは実際病気だったりするんだって」

　しかし、京太郎はオレの言葉にブンブンと首を横に振る。

「探偵を引退するっていうのは、ぼくがこの三日間悩んで悩み抜いて決めたことなんだ。だから、病気とかじゃないんだ」

　吐き出した言葉と共に俯く少年。

　オレは二重ちゃんに視線を向ける。彼女は、瞳をスッと引き絞って兄に問いかけた。

「最近様子がおかしかったのはこういうことですか、兄さん？」

「ああ、そうだよ、二重。ぼくは推理することをやめる」

　そこで気がついた。

　部屋に入った瞬間に感じた違和感。その正体がようやくわかった。

　コイツの部屋にあふれていた推理小説が、マンガが、そういう類たぐいの品がなくなっていたのだった。

「……お前、本気か？」

「ああ、本気さ」

　オレの質問に淀よどみなく答える京太郎。

　コイツが探偵をやめることは、よく考えればオレにとってプラスになるはず。

　メチャクチャな推理で犯人扱いされることもなくなるだろうし、このバカの思いつきで生活を引っかき回されることもなくなる。――それは、願ってもないことだ。

　そう、願ってもない、歓かん迎げいされるべき事柄なんだが。

　……どうも釈しやく然ぜんとしない。納得いかない自分がいる。

「京太郎。どうしてなんだ？　お前があれだけ憧あこがれていた『探偵』をやめるなんて言うからには、何か理由があるんだろう？」

　なんでコイツは、ライフワークである『探偵』をやめようなんて思ったのか。オレはそれが知りたい。

　オレの質問に、京太郎は唇くちびるを嚙かみ締しめて、言いづらそうに――。

「この前の旅行を憶おぼえているかい？　乃恵瑠くんの別荘にみんなで遊びに行った時のことだよ」

　乃恵瑠が色々画策して金田家の人たちを巻き込みつつ、大事件のように演出した推理イベント旅行――。もちろん、よく憶えている。

　オレたちが肯こう定ていの意を示すと、京太郎は続きを紡つむぎ出す。

「あの時、乃恵瑠くんの義妹いもうとである紫し織おりくんが血溜まりの中で倒れていたのを見ただろう？　その凄せい惨さんな光景がずっと脳のう裏りに焼きついて離れないんだよ。

　探偵みたいなことがしたい。大事件が起こって欲しいなんて思っていた自分が恥ずかしい。あんな光景は、あってはならないものなんだ。創そう作さく物ぶつの中にしか存在しちゃいけないんだと感じたんだよ。

　だから、探偵役を引退しようと決めたんだ」

　少年が口を閉じると、辺りに沈黙が戻ってくる。

　文美も二重ちゃんも乃恵瑠も、京太郎の語った重い言葉に一言も発せないでいた。

　あの旅行で京太郎おまえの学んだことは、それなんだな。人の不幸を望んではならない。そのことに、思い至ったのは立派だ。

　オレなんか、『騙だまされた。でも、実際の事件じゃなくてよかったぜ』程度のことしか考えなかった。騙されたことには怒りを覚えたけどさ。

　探偵をやめようと思ったほどに悩んだ京太郎。だけど、それはお前だけの問題じゃないはずだ。

　オレは、暗い表情を貼りつけて俯く乃恵瑠を見やる。それから、京太郎の机の上に置いてある原稿用紙に目を向ける。

　――例えば、お前の言い方はまるで乃恵瑠のせいにしているみたいだ。

「うぇぇええええん！　わたくしのせいなのですわっ！」

　ほらな、乃恵瑠が泣き出してしまったぞ。

　オレは手招きで文美を呼び、乃恵瑠のフォローを頼む。

「す、すまない、金田くん。ぼくは、そういうつもりじゃ……」

　さすがにいたたまれなくなったのか、オロオロと取り乱す京太郎。しかしオレは、そんなヤツにさらに追い打ちをかける。

「なら、どういうつもりだ？　確かに乃恵瑠はやりすぎたけどな。それでも、ちゃんと反省してみんなに謝っただろうが。それをいまさら蒸し返された上、文句を言われてみろ。乃恵瑠コイツが哀かなしむのは当たり前だろうが」

「………………」

　言葉を詰まらせて反論できないバカ野郎を睨みつけ、京太郎の机の上にある原稿用紙を指さす。

　――例えば、コイツの言い出した文化祭用の文集制作。推理をやめたということは、ミステリー小説を書くのをやめたということと同どう義ぎに聞こえる。章が書き終わるごとに自信満々でオレたち四人に無理矢理読ませやがった京太郎渾こん身しんの作品。

「それで、文集はどうするんだ？　夏休み前にあれだけ意気込んでいたのに、投げ出すつもりなのか？」

　オレの問いに京太郎のヤツは、言葉をこぼすように呟いた。

「だから、すまないと最初に謝ったじゃないか」

　瞬間、カッとして拳を振り上げる。本当に身勝手で自己中なヤツだと思っていたが、こんなにバカ野郎だったとは。

「ダメです。シュウさんの拳が痛いだけですから……」

　二重ちゃんがオレの腕を摑む。

　ああ、そうだよな。今のコイツは殴る価値などない。それがわかった二重ちゃんは、止めてくれたんだ。

　約一ヶ月前のことを思い出す。部室をとられるのがイヤだから、みんなでがんばろうという言葉は、偽りだったのか。いや、そんなことはないはずだ。

「なぁ、京太郎。それだけの理由じゃないよな？」

　オレは期待を込めて訊ねる。コイツの口からちゃんとした理由を聞きたい。教えて欲しかった。

「いや、本当にそれだけなんだよ、小林くん。ぼくには探偵役を続ける覚悟がなかったんだ」

　期待は無惨に打ち砕かれた。京太郎の言葉によって。

「それでお前は、全部放り出すつもりなのかよ？」

「すまない……」

　うなだれたヤツからは、謝罪の言葉だけが返ってくる。

「もう、オレたちに話すことはないってことか」

　探偵はコイツのアイデンティティだと、生き甲が斐いだと思っていた。

　探偵役が好きな気持ちが溢れていたからこそ、オレは……、オレたちはどんなメチャクチャなことを言い出しても付きあっていたのに。――いられたのに。

　ただやめるの一点張りで、オレたちに何があったのか理由も話せないなんておかしいだろ。

　なんだか情けなくなってきて、踵きびすを返した。

「――行こうぜ。オレも京太郎コイツも少し頭を冷やさなければダメだ」

「そうね、乃恵瑠ちゃんもこんなだし」

　何か言いたそうな文美と、その文美の腕の中で泣き続ける乃恵瑠。

　唇を尖とがらせて不満そうな二重ちゃん。

　オレたちは、京太郎を独ひとり部屋に残して退室する。長居すればする分だけ、イライラが募つのっていくからだ。




「本当にすまないと思っているよ、みんな。それでもぼくは……」

　うしろからヤツの言い訳が聞こえてきたが、

　それを聞くつもりのないオレは、

　ドアを閉めることによってそれを――遮しや断だんした。
































明あけ智ち京きよう太た郎ろうの事件ファイル　～密室となった文ぶん芸げい部ぶ室しつに隠された謎なぞ～






　部室のドアに手をやって引くが、ビクともしない。何度やっても同じ結果だ。それはどういうことか。

　ぼくはすぐに一つの結けつ論ろんに辿たどり着いた。

　簡単すぎて推すい理りするほどでもない。……つまり、鍵かぎがかかっている。

「どうしたんスか、京太郎さん？」

　ドアの前で右う往おう左さ往おうしていたぼくを不ふ思し議ぎに思ったのだろう。小こ林ばやしくんが首を捻ひねりながら口を開く。

　そんな彼に、ぼくはわかりやすいように一言で応こたえる。

「鍵がかかっていて開かないんだよ」

　そして、言葉を継ついで言い放つ。

「これは何か事件のニオイがするよね」

　すると、小林くんは目を丸くした。どうやら、彼はこの不可思議な状況になんの疑問も浮かばないようだった。

　ぼくは心の中で溜ため息いきを吐つくと、小林くんのために丁てい寧ねいに説明することにした。まったく何年ぼくの助手をやっているんだい、キミは。そんな愚ぐ痴ちが零こぼれ出そうになるが、踏みとどまって優しく言葉を紡つむぐ。

「いいかい、小林くん。今現在、この文芸部の部室に鍵がかかっている。いつもは施せ錠じようなどしないのにね。でも、今日はなぜ鍵がかかっている？　そこがおかしいんだ」

「なるほど、さすが京太郎さんッス」

　彼は感かん嘆たんの声を発する。いや、こんなことでそこまで大げさに驚かなくてもいいんだけどさ。まぁ、小林くんだから仕方ないか。

　ぼくは顎あごに手を当て目を閉じると、クリア色の脳のう細さい胞ぼうを活動させて思考の海に身を躍おどらせる。イメージとしては、見渡す限り水平線しかない大おお海うな原ばらの真ん中。その蒼あおい水の奥深く、底を目指して少しずつ潜っていくと、やがて世界が塗ぬり替えられる。

　海色が形を変え、立体的に今目の前にあるであろう光こう景けいにつくられて――。

　文芸部部室前の廊ろう下か。

　思考の中のぼくは、そこに立っている。

　ゆっくりと扉に手を伸ばすと、何か不気味な雰ふん囲い気きが部室のドアの隙すき間まから流れ出ているのを感じた。

　その黒い負のオーラを危険視したぼくは、すぐに瞳ひとみを開けて言葉を発する。

「早く中なか村むら先生を探し出してここの鍵をもらうんだ。最悪、用よう務む員いんさんの持っているスペアキーでもいい。この部な室か、すごく変だよ！」

「な、何か視えたんスか？」

　狼狽うろたえる小林くんに頷うなずき返して、言い放つ。

「ああ、残ざん留りゆうする悪意が視えた」

　ぼくの探偵七能力セブンススキルの一つである『認識する悪意イービルアイ』が、事件発生を教えてくれた。

　これ以上事件が大きくなる前に、なんとしてでも解決しなければ。

　探たん偵ていという使命に突き動かされたぼくは、小林くんを引き連れて、中村先生を探しに校こう舎しやへと走り出した。
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　オレたちは京太郎の家から離れ、オレの部屋に集合していた。

　今から話しあう議ぎ題だいは、京太郎を元の状態に戻す方法。

　そうすれば文集も再び書き始めるだろうし、部室がなくなることもないし、オレたちも安心できる。

　しかし、空気が重くて誰だれも一言も発しようとしないので、オレが口くち火びを切るしかない。

「――なんで、『探偵』をやめるなんて言い出したんだろうな」

　腕組みをしながら天てん井じようを見上げる。二ふた重えちゃんが言うには、ついこの前まで文集用のミステリー小説を執しつ筆ぴつしていたらしいし。

「だ、だから、わたくしが悪いのですわ。修しゆう司じくんまで、わたくしを責めるのですの？」

　まだ文ふ美みに抱きついている金髪お嬢じよう様さまが、涙声で訴えてくる。

「シュウ！　こんな状態の乃の恵え瑠るちゃんに追い打ちをかけるなんて、やっぱりアナタは人でなしよね！」

　さらに文美の抗こう議ぎが飛んできた。酷ひどい言われように、なんでそうなるんだよとツッコミを返したくなる。

　まぁ、少し場を茶化そうとしてくれてるんだと察することはできたけどさ。

「文美も言い方ってあるだろーが。オレのせいにしてさらっと解決したいのはわかるが、今回ばかりは、つーか、今回もオレのせいじゃないからな」

　それだけを指し摘てきしてやると、文美のヤツは口を尖とがらせて言葉を洩もらす。

「そんなこと、わかってますよーだ」

　可か愛わいく言っても、可愛くないからな。

　文美を睨にらみつけていると、黙っていた二重ちゃんがおもむろに口を開いた。

「えーと、シュウさん」

「なんだい、二重ちゃん？」

「兄さんは『探偵をしたくない』と言っているんですよね」

　俯うつむきながら言葉を落としていく二重ちゃんに、オレたちは視線を向ける。

「――だったら、『探偵をしなければならない』状況にしてみてはどうでしょうか？」

　ん、どういうことだ？

　彼女の言葉の意味をゆっくりと考える。

　探偵をしなければならない状況とは？

「なるほど！　それは面白い考えですわね、おチビ！」

　オレを置いてけぼりにしたお嬢が、瞳を輝かせて立ち上がった。

「乃恵瑠。ちょっとわかりやすく説明してくれないか？」

「しようがないですわね、修司くんは。それでは、わたくしがきっちりとわからせてさしあげますわ」

　いきなり偉えらそうな態度だな、オイ。なんて茶々を入れて話の腰を折るのはどうかと思ったので、素直に拝はい聴ちようすることにする。

「つまり、京くんが推理せざるを得ない状況をつくればいいのですわよ。例えば、大事な物がなくなったとか、二重さんが誘ゆう拐かいされたとか……。そんなことが起これば、京くんは『探偵』役に戻らなくてはならないでしょう？」

　ようやく話が見えてきた。だがしかし、問題も見えてくる。

「――でもよ。そんな簡単に事件なんて起こらないだろ？　京太郎の大事な物がなくなるのはまだしも二重ちゃんが誘拐されるなんてこと起こらないだろうし、起こって欲しくもないぞ」

「シュウさん……」

　オレの言葉に、なぜか二重ちゃんが頰ほおを赤く染めつつ瞳をうるうるとさせていた。

　わけがわからんぞと首を傾かしげていると、文美が盛大に溜息を吐いて「さすがシュウだわ。滑こつ稽けいね」と、呟つぶやく。

　なんだと？　とりあえずバカにしてるよな、お前。

　そのやりとりを見ていた乃恵瑠が、不満げな表情を浮かべてオレに突っかかってくる。

「修司くんは二重さんばっかり構うのですかっ？　もし、わたくしが誘拐されたらどうなのですかっ？」

　それとコレとは論点が違う気がするが、正直に答えてやる。

「まぁ、なんとかして助けようとするだろうな。この前の旅行の時みたいにさ」

　すると、なんだか嬉うれしそうに「おーっほっほっほ」と高笑いを上げて、二重ちゃんと視線を交差させた。

　なんなんだ、このバチバチと火花が飛び散るような光景は。

「本当にシュウは、面白いわね」

　すべてを見通しているかのような文美がオレたちを見てニヤニヤしていて、それがすごいムカついた。

　さて話を進めるために、二人の視線の間に割って入る。

「はいはいはい、睨み合いはそこまでにしろよ。――で、だ。話を戻すぞ」

　どんな話をしていたんだっけな……。あ、そうそう。

　――京太郎が推理をしなければならない状況をつくるという話だ。

「でもよ。京太郎が『探偵』として立ち上がらなければならないような事件。そんなものが都合よく起こるわけがないだろ。それをどう解決するんだ？」

「はい、シュウさん。私に考えがあります」

「どうぞ、二重ちゃん」

　手を上げる二重ちゃんに、議ぎ長ちよう役のオレが軽く頷いて発言を促うながす。

「簡単なことですよ、シュウさん。……事件が起こらなければ、起こせばいいじゃないですか」

　えーと、そんなパンがなければお菓か子しを食べればいいじゃないと同じようにあっさり言わなくても。

「それは、つまり？」

　オレの胸に過よぎる一つの出来事。乃恵瑠が仕組んだドッキリ満まん載さいのイベント旅行。

「ええ、そうです。この前の旅行の時、ドリルのセンパイがやったことと同じことをすればいいんですよ！」

　やっぱりか。

　話題に出た人物に視線を向けると、すごくイヤそうな表情を貼はりつけていた。

　自じ業ごう自じ得とくとはいえ、色々あったからなぁ。大げんかしたり、太ももにダイブ……っと、まぁ、オレにとっても心の片かた隅すみに投げておきたいイベントだ。当の本人は、顔を覆おおいたくなるほど思い出したくないのかもしれない。

「――でも、それはそれで良い案じゃないの。やりましょうよ、みんな。京ちゃんを元の京ちゃんに戻すのよ！」

　珍しく思し案あん顔がおをしていた文美が、テンションを高めながらＧＯサインを出す。

「そうだよな……」

　事件を起こすとなると、できるだけ周りに迷惑がかからないようにしなければならないだろう。もちろん、警察の厄やつ介かいになるのも避けたい。

　となると、ちゃんと計画を組みさえすれば、その辺りは自分たちの采さい配はいで決められる。

「事件性はないが、京太郎が『探偵』として動き出さなければならない状況……か」

　オレの洩らした呟きに「「「「うーん」」」」と、みんな一斉に首を傾げる。

　これはこれで難しい問題だ。

　さっき乃恵瑠が口にしたように、『二重ちゃんが誘拐された』という狂きよう言げん誘拐を計画する。そうなれば、京太郎はすぐに警察に相談するだろう。

　乃恵瑠の旅行の時は大人たちが共犯関係にあり、うまく道みち筋すじをつくってくれていたので警察が出てくるといった大きなことにはならなかった。

　しかし、今回は大人の協力は仰あおげない。

　京太郎と二重ちゃんの両親は、行方ゆくえ不ふ明めい。

　文美の両親は、色々と問題がある人たちでこんな頼み事はできない。

　乃恵瑠の両親は、そもそもこの街に住んでいない。

　残るはオレの両親だが、やはりこんな子供のお遊びにつきあってくれるとは思えない。

「誘拐事件はダメですわね」

　溜息混じりに言葉を紡ぐドリル。オレと同じ考えに至ったらしい。

「わたくしが旅行の時にやってしまいましたもの。同じ轍てつを踏むといいますか、二に番ばん煎せんじでは京くんに看かん破ぱされますわよ」

　それもそうだな。この前、誘拐が起こって今回も起こったとなると、本当なのかと勘かんぐってしまう。オオカミ少年の原理だ。

「何かヒントがないでしょうか……」

　立ち上がって本棚を物色しはじめた二重ちゃん。勝手に人の部屋の物を漁あさらないで欲しい。まぁ、そこには女性には見せられない本を隠していないからいいけどさ。

　彼女は、本棚から一冊の文庫本を取り出してパラパラとめくり出す。あの表紙は、京太郎が置いていったラノベだな。

　美少女地じ縛ばく霊れいの隠した不思議なお宝を探す物語ストーリー。

　その本の最後の方に目を通していた二重ちゃんが興奮して大声で叫んだ。

「こ、これです、シュウさん！　この手がありましたよ！　ライバルです。兄さんに必要なのは、ライバルなんですよ！」

　オレと文美は、乃恵瑠に視線を向ける。

　……ライバル探偵はここにいるよな。

「違うんですよ、ドリルセンパイのことじゃないです！」

　だけど二重ちゃんは、両手を振って乃恵瑠を否定する。

　しかし、面白くない人間が一人。もちろん否定された乃恵瑠自身である。

「わたくしが京くんのライバルじゃないなら、なんだっていうんですの？」

　金髪少女は立ち上がって、威い圧あつ的てきな視線を二重ちゃんに送る。

「うるさいですね、センパイ。嚙かみつくのなら、私の話をちゃんと最後まで聞いてからにして欲しいです」

　彼女を睨み返し、一歩も引こうとしないおかっぱ少女。

　この二人のやりとりはいつも険けん悪あくに見えるのだが、本人たちは楽しんでやっているようなので、軽く口出しするだけにしておく。

「おいおい、落ち着けって」

「はい、わかりましたわ」

　オレの言葉に素直に従った乃恵瑠は、その場に座る。コイツは、他の幼なじみたちと違ってオレの言うことをよく聞いてくれるのでとても助かる。

　みんなコイツみたいならすごくありがたいのにさ。

　……っと、また話が逸それてしまった。

　二重ちゃんに視線を送り、続きを促す。

　すると、彼女はもったいぶったような表情を浮かべて、言い放った。

「いいですか？　探偵のライバルは探偵だけにあらず。つまり、探偵の敵。即すなわち、怪かい盗とうなんですよ！」

「「「なんだって！」」」

　オレと乃恵瑠と文美は、驚きのハーモニーを奏かなでる。

「探偵のライバルは、怪盗です。怪盗が兄さんの大事な物を持ち出し、犯行カードみたいな物を残しておけば、万ばん事じ解かい決けつです」

　えっへんと小さな胸を張り、したり顔。

「なるほど……。ちょうど女性が三人いますし、全身タイツのセクシーな衣装を用意すれば完かん璧ぺきですわね」

　感心する金髪少女。だが、感心するのはそこではない。

「イヤ、そんな『三姉妹怪盗』のことはさておき、意外とイケルかもな」

　まず、京太郎の大事な物をどこかに隠し、犯行カードを残しておく。そうすれば、アイツはオレたちの誰かがやったと疑うはずだ。だから、警察に連絡もせずに自分の力で捜さがそうとするだろう。――『探偵』をしなければならない状況がつくり出せる。

　それを伝えると、みんな頷いて賛さん成せいの意を示した。

「なるほど、それなら京ちゃんは『推理』をするかもしれないわね」

「ああ、そうなんだよ、文美。これがうまくいって、『探偵』が楽しいということを思い出してくれたら、京太郎はきっと今までの……元のアイツに戻る」

　そうと決まれば、次の議題は一番重要な部分。

「何を持ち出すか……ですわね」

　顎に手を当てて考え込む乃恵瑠。

「京太郎が大事にしていて、何ものにもかえられない物じゃないといけない。そうしないと、捜そうとはしないだろうからな。何かそんな品ないか？」

　三人に問いを投げかけると、

「ありますよ、その品」

　すぐに京太郎の妹さんから答えが返ってきた。

「ほら、みんなも知っている物ですよ。誕たん生じよう日びプレゼントとして小学生の時にもらった三個セットの特とく注ちゆう品ひんの一つ。兄さんがいつも肌はだ身み離さず持ち歩いている金色の時計。昔、鎖くさりが壊れてしまったのに別の鎖をつけ替えてまで大事にしている懐かい中ちゆう時ど計けい。アレを持ち出せれば、兄さんは必ず捜そうとするはずです」

　彼女の言葉に、ポンッと手て鼓つづみを打つオレ。確かにあの時計を持ち出せれば、京太郎は確実に捜すな。そりゃ名案だ。

「でかした二重ちゃん。なんとかなりそうだぜ」

　彼女の黒髪をクシャクシャッと撫なでてやる。

　すると、「ちょっと、シュウさん。子供扱いしないでくださいよ」なんて文句を言いながらも、少し嬉しそうな二重ちゃんだった。きっと、兄が元に戻る算さん段だんがついたのが嬉しいんだろう。

　ニヤニヤしている文美の表情がちょっと気になるが、それは置いておき……。

　オレたちは『懐中時計拝はい借しやく作戦』を実行するために、計画を練ねり始める。まぁ、盗むんじゃなくて借りるんだから、こんな作戦名に決定した。言い訳がましいと感じないこともないが。

　※注　盗むのは犯罪だ。
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　――あれから三日後。

　二重ちゃんの話では、京太郎はこの間も探偵らしいことをせずに部屋に籠こもり気味になっているらしい。だから予定通り作戦を決行することになった。

　彼女の調べでは、『京太郎は外出する時以外は、懐中時計を机の上に置いている』とのことである。

　この事実は助かった。常に持ち歩いているとすればこっそり拝借するのは難しいだろう。もはやスリの領りよう域いきだぜ。

　だが、机の上に置いてあるとなれば話は別。いくらでも持ち出す機会は作れる。

『シュウさん。配置につきましたか？』

　バイブ設定にした携帯電話ケータイが二重ちゃんからのメールを吐き出したので、『ＯＫ』と返信して額ひたいの汗を拭ぬぐう。

　しかし、暑い。暑すぎる。

　サンサンと輝き続ける真夏の太陽が、オレを丸焼きにしようと熱をぶつけてくる。火ひ炙あぶりならぬ、日炙り。天日干しされる干物さかなの気分を味わっている最中だ。

「もっと良い作戦はなかったのかよ……」

　誰に聞かせるでもなく、ひとりごちる。

　なぜオレは照りつける太陽の下、明智家の庭で長いハシゴ片手に座り込んでいなければならないのだろうか。

　リビングに出入りできる大きな窓の横の壁かべに背をもたれさせながら、この作戦を考えた金髪を恨む。

『きっとどこかに陰かげができますから、そこに入っていれば大丈夫ですわよ。おっほっほ』

　などと、のたまったあのドリルに恨うらみの念を飛ばしつつ、がくりと俯く。

「陰なんかできねえじゃねえかよ……」

　――さて、その『懐中時計拝借作戦』だが、計画自体は単純だ。

　京太郎の部屋は二階にある。

　そして、オレはその二階の窓に届く長いハシゴを用意している。

　京太郎の部屋の隣となりにスタンバイしている二重ちゃんが彼の動向を探り、彼がトイレなどで一階に行ったらオレに報告。

　ほんの少し離れるだけなので部屋に鍵はかけないし、懐中時計も持ち出さない。……ハズだ。

　そのわずかな時間に二重ちゃんがヤツの部屋に侵入し、犯人のヒントの書かれた犯行カードを残して時ブ計ツを持ち出す。

　最後にオレがハシゴを使って二重ちゃんの部屋の窓まで登り、時ブ計ツを受け取って撤てつ収しゆう。

　ちなみに、乃恵瑠と文美には何かあった時のために、オレの家でスタンバイしてもらっている。冷れい房ぼうの効いたリビングでな……。

　そう考えていると、なんか哀かなしくなってきた。なぜオレはこんなバカ暑い真っ昼間に、照り焼きにならんといかんのだ。

　まぁ、京太郎のためだということはわかっているが、女性陣との待たい遇ぐうの差を思うと涙が出てくる。……と、いってもアイツらの誰にもこのハシゴの役をやらせるわけにはいかない、男として。

　なら、なぜ二重ちゃんの部屋にハシゴを使ってこっそり侵しん入にゆうして待たないかというと、ここは京太郎の家だからだ。いきなり妹の部屋にやってこないとも限らない。やはり、こうやって外で待つのが一番いい。ただ、暑いのが問題だが。

　などと三十分ほどつらつらと愚痴っていると、ポケットの携帯電話ケータイが主張を始めた。

「おっと、ようやく動いたか」

　もちろん表示された名前は、二重ちゃん。迷わず通話ボタンを押す。

『シュウさん。今、兄さんが一階に向かいました。多分、トイレかと』

「よし、わかった。計画を遂すい行こうしてくれ」

　電話を繋つなげたまま、二重ちゃんの部屋に向かってハシゴを立てかける。

『オッケーです。時計確保です』

「了解。早く部屋に……」

『あ……、マズイです。兄さんが戻ってきそう。どうやら飲み物を取りに行っただけのようです。このまま兄の部屋を出ると、私が兄さんと鉢はち合あわせてしまいますよ！』

　話をしながらハシゴを登っていくと、二重ちゃんの焦あせりを含んだ声が耳じ朶だを叩たたく。

　そうきたか。つくづくうまくいかねーな。

　これは、アイツらを使うしかない。即判断したオレは、二重ちゃんに断りを入れるまもなく通話を切り、短たん縮しゆくダイヤルで乃恵瑠に繋げる。

『はい、修司くん？　どう……』

「突とつ撃げきだ！」

　乃恵瑠の返事を聞かず一方的に用件を口にして電話をポケットに放り込み、目の前の窓を開けて二重ちゃんの部屋に侵入する。

　急げよ。二重ちゃんのピンチを救えるのは、お前らしかいないんだからな。

　ドアに耳をあてて廊下の音を聞く。

　ペタペタとしたスリッパ特有の足音が、隣の部屋に近づいていくのがかろうじて聞き取れた。間違いなく京太郎だろう。

　間にあってくれ！

　二人を信じて――祈る。ここで二重ちゃんが見つかったらアウト、ゲームセットだ。

　カチャリと隣の部屋のドアノブを回す音。

「ダメか……？」

　諦めかけたその時、ピンポーンと家の中に鳴り響く呼び出しチャイム。パタパタパタと駆けていくスリッパ。

　すぐさま、キィッと小さな音を立てて目の前の扉が開いた。

「シュウさん。入ってきてたんですか？　女性の部屋に無断で入るのはちょっと……」

　二重ちゃんがむくれるが、宥なだめてる場合ではない。

　無言で時計を受け取ると、窓から暑い炎えん天てん下かに舞い戻る。そのままハシゴを焦らず降り、覗のぞき込んでる二重ちゃんに軽く手を振って応える。

　思ったより時間がかかる場合、乃恵瑠と二重には京太郎を引きつけてもらうという役割を与えてあったのだ。ドキドキしたが、間にあってよかった。

　さて、これで任務完了だ。あとはハシゴを外して自分の家に戻るだけ。――なのだが、緊急事態が発生したようだ。

　窓から身を乗り出している二重ちゃんが腕を交差させ、バツを形づくる。

　これは、どういうことなのだろうか？　まさか、バレた……か。

　携帯電話ケータイを取り出して、メールを送信。すぐに戻ってきた返信メールを開くと、ゲンナリした。

　そこに書いてあったのは、『文美さんとドリルセンパイがリビングに上がり込んだ』という一文だったからだ。

　まぢかよ。オレが自分の家に戻るには、明智家のリビングの前を横切らなければならない。そして、リビングには庭に出るための大きな窓がついているのだ。

　つまり、今そこを横切ったら、ハシゴを持ったオレが丸見えなのである。

　ガックリと肩を落としたオレは、ヤツらが撤てつ退たいするまでの三十分、直射日光と戯たわむれるハメになったのだった。




「黒くなったわね、シュウ」

　なんとか帰き還かんしたオレに、開口一番吐き出した文美のセリフがコレである。

「誰のせいじゃ、ぼけぇ。オレの送ったメールも全部無視しやがって」

　ぐったりとソファーに寝ころびながら、悪あく態たいを返す。

　乃恵瑠と文美が撤退したあと、二重ちゃんから京太郎が部屋に戻ったという連絡を受けてから動き出したので、文美たちより帰るのが遅くなったというワケだ。

「それで、首尾はどうでしたの？」

「ほらよ、ブツだ」

　それを乃恵瑠に手渡すと、彼女は懐中時計の装そう飾しよくを眺めながら笑みを浮かべた。

「どうやらうまくいったようですわね」

　ここまではな。と、心の中で彼女の洩らした言葉に応える。

「あとは二重ちゃん次第よね。犯行カードの内容は、彼女にすべて一任したんでしょ。それを見た京ちゃんが、ちゃんと『探偵』をやってくれるか……」

「それは大丈夫じゃないか。二重ちゃんが、任せて欲しいとあれだけ自信満々に言ってたんだ。いい内容の犯行カードをつくっているはずさ」

　身体からだを起こして、文美に言う。

　オレは二重ちゃんを信頼している。うまく推理ができる内容の犯行カードを京太郎の机の上に残しただろう。

「まぁ、ここまでお膳ぜん立だてしたんだ。あとは京太郎の動向を見守っていようぜ。二重ちゃんがどのくらいの難なん度どのヒントを書き込んだかわからないが、必ず二、三日の間には、この時計を返してくれと言ってくるはずさ」




「じゃあ、すぐに返してくれないか」




　怒りを含んだその声は、リビングの入り口から聞こえてきた。

　ギョッとして一斉にその方向を振り向くオレたち。

　そこには、ばつの悪そうな表情を貼りつけた二重ちゃんの首根っこを摑んだ京太郎が立ち、オレを睨んでいた。













「きょ、京太郎。お前、……なんで？」

　早い、早すぎる。オレが家に時計を持ち込んでから十五分も経たっていない。

「いや、これでいいんだ。さすがだな京太郎。『探偵』をしないって言っておきながら、ちゃんと『推理』したんだな」

　それでこそ、お前だよ。お前が『探偵』にかぶれていないとなんか調子が出ないんだ。

　しかし、京太郎はぶすっと頰を膨ふくらませながら反論を口にした。

「……推理？　ぼくは『推理』なんかまったくしていないよ。このカードを見てみなよ」

　ヤツが差し出したカードを受け取る。

　そこに書いてあったのは――、




『怪盗二重面めん相そう参上！』




　目を点にして押し黙る一同。

「なんだよこの二重面相って、バレバレだろーがよ！」

　頭を抱かかえて叫ぶオレ。もはやヒントどころではない。答えそのものじゃねえか。

「だって、書きたかったんだもん！　やりたかったんだもん！」

　唇を尖らせて「もん！」とか語ご尾びにつけて、あざとい感じのチビッ娘に文句を飛ばす。

「だからって、これはねーよ。推理も何もあったものじゃない！」

　オレの言葉に同意して頷く乃恵瑠と文美。練りに練った計画が、瓦が解かいした瞬間だった。

　そして、オレたちの目の前には、ワケがわからないといった一人の少年が目を吊り上げてプルプルと震ふるえていた。あまり怖くねーけど。

「――それで、ぼくの時計を持って行った理由が見えないんだけどさ。誰か、ちゃんと説明してくれ！」

「えーとね、京ちゃん……」

「いや、オレが説明する」

　肩を落として口を開いた文美を制せいして、一歩前へ出る。

　まぁ、オレが主犯のつもりだったからな。やはり、オレが言わなければ筋違いだろう。

「オレたちはな。お前にいつも通りに戻って欲しかったんだ。バカみたいに自信家の『探偵』じみたお前にさ。

　……だから『推理』がしやすいように、簡単な事件を演出して見せたんだ」

　すると京太郎は、二重ちゃんを放して俯く。

　かすかに聴ききとれる声で「ありがとう」と呟いた。

　オレたちは顔を見あわせて、満面の笑みを浮かべる。よかった、これでいつも通りだ。京太郎リーダーに覇は気きがないと、オレたちもやる気が出ないのだ。

　だけどそれも今日までのこと。

　またバカバカしいけど、楽しくやっていけると思った。――思ったんだが、

　次の京太郎の言葉でそれは無む惨ざんにも打ち砕かれた。

「みんなの気持ちは嬉しいよ。……でも、ダメなんだ。ぼくは『推理』できない。『探偵』役を演じ続ける意味がなくなったから。だから、ごめん」

　そう言った京太郎は懐中時計を摑んで、オレの家をあとにする。

　残されたオレたちは、力が抜けたように一斉に溜息を吐き出した。

「なんだろうな、アイツ。いつにもなくシリアスモード全開じゃないか」

「紫し織おりちゃんの件とは関係無しに、別の何かがあるように思えるんだけど」

　文美が天井を見上げながら、呟きを洩らす。確かに、コイツの言うことは的を射ているのかもしれない。

　しかし、アイツも頑固だ。本当に難しい悩みなら、それを簡単に打ち明けてくれないと思う。それが、歯がゆい。

　二重ちゃんのために、わざわざ学校に七不思議の噂うわさを流してコントロールしやがった回りくどいヤツだからな。あの時もさっさと相談してくれればよかったのに、結局面倒な出来事に発展させやがった。

　解決策が見えるまで、オレたちには一切話してくれない。そんな水くさいヤツだよ、アイツは。

　……だが、次はどうするか。

　オレは文美と今後について意見を交わそうと口を開きかけると、

「あれはないですわよ、おチビ！　もうちょっと、いい犯行カードをつくって欲しいですわ。あなたのせいで、この作戦は失敗じゃないですの！」

「うるさいよ、ドリル！　いいじゃないですか、やりたかったんだから。私だってたまには失敗したりもします！」

　横で口ゲンカが勃ぼつ発ぱつしていた。

　今後よりも、まずは今か。

　オレと文美は、溜息混じりに二人のケンカの仲ちゆう裁さいから始めることにする。




　　　　◇




　そして何も進展のないまま、二学期を迎えることとなった。

　京太郎はずっとあの調子で、オレと視線があっても申し訳なさそうに逸らしやがる。その態度が余よ所そ余よ所そしすぎて、ものすごく気に入らないわけだが。

　そんなワケで、土曜日の放課後、京太郎を除のぞいたオレたち四人は文芸部部室に集まり、次の作戦についての話しあいをしていた。

「兄さんは本当に『推理』をやめたみたいで不気味なんです。ご飯時に、さりげなくクイズ番組を流してみても答えようとしないし、火サスに変えてみてもふらりと部屋に引っ込んでしまう。こんな暗い家庭……私、耐えられません」

　両手で顔を覆い、近況報告をしてくれる二重ちゃん。なかなか深しん刻こくな状況のようだ。妹をこんなに哀しませるなんて、あの野郎……。

　とはいっても、本人が意固地になっているので強く言うだけでは逆効果かもなぁ。

　すると、二重ちゃんが重大なことを口にした。

「――でも、『探偵』というものを嫌っているわけではないようなんですよ。たまにサスペンス系の番組を食い入るように見ている時がありますから。

　それに、こっそり部屋の様子を覗いたんですけど、書きかけのミステリー小説を流し見したりしてました。でも、あとで小説を確認したら、やっぱり続きは書いてないです」

　つまり、未み練れんがある。というか、我慢しているといった方が正しい。

　乃恵瑠もそのことが真っ先に浮かんだ様子で、

「我慢は身体に毒ですのに」

　頰に手を当てて困ったように首を傾げる。

　しかし、本人が『推理』をやりたがらないのが問題だ。

　それに……、オレは部室の壁に掛かっているカレンダーを見て呟く。

「時間があまりない」

　赤く丸がついている九月の最終日曜日。いうまでもなく文化祭。

　せめてその二週間前には原稿を完成させて、入にゆう稿こうしなければ間にあわないと中村先生が言っていた。タイムリミットが刻こく一いつ刻こくと迫っているのだ。

　京太郎がやる気を取り戻した時のために自分たちの分は少しずつ書き進めてはいるが、アイツの分がないとすごく薄い文集になってしまう。

　アイツの悩んでいる原因がわかれば。少しでも力になってやることができれば、なんて思うのだが、またも同じことを考えてしまい堂どう々どう巡めぐり。

　その時、文美が思案顔で腕を組む。

「やっぱり京ちゃんには『探偵』役に戻ってもらわなければ、わたしたちの文集は不出来だわ。――メインがないもの。

　わたしも京ちゃんの書きかけの小説を読んだけど、あの時点でページ数も多いし、まだまだ増えるワケじゃない？　やっぱり京ちゃんのミステリーは必要よね。ボリュームも意味も含めて」

　コイツの言うことはもっともだ。ページ数の割り当て的に、京太郎のミステリー小説が一番多かったのだから。

　肯こう定ていして、文美に話の続きを促す。

「夏休みの終わりごろに、失敗してしまった怪盗作戦をしたことを憶おぼえてる、みんな？」

　もちろんだ。誰のせいとは言わないが、すぐに解決されてしまったアレだ。

「どこかのおチビのせいですわね」

　せっかく誰のせいか濁にごしていたのにさらっと言うなよ、このドリル。

「センパイもしつこいですね。もう一週間も前のことじゃないですか」

　瞳をキュッと吊り上げて睨みあい開始。あー、この二人は本当に仲が良いよな。ケンカの量がそれを物語っている。

「文美ちゃんが話をしているのよ。ケンカはやめてよね」

　ニコリと薄笑いを浮かべる文美。背筋も凍りそうな冷たい微び笑しように、二人は「うっ」と呻うめいて押し黙った。そうやって反省していてください。

　オレはというと……、珍しく本気で怒っている文美に訊たずねることにする。

「それで、あの作戦がどうかしたのか？」

「――ええ。その作戦のことなんだけど。わたしが思うに、方向性は間違っていなかったのよ。今考えると、あの犯行カード。少しぐらいは『推理』をする必要があったもの」

　どういうことだろうか？　と、文美の言葉の意味を考える。

　カードに書かれていたのは、『怪盗二重面相参上！』という一文だけだったはずだ。

　それを口にすると、文美は満足そうに頷く。

「そうなのよ、シュウ。あの文面だけでは、『二重ちゃんが犯人』だとしかわからないじゃないの。それなのに、京ちゃんは迷わずシュウの家にきた……」

　そうか。まったくあの野郎。気がついていないのか、そのフリをしているのか……。

　金髪ドリルも気がついたらしく、ポンと手鼓を打って顔を輝かせる。

「あ、なるほど。わたくしにもわかりましたわよ」

　そんな中、蚊か帳やの外状態の妹さんが、オロオロと視線を彷徨さまよわせながら訊ねてきた。

「どういうことなんですか、シュウさん？」

　すると、したり顔で口を開く女――、

「おーっほっほっほ。まぁ、二重さん、わからないん……、あいたっ！」

　の後頭部にチョップを入れて黙らせ、問いに答えるオレ。

「えーとな、二重ちゃん。京太郎は、あの犯行カードを見たあと二重ちゃんを連れてオレの家にやってきただろ。多分だけど、アイツは無意識のうちにオレが主しゆ犯はん格かくだと『推理』したんじゃないかって、文美はそう言ってるんだよ」

「そういうことですか。確かに、あの文面では私が犯人だと言っているようなものでしたけど、それを見た兄さんは、すぐにシュウさんの家に行くって……」

　やはりそうみたいだ。京太郎のヤツは、無意識のうちに『推理』を行っているとみていいだろう。

「京ちゃんは『探偵マニア』。やめる、やらないと口で言ってても思考回路は同じなの。こんな風に無意識のうちに、『推理』を行っていると思うわ。なら、何度でも同じような作戦をとれば、根こん負まけするかもしれない」

　確かに文美の言う通りだ。考えれば考えるほど、京太郎は無意識のうちに『推理』を行っている節がある。あれだけ長い年月どっぷりはまっていた『探偵』役だ。たった数週間で完全にはやめられないハズ。

　なら、文美の提てい示じした『下手な鉄てつ砲ぽうも数打ちゃ当たる』作戦は、十分な効果をもたらすかもしれないな。

　しかし、さらなる問題も浮上してくる。

「なぁ、文美。お前の出した案にはおおむね賛成なんだが、毎回京太郎の懐中時計を狙ねらうワケにはいかないだろ。そこのところ、どうするんだ？」

　オレたちは京太郎に『推理』させるために、何かしらの事件的なモノを起こさなければならない。それも失敗するたびにすぐ違う事件という風に、数も必要になってくる。

　だからといって、同じような事件を持っていっても意味がない。なぜなら、京太郎が飽きるから。

　つまり、オレたちは京太郎が食いつくまで、それなりのクオリティの事件を用意し続けなければいけないのだ。……高ぇハードルだな、オイ。

　オレの言いたいことを汲みとった文美は頭を抱えるフリをして、

「そうよね。そこまでは考えていなかったわ。違う事件を用意しなければならないのよね。――乃恵瑠ちゃん、何か事件の案でもないかしら？」

　親友の乃恵瑠さんに丸投げしやがった。お前なぁ……。

「そうですわね。さすがのわたくしでも、次々と事件が浮かぶものではありませんわよ」

「わたしたちを驚かせるためだけに、夏休みの事件を計画した乃恵瑠ちゃんなら、色々事件のストックがあると思ったのに。チッ、使えないわね」

「「ひどっ！」」

　文美のあまりの言い分に、オレとドリルがハモる。

　あの時のことを蒸し返してやるなよな。ほら、乃恵瑠のヤツを見ろよ。涙目になってるだろーが。本当にＳだな、お前。

　やれやれと肩をすくめて文美と乃恵瑠を交互に見やっていると、

「はい！」と、元気のいい声と共に手を上げる人物がいた。

「どうしたんだ、二重ちゃん？」

「ふっふっふっふ。私思いついちゃったんですよ」

　やけに含みのある笑い方をする彼女。こういうところやっぱり兄妹だなぁ。本当に京太郎とそっくりだ。

「思いついたって、何をさ？」

　オレはもったいぶりつつも、話したくて堪たまらなそうな二重ちゃんに訊ねる。すると小さな胸を張って、髪をふぁさっと掻かき上げる。

「簡単なことですよ。別に私たちが事件をつくらなくても大丈夫です」

　うーん、意味がわからないぞ。そもそもオレたちが事件を考えないと、京太郎に持っていけないじゃないか。

　三人揃そろって首を傾げていると、二重ちゃんが嬉しそうに言葉を紡いだ。

「わからないんですか？　あらあら、シュウさんも文美さんもドリルセンパイも頭が硬かたいんですね♪」

　その言いぐさに、ちょっとムカッ腹が立ったが、落ち着け小林修司。相手は二重ちゃんだ。京太郎みたいに殴ることは許されない。反撃のプロレス技が怖いワケじゃないぞ。

　そんなオレの心の葛かつ藤とうを知らない二重ちゃんは、続きを語り出す。

「――では、説明しますね。事件というのは至る所で起こっているものじゃないですか。日本全国、いや世界各地で。だったら、それを効果的に使えばいいと思うのです」

「実際に起こった事件をヒントにしようってことなのか？　しかし、下手をすれば京太郎のヤツが知っている事件もあるだろ。そういう場合は、どうするんだ？」

　オレの疑問に、チッチと人差し指を振るチビッ娘こ。ヤバイ、仕草が京太郎じみてきた。

　アイツが『探偵』をやめたからだろうか、二重ちゃんに伝染している。早くなんとかしないと、彼女が『探偵』役を引き継ついでしまうかもしれない。それはそれで見てみたい気もするが、暴力で事件を解決する探偵が誕たん生じようしそうである。

「シュウさんが、思い描いている事件は、解決された事件ですよね。そこが違うんです。私が言っているのは、未解決事件。これなら、兄さんにも真しん相そうがわかりません」

　なるほどな、未解決事件か……。

「確かにいい案ではあるが、問題も出てくる。世界を舞台にしたなら、その国の情報が必要だし、事件の起こった状況、凶器の有無や重要人物など警察にしかわからないことも多い。そこんところ、どうするつもりなんだ？」

　すると二重ちゃんは、間かん髪はつ入れずに返してくる。

「それも想定内です、シュウさん。探す未解決事件は、この福ふく泉いずみ市に限定すれば解決です。それなら、この町に住む私たちでもなんとなく詳細が見えてくるでしょ。それから、未解決ならば最近起こった事件でも問題ないハズです。どこどこのスーパーで置き引きがあったとか、そんな小さな事件でいいんです。兄さんを動かすことさえできれば」

「――なるほど。この町で起こった未解決事件ですか。わたくしはいい案だと思いますわ。やるじゃないですか、チビッ娘。いえ、二重さん」

　二重ちゃんの出した案を褒ほめちぎって推おす乃恵瑠。かくいうオレもよさげな案に見えるので、よし、賛成だ。

　しかし、難なん色しよくを示したヤツがいる。事件を使って京太郎を釣つる作戦を提示した本人だ。

「待ってよ、みんな。ちょっと考えてみてよ。わたしたち素人しろうとが事件をかぎまわるのは、警察の迷惑にならない？　それに、被害者の方々にも失礼になる気がするのだけれど」

　文美にしては珍しく正論だった。いつもなら、「その時はその時じゃない。シュウのせいにすればいいのよ」とか言いそうなのだが、今回はオレが言ってやる。

「いいじゃねーか。京太郎が乗ってくるかわからないし、ダメもとでやってみようぜ」

　その言葉を聞いた文美のヤツは、

　なんだか複雑そうな表情を浮かべたのだった。































　中なか村むら先生がどうしても見つからなかったので、用よう務む員いんさんから借りてきた文ぶん芸げい部ぶ部室のスペアキーを鍵かぎ穴あなに差し込んで一気に捻ひねる。

　カチリとした手て応ごたえを感じた。やはり、間違いなく鍵がかかっていたらしい。

「京きよう太た郎ろうさん……」

　不安そうな声を発する小こ林ばやしくん。

　ああ、わかってるさ。この扉の奥から流れ出る不気味な雰ふん囲い気きは、何か大変なことが起こっている証しよう拠こ。

　ゴクリと唾だ液えきを飲み下す。どうやら不覚にも緊張しているらしい。何度も事件を解決している高校生探たん偵ていのぼくだが、このイヤな気配にはいつまで経たっても慣れない。

「いいかい、小林くん。開けるよ」

　ぼくのうしろに控える助手にそう告げると、扉をゆっくりと引く。

　その瞬間、中から溢あふれ出るのは……間違いない。死し臭しゆうだ。

　しかし、このニオイの発生源はどこだ？

　確認するために部室に足を踏み入れると、目の前の光こう景けいに驚きよう愕がくした。

「なんなんスか、コレ？　いったいどうなってるんスか！」

　小林くんが慌あわてふためく。

　それもそのはず、部屋の中央には部室中の机が集められ、高く隙すき間まなく積み上げられていたからだった。そう、これはまるで……。

「墓ぼ標ひようのようだ」

　ぼくは呟つぶやきながら、捜査を開始する。異様な光景だからといって怯ひるんでいては、探偵はつとまらないからね。

　さて、特に怪しいのはこの机の下だ。ぼくの探偵七能力セブンススキルの一つ『感じる違和勘シツクスセンス』が何かあると告げている。

「よし小林くん、まずは机をどけよう」

　彼と協力して、机を一つ一つ取り払っていく。やはり力持ちの彼は、こんな時に非常に頼りになる。

「京太郎さんっ！」

　三つめの机を床に下ろした時だった。小林くんが指さしたところに視線を向けると、チラリと赤い生地が目に飛び込んできた。

「急げ、小林くん！」

　机を崩す速度を上げる。

　先ほど見えた赤い色。あの色の洋服を着た人物を、ぼくは知っている。

「もう少し、もう少しだ」

　机がなくなるにつれて、明らかになっていくその人物の姿。

　長いウェーブがかった茶髪。そして、厚いメガネ。

「これで、終わりッス！」

　小林くんが気合いを入れて最後の机を取り除くと、机の山に埋うもれていたすべてが明らかになる。

「中村先生……」

　目の前に横たわっていたのは、ぼくらのクラスの担任にして文芸部の顧こ問もん。先ほどから姿の見えなかった一人の女教師。

　――中村喜き久く子こが背中に一本のナイフを生やした状態で、うつぶせに倒れていた。

　この文芸部室で、凄せい惨さんな殺人事件が起こったのだ。

「け、警察に電話しましょう！」

「待つんだ、小林くん」

　ぼくは携帯電話ケータイに手を伸ばす助手を止め、中村先生に歩み寄る。

　ぼく自身がいかにすごい探偵だとしても、警察から見れば一介の高校生に過ぎない。たとえ捜査協力の名目で頼られることがあったとしても、だ。

　だから、警察が来る前に少し検けん分ぶんをしておきたかったワケだ。

　白い手袋をポケットからとり出して装そう着ちやくし、倒れた中村先生に歩み寄って確認する。どう見ても、死んでいるのは明白だった。

　やはり、死因はこの凶器。ナイフによる一撃だと思う。

　しゃがみ込んで先生の命を奪ったであろう刃を観察していると、何かに気がついたらしい助手の声が聞こえてきた。

「京太郎さん。先生の頭の下に紙みたいな物が見えないッスか？」

　彼の指さす場所に目を向けると、確かに紙というか封ふう筒とうみたいな物がある。

「本当だね。なんだろうか？」

　ひょいっと茶封筒を手に取り、中身を抜き出す。

　入っていたのは、白い紙が一枚。どこにでもあるタイプのコピー用紙のようだ。残念ながら、この紙から推理は難しい。……だけど、この紙には無視することができない文字が書き込まれていた。いや、印刷されていたといった方が、正しい。

「小林くん。キミは誰だれかに恨みを買うようなことをしたのかい？」

　ぼくが小林くんに問いかけると、

「いきなり何を言い出すんスか、京太郎さん？　恨みを買うようなことはないと思いますが、それは今訊きく必要のあることなんスか？」

　彼はワケがわからないといった風に首を傾かしげる。

　それもそうか、確かに話の前後が繋つながっていないよね。なら先に、このコピー用紙を見せて訊けばよかった。

　――だから、ぼくは小林くんにその紙を手渡して問いかけ直す。

「いいかい、小林くん。もう一度訊くよ。キミは誰かに、恨まれているのかい？」

　紙に書いてある内容を目にした彼は、青ざめながら声を荒らげる。

「な、なんなんスかっ？　これはどういうことなんスか、京太郎さん？」

　コピー用紙がするりと彼の手を離れ、床に落ちる。

　そこには、

『次は小林修司。我が恨みを晴らす』

　――と、書かれていた。

　ぼくは、顎あごに手を当てて言葉を洩もらす。

「犯人の次のターゲットは、小林くん。これは犯行予告ということか」

　小林くんを狙ねらうとは、絶対に許さない。彼は、ぼくの大事な助手なのだから。

「京太郎さん。オレ、殺されるんスか？」

　怯おびえる小林くんが、ぼくの背中にしがみついてくる。そんな彼を安心させるために、言い放つ。……いや、これがぼくの本心でもある。

「小林くんを殺させるもんか。犯人は、ぼくが捕まえてみせるさ！」




　しかし、そんなぼくの決意とは裏腹に、次の日から小林くんの周りで奇妙なことが起こり始めたのだった。




　　　　◇




　土曜日の放課後だったことも幸いして、まだまだ昼下がり。

　オレたちは、京太郎に持ち込む事件を探すために動き出した。

「本当に探すの？　わたしは、あんまり賛さん成せいできないわ。だって危険じゃないの。もし、何かの拍ひよう子しで事件を解決してしまったら、犯人に狙われたりするかもしれないわ」

　まだごねている文ふ美みの腕を引っ張る乃の恵え瑠るが、彼女をたしなめる。

「もう文美ちゃん。いつまでぶつくさ言っていますの。これは京くんのためなんですから、文美ちゃんも協力してくださいまし」

　まぁ、なんだかんだで事件を解決してしまう幸運を持ったヤツだからな、京太郎は。文美の心配もわからなくもない。

　――だけど、心配しすぎじゃね？

　オレたちが手に入れられる程度の情報で、現実に起こっている事件が簡単に解決できるとは思えない。

　それより目下心配なのは、この太陽の発する熱ねつ射しや光こう線せんである。九月になっても、まだまだ暑さが続くようだ。本当に、嬉うれしくない。

「暑いですよね……」

　背の高いオレの作り出す陰かげに身を潜らせている二ふた重えちゃんが、疲ひ労ろう困こん憊ぱいで愚ぐ痴ちを洩らす。オレはキミよりもっと暑いんだけどな。

　ともあれ、オレたちが向かっているのは街の図書館。

　そこに行けば、過去から今日までの新聞ぐらいは保存してあるハズ。それに必要ならコピーも取らせてくれるという、今のオレたちにとってはとてもありがたい存在である。

「暑いわ、シュウ。お肌にシミができたら、あなたのせいだから」

　結った三つ編みをいじりながら文句を垂らす文美。しかも、なぜかオレが悪いらしい。

「そんなこと太陽に言ってくれよ。責せき任にん転てん嫁かも甚はなはだしいわっ！」

　額ひたいから流れ出る汗をハンカチで拭ぬぐいながら言い返す。無茶苦茶だよ、お前。

　そうこうしている内に、古い建けん造ぞう物ぶつが見えてくる。あの赤あか煉れん瓦がを積み重ねたような建物が市立図書館だ。

「みんな、図書館だぞ。きっと冷房でキンキンだぞ」

　オレはそう口にして、みんなのやる気を引っ張り上げる。

「「おー」」

　その声に応えたのは、二重ちゃんと乃恵瑠。文美のヤツは声を出す気力もないらしく、肩で息をしていた。

「文美……。もう少しだからがんばれよ」

　心配になって彼女に声をかけると、文美は軽く手を上げて薄く笑った。この分なら、図書館に入れば復活しそうだな。

　安心しながら自動ドアを抜ける。

　と、中から涼すずやかな風が流れ出てオレたちを包み込む。

「お、涼し……い？」

　と、思ったのは最初だけ。

「なんか」「暑いですわね……」

　二重ちゃんと乃恵瑠がそれぞれ顔を見あわせたということは、やはり気のせいではないようだ。

　確かに涼しいさ。外の気温と比べたら、な。

　こんなところにも節電の余よ波はがやってきているのか。ぐ……、エコの精神はとてもすばらしいことなので、文句は言えない。

　となると、文美のヤツは大丈夫か？　そう思って彼女の姿を探す。そうしたら、入り口付近のソファーでぐでーっとダウンしていた。今日は三つ編みなので、テレビから這はい出るアレに見えないのが幸いだ。入り口にそんなのがいたら迷惑きわまりない。

「文美ちゃんここにいるから、あとはあなたたちに任せるわ」

　手をヒラヒラ振って、お得意の丸投げ。本当にダメそうなのでそっとしておくか。

「復活したら来いよ」と声をかけ、二階の奥にある新聞コーナーに足を向ける。

「兄さんが飛びつきそうで面白そうな事件があると思いますか、シュウさん？」

　階段を上る道中に二重ちゃんに訊ねられるが、さてどうだろうな。

　オレは基本的に新聞を読まないから、地方の事件に疎うといところがある。全国ニュースで大々的に報ほう道どうされるような事件はわかるのだが。

「そういえば、最近近所で空き巣が多いってオレのおふくろが言ってたぞ」

　ふと昨日の夜、そんなことをぼやいていた母の話を思い出した。確か、犯人はまだ摑つかまっていないはずだ。悪いヤツがいるもんだぜ。

「ええ、わたくしも存じています。この前、佐さ々さ木きさんの家に入られたとか……。新聞にも載っていましたわ」

　乃恵瑠が顎に人差し指を当てて、言葉を発する。ちなみに佐々木さんって、ウチの近所の佐々木さんか？　だいたい佐々木って苗字は多いから、どこの佐々木さんか把は握あくしにくい。クラスにも三人いるし。

　しかし、空き巣事件か……。京太郎を担かつぎ出すにはちょうどいい事件かもな。よし、オレはこの空き巣事件の記事をざっと探してみるとするか。

　心の中で方ほう針しんを決め、二人に訊ねる。

「お前ら、なんか方向性が決まってるのか？」

　そうしたら、その言葉を待ってましたと言わんばかりに、顔と巻き毛ドリルを輝かせた乃恵瑠が口を開く。

「ええ、もちろんですわよ、修司くん。わたくしが望む事件は長年解決されていない大きな事件ですわ！　ああ、誰にも解かれていない未解決事件。それを解決に導くなんて探偵として憧あこがれのシチュエーション……。うっとり」

　恍こう惚こつとなる金髪ハーフ。女性としての色気が垣かい間ま見え、少し見とれて……。少しだけだからな。本当だぞ、二重ちゃん。

　ジト目で睨にらむ少女に心の中で弁べん解かいして、彼女にも問いを投げる。

「ふ、二重ちゃんは、どうなんだ？」

「私が目指すのは、面白事件です！　犯罪とは無関係のバカバカしいヤツがいいです。例えば、ネッシーみたいなのが理想ですね」

　胸元に両りよう拳こぶしを持ってきて力説する姿が、可か愛わいらしい。

　しかし、そんな事件も面白そうだよな。事件＝犯罪としか思いつかなかったことを反省する。

　ＵＭＡの正体を探れ！　みたいな方が、夢があるかもしれない。まぁ、実際は正体を探る時点で、夢を壊しに行くようなもんだけどな。

　新聞コーナーに到着したオレたちは、円形の机一つを独どく占せんして作業を始めた。

　オレはここ二週間ほどの地方紙をまとめて持ってきて、気になっていた『空き巣事件の記事』を探してみる。

　へぇ、本当に頻ひん繁ぱんに起こってるんだな、空き巣って。ちなみに記事の内容は、どこの家で何がなくなったとかそんなことばかりで、犯人像とか目撃者の描写がねぇ。

　そうやって読み進めていくと、少し気になる記事が目に入る。

「夏休みの後半に起こった海岸での男女の心しん中じゆう未み遂すい事じ件けんか……。まぁ、未遂ですんで良かったな……っと？」

　新聞に影が落ちたので何事かと見上げると、乃恵瑠がオレの手元の新聞を真剣に覗のぞき込んでいて、思いがけず彼女の端たん整せいな顔立ちを至近距離で凝ぎよう視しすることになる。眉まゆ毛げやまつげも金色なんだな……。

　そんなことを考えていると、

「この場所、わたくしの別荘の近くにある灯とう台だいですわ！」

　乃恵瑠のヤツがオレの手から、いきなりそれを引ったくりやがった、オイ。

「オレが読んでるんだが……」

　何もなくなった手をわななかせ、呆あきれ顔で金髪ドリルを見やる。しかし、オレの表情にまったく気がつかず、興奮しながら新聞の一記事をぺしぺしと叩たたく。

　このまま無視してやろうかとも思ったが、新聞を返してもらわないことにはオレの仕事が進まないので、仕方なく話を聞いてやることにする。

「ほら修しゆう司じくん、見てください。この海岸というのが、夏休みに行ったわたくしの別荘の近くにある場所ですわ」

「そうか……。それはよかったな」

　オレの答えが不満なのだろう。「何その反応？」みたいな言い方をしてプイッとそっぽを向き、自分の作業に戻っていった。そうやって自分の仕事をしてください。

　取り返した新聞に目を落として考える。事件として新聞に掲けい載さいされるってことは、本当はよくない。だが、この記事は何か引っかかる。

　灯台……、灯台ねぇ……。重要なことに思えてならないのだが思い出せないのなら、実は重要なことではないのかもしれない。

　灯台、心中未遂の話を心の隅すみに追いやって、空き巣事件の記事を読み進める。

「ん？」

　すると、気になることが書いてあった。

　簡単に要約すると、このような感じになる。

『二年前にも空き巣事件が多発していた時期があり、犯人は捕まっていない。今回の事件も同一犯による犯行ではないかと、警察は捜査を進めている』

　二年前っていうと、ちょうど二重ちゃんが髪をゴールドカラーにしていたころだ。いや、もっと掘り下げると、京太郎の両親である明智京けい吾ごさんと一かず恵えさんがいなくなった時期に符ふ合ごうする。

　――なんて、な。ただのこじつけだ。どう考えても、空き巣と京太郎と二重ちゃんの両親が結びつくはずがないもんな。

　明智父＝空き巣かも、なんて失礼なことを思いついてしまい、心の中で彼らに謝罪の言葉を贈おくる。すみません、明智のおじさん。スゲー悪かったです。

　その時、横から腕を引っ張られ、驚いてビクッと肩が跳ねた。

「シュウさん。この記事面白くないですか？」

　明智家の娘さんだった。大丈夫だよな。オレの心の中、読まれていないよな。平へい静せいを保ちながら、言葉を発する。

「な、何かな？」（やべ、嚙かんだ）

「ちょっと失礼なこと考えていませんでしたか？　挙きよ動どうが変ですけど」

　……鋭い。女性というものは、総じて鋭えい敏びんな感覚を持つらしい。それでも、さすがに何を考えていたかまではわからない……よな。

　彼女は、「まあいいですけど」と打ち切ってくれたので、助かった。

「これなんです。この記事を見てください」

　彼女の指さした見出しに目を向ける。

　そこには、

『福泉川にカッパ出現？』

　というなんとも噓うそくさい文字が躍おどっていた。

「絶対、ウケます。コレは兄さんにも喜んで貰もらえそうなバカバカしいネタです！」

　本当かどうかはさておき、確かに二重ちゃんの目指した面白事件である。

「よし、二重ちゃん。あっちでコピーとれるから、とってきなよ」

　なので、躊ちゆう躇ちよせずにＧＯサインを出した。オレが使おうと思っている空き巣事件とバランスがとれて、ちょうどいいだろう。窃せつ盗とう事件とおバカ事件というようにバラエティに富とんだ事件が集まった方が、京太郎のヤツも喜んでくれるよな、きっと。

「あら、二重ちゃん。なかなかいい事件を見つけたじゃない。これなら京ちゃんも満足してくれるわ」

　そこに、ゆっくりとした足取りで文美が姿を現した。

「お前大丈夫か？　ゾンビみたいになってるぞ」

　ゆらゆらと幽ゆう鬼きのように不気味な少女が心配になって、おそるおそる声をかけてみる。

「ダメに決まってるじゃない！　暑いのも寒いのも無理なの。夏と冬が死ねばいいのに」

　カッと目を見開いて、呪のろいの言葉を吐き出す文美。弱っていても無茶苦茶すぎる性格は健けん在ざいだったので、少しは安心する。なんとか大丈夫そうだ。

「文美さんも、そう思います？　じゃあ、私はコレに決定します。コピーとってこよ」

　文美のお墨すみ付つきも出たので自分の選択に自信を持った二重ちゃんは、いそいそとコピー機に向かう。

　その姿を見送っていると、グキリと急激に視く界びを捻ひねられた。超痛い。

「何するんだ、お前は！　オレの首が元に戻らなくなったら、どうするんだっ？」

　静せい寂じやくな図書館であることを忘れ、その権ごん化げに吼ほえかかる。つーか、下手すりゃ死ぬぞ。

「修司くん！　これ、これなんてどうですの？」

　しかし、当の本人は反省の色など微み塵じんも見せず、古い新聞紙をオレの目の前に突き出すことだけ考えているようだった。

　あー、落ち着こう。あまり強く言いすぎると泣いてしまうヤツだからな、このお嬢じよう様さまは。オレが大人にならないと……。

「やっぱりシュウは、引いん率そつの先生みたいよね」

　オレの心を見み透すかした文美が、口元に笑えみを浮かべて呟いた。……うるせーよ。

「ほら、修司くん。見てくださいな」

　嬉しそうにオレの目の前で新聞紙をヒラヒラさせる。

　この姿、どこかで見たな。ああ、わかった。動物番組に出てくる犬だ。自分の芸がうまくいって褒ほめてもらうのを待つ犬。

　まぁ、そんなことを口にしようものなら、なんらかの報ほう復ふくが待っているんだがな。

　それはおいておき、どれどれっと。乃恵瑠の突きだした新聞に視線を向ける。

　ザッと見回してみるが事件だらけの一面で金髪ドリルの言う事件とやらがわからない。つーかこの新聞、十年前のやつじゃねーか。

　でも、ちゃんと保存してたんだろうな。ほとんど色あせてもいない。

　しかし、十年前というと、オレたちがまだ小学校低学年の時ぐらいか。京太郎がまだ探偵かぶれになっていなくて、文美がいて、ケンちゃんがいて、みさちーがいて、乃恵瑠（クロ）がいて……。と、思い出に浸ひたっている場合じゃなかった。

　このまま新聞を眺めていても時間が過ぎていくだけなので、本人に訊くことにする。

「それで、どの記事だ？」

　すると、金髪お嬢様は笑みをさらに深くして、一つの記事の見出しを指さす。

「わたくしは、この未解決の強盗事件を追ってみようと思うのですわ」




『老ろう夫ふう婦ふの家に強ごう盗とう』

　綾あや辺べ伊い助すけさんの家に二人組の人物が侵入。妻のつつじさん共に縄なわのような物で縛って動けなくし、現金＊＊万円を奪って逃走。犯人は顔を目出し帽のようなもので隠していたらしく、性別は不明。警察は強盗事件として犯人の行方を追っている。




「へぇ、近場でこんなことがあったのか。全然憶おぼえてないな……。でもな、乃恵瑠。これ十年前の新聞だぞ。さすがにもう解決されてんじゃねーの？」

　事件記事を読み終えたオレは、疑問を投げかける。だって、時間が経ちすぎだろ。

「おほほほ、そう思いますでしょ？　こちらの新聞をご覧になってくださいな」

　そう言いながら、これまた古そうな新聞を突き出してくるドリル娘。

　今度の新聞は三年前のものだ。




『未いまだ捕まらない犯人の謎なぞ。七年前の強盗事件』




　そんな見出しがついた記事が、新聞の隅の方に掲載されていた。

「三年前……か。風化させないように、定期的に記事にしているのかもな。でも、三年前だ。今なら解決しているかもしれないぞ」

　すると、今度は携帯電話ケータイを突き出してくる。

「ネットで調べましてよ。今現在でも解決されていないそうですわよ。しかも、強盗事件の時効は十年。もうすぐだそうで、警察も躍やつ起きになっているみたいですわ」

　見れば、犯人を予想するスレッドみたいなページが表示されていた。

「ちょっと乃恵瑠ちゃん。強盗犯を捜すつもりなの？　危険よ」

　オレたちの会話を聞いていた文美が、胸の前で腕をクロスさせて×印をつくる。うん、オレも同意見だ。

「さすがに強盗犯を追うのは高校生には無理だ。――が、もし万が一ということもあり得る。だから諦あきらめろ」

　乃恵瑠の事件にダメだしをするが、

「なんで二重さんのはよくて、わたくしのはダメなんですの。修司くんのバカぁ！」

　形のいい眉をひそめ、唇をとがらせ、なんともいえない表情を浮かべて駄だ々だをこねるというか、勝手にコピーをとりに行きやがった。

「なんだかんだで、自分の意見を結局曲げないんだからな、アイツ……」

「そうね……」

　まだ気分が悪いのか、青い顔をしている文美と一緒に溜ため息いきを吐ついたのだった。

「それで、シュウはどんな事件を取り扱うつもりなのかしら？」

　二重ちゃん、乃恵瑠の記事を知って、オレの分も気になっていたんだろう。文美が机の上に広げてある新聞を覗き込んでくる。

「ああ、オレは最近起こっている空き巣事件を取り上げてみようと思ってさ」

　乃恵瑠の時と同じで、心配してくれたんだろうか。すごい剣けん幕まくで言葉を発する三つ編み少女。

「シュウも人のことを言えないじゃない。空き巣だって危険よ。これまでたまたま空き巣ですんでいただけかもしれないじゃないの。もし出会ってしまった時、相手が刃物を持っていたりしたら遅いのよ。悪いことは言わない。やめなさい。きっと後こう悔かいするわよ」

　珍しいこともあるもんだ。文美がオレに対して、ここまで気にかけてくれるなんてな。

　現実的に考えれば、あの男を『探偵』役に戻すためのエサといえば言い方が悪いが、京太郎を引っ張り込むつもりだから、文美のヤツはオレではなく京太郎の身を案じているんだろうと推すい測そくする。

　――なら、忠ちゆう告こくぐらい聞いてやるかって気になる。

「わかったわかった。とりあえず、オレはここら辺で保留にしておく。二重ちゃんと乃恵瑠の記事に京太郎が飛びつかなかった時に、また考えるってところで落としどころにしておこうぜ」

　ぶっちゃけここまで嫌がってるんだったら別の事件を探してもいいのだが、少しこの空き巣事件の調査をしてみたいなんて思ってしまったわけで。すぐにやめてしまうのはもったいないかなと。

「ええ、それでいいわ」

　文美も納得はしてないけど、了りよう承しようはしてくれた。

　家に帰ったらネットで調べるのもありかと考えて、新聞を掻かき集めて元の場所に戻す。

　全部片づけ終えたところで、コピーをとりに行った二人が帰ってきた。

「それじゃあ、帰るか」

　オレはカバンを摑み、立ち上がる。

　すると、みんなも倣ならってそれぞれカバンを手に取る。なんかまだ本調子じゃない文美のカバンは、オレが持ってやる。まぁ、帰り道同じだし、ついでっつーことで。

「シュウ、ありがとう」

　やっぱり珍しい。コイツがオレに向かって素直に礼を言うなんてさ。

　天てん変ぺん地ち異いの前まえ触ぶれか？　と失礼にも首を捻ってしまった。

　――さて、明日は日曜日。

　今日調べた事件を持って、京太郎の部屋に押しかける。

　オレたちは図書館の前でそんな約束をして、解散した。

　まぁ、解散したのは名残なごり惜おしそうな表情を浮かべて「不公平ですわ」と愚痴っている乃恵瑠だけなんだけどな。オレらは、家が近所だし。




　　　　◇




　天気のいい日曜日。京太郎に調べてきた事件を渡してやる気を出させる――決戦の日。

　時じ刻こくは十六時を回った辺り。

　オレの家のリビングに集まった仲間たちを見やる。

　二重ちゃん、文美、乃恵瑠。

　準備は万ばん端たんのようで、それぞれが気合いの入った表情を浮かべていた。若じやつ干かん一名ほど、具合のおかしいヤツがいたが。

「文美、お前は休んでいてもいいんだぞ。昨日から体調が悪そうだったしな」

　この冷れい房ぼうの効いた快かい適てきなリビングで待っていてもらった方がオレとしては安心なのだが、当の本人は青い顔のまま首を横に振る。

「大丈夫よ、シュウ。わたしも京ちゃんにはいつも通りになって欲しいもの。できるだけ近くに行きたいの。そうすれば少しぐらい説得に力を貸せるじゃない」

　幼いころから京太郎にべったりだった文美には、色々と思うところがあるのだろう。オレは彼女の想いを汲くんでやることにする。

「気分が悪くなったら言えよ」

「ええ、わかったわ」

　返事をする文美だが、注意は怠おこたらないでおこうと思う。なんだかんだで心配だ。

　家を出たオレたちは道路を越え、チャイムを押すことなく明智邸ていに上がり込む。

「二重ちゃん、京太郎は？」

　ターゲットの居場所を訊ねると、彼女は指を天井に向けて口を開いた。

「兄さんはいつもの通り、自室です。学校のない日はまるで引きこもりですね。――でも、鍵はかかってないと思います」

　なら、みんなで一気に部屋に雪崩なだれ込んで捲まくし立てるのが得策だ。

　ヤツは弁が立つ。だから、京太郎に発言する機会を与えずに、部屋から引っ張り出せばいい。

　オレは方針を伝えると、みんなを引き連れてそろりそろりと階段を上り、廊ろう下かを進む。

　やがて、問題の部屋の前に到着。「行くぞ」と小さく声をかけ、全員が頷うなずくのを確認してからドアノブを捻ってドアを開け放つ。

　机に座っていたヤツが何事かと振り向いて、目を丸くする。

　オレは気にせず、京太郎に迫りながら口火を切る。




「オイ、京太郎！　助けてくれ、お前の力が必要なんだよ！」




　あくまで大げさに困った風に、焦あせりを含ませながら言葉を連ねる。

「そうなのよ、京ちゃん！　京ちゃんしか頼れないのよ！」

　さすがは文美。うまいタイミングで合いの手を挟はさんでくる。あとは、二重ちゃんが事件の概がい要ようを説明しながら、新聞のコピーを京太郎に手渡す。そして、コイツの腕を摑んで引っ張り出せば作戦完了だ。……完了だったのだが。

「えーとですね兄さんすごく困ってるんですよこれなんですけど福ふく泉いずみ川がわにカッパが出るそうなんでそれを調べなくちゃならなくて」

　――はい、終了ぉぉぉぉおおおおお。

　オレたちの頭の中でカンカンカンと鐘かねが鳴り響く。同じ妹でも乃恵瑠の妹の紫し織おりさんとはほど遠い演技力だった。なぜだ、緊張してしまったのか？

　頭を抱かかえた乃恵瑠が、二重ちゃんに向かって怒りの言葉をぶつける。

「このおチビ！　肝かん心じんなところでものすごく棒ぼう読よみゼリフじゃないですか！　これじゃあ、京くんを担かつぎ出そうとしていることがバレバレですわよ！」

「お前も全部バラしてるんじゃねえかよ！」

　一本になっているドリルをグイッと引っ張ってやると、その髪はバネみたいにびよんっと元に戻った。場の雰囲気にそぐわないそれが、ちょっと面白かった。

「何するんですか、修司くん。女性の髪を気安く触らないでくださいまし！　触りたかったら事前に言ってくれないと、わたくしにも心の準備というものがありますの！」

　すごい剣幕で怒られた。――たのか？　つーか、言えば自由に引っ張ってもいいの、そのバネドリル？

　そんなオレたちのやりとりを、手をパンパンと二回叩いて鎮めようとする文美。

「ちょっとみんな、落ち着いて。京ちゃんが呆あきれているわよ」

　おっと、そうだった。

　あの一瞬で、自分たちがここに来た目的を忘れてしまっていた。恐るべし、ツッコミ体質。

「キミたちは、何をしにきたんだい？　漫まん才ざいでもしにきたのかい？　はっはっはっはっは、充分楽しませてもらったよ」

　濁にごった瞳の色をした京太郎は、乾かわいた笑いを吐き出してパタリと机に突っ伏す。

「ちょっと兄さん。いい加減、そのウジウジした状態をなんとかしてください！　何があったか教えてくれないのでわかりませんけど、みんなずっと心配しているんです！」

　兄の態度の悪さについに堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたのか、二重ちゃんが怒鳴り散らす。しかし、ヤツはみじろぎ一つせず突っ伏したままの状態を保つ。

　数十秒ほどの沈ちん黙もくが流れたのち、

「みんなにはすまないと思っているよ」

　ようやく身体からだを起こした京太郎が、謝しや罪ざいを口にした。

「だったら、私がこんな事件を見つけてきましたから、これでも議論していつもの兄さんに戻ってくださいよ」

　兄の手に、コピー用紙をねじ込ませる。福泉川で目撃されるカッパの事件。みんなでワイワイ意見を言いあうにはうってつけのチョイスのはずだ。

　しかし京太郎は、首を振って言葉を落とす。

「――ダメなんだ。今のぼくには、『探偵』というものにあまり執しゆう着ちやくがない。だから、これはキミたちで解決してくれ」

　彼の妹が選んだとっておきの事件は、静かに二重ちゃんに返された。

「兄さん」

　その手の中にある少しクシャッたコピー用紙を見つめ、哀かなしそうに呟く少女。それを見たオレは、思わず京太郎の襟えり首くびを摑んで引き寄せる。

「テメェ、いい加減にしろよ！　二重ちゃんがどんな気持ちでそのカッパ事件を見つけてきたと思ってるんだ。いつも通りの兄に戻って欲しいという想いが、なんで伝わらない？　文美だって乃恵瑠だってそうだ。お前に元に戻って欲しくて、ずっと協力してくれているんだ。

　いいか、もう二週間。二週間も経つんだぞ！　何を悩んでいるのかわからないし、知らないけどな。だからといって、オレたちを心配させ続けていいワケないだろーが！」

　そのままヤツの両肩に手を置き、グッと押さえ込んで、

「オレたち、仲間だろ？　なぁ、リーダー」

　――懇こん願がんする。

　コイツには元のバカ野郎に戻って欲しい。オレだって、今の腑ふ抜ぬけたコイツを見るのは辛つらいのだ。

　頼むよ、京太郎。悩んでいるのなら、相談してくれよ。オレが、……オレたちが力になるから。

「ぼくは……」

　そんな思いが届いたのか、一瞬京太郎の目に光が戻った。

　しかし、ストンと椅い子すに座り直すとオレたちに背を向ける。

「ゴメンよ。ぼくだって今のままじゃダメだと思っているんだ。……でも、頭の中がぐっちゃぐちゃでうまく思考が回らない。もう少し考えさせてくれないか」

　オレはみんなと視線を交わして、頷く。ほんのちょっとだけど前進した気がする。

　これ以上追つい及きゅうしてもこじれるだけだと判断し、今日のところは引き上げることにする。じっくりやるわけには、もちろんいかない。文集制作という部活動があるからだ。

　できるだけ早く、元の『迷めい探偵』明智京太郎に返り咲いてもらわなければならないわけだが、今の京太郎の状態では無理強いもできないだろう。

　ならオレたちはコイツが復活した時のために、できるだけ文集制作を進めておくか。絶対還かえってくることを信じて。

「わかった。じゃあ、また明日学校で」

　それだけを告げて、明智家を去るオレたち。

　外に出ると、綺き麗れいな夕日が世界をオレンジ色に包んでいた。

「失敗では、ないと思いたいな……」

　その夕日を見上げながら、呟く。

「大丈夫よ、シュウ。わたしたちの想いはちゃんと京ちゃんに伝わっているわ。あとは、京ちゃんが一人で悩んでいることを乗り越えてくれるだけ……」

　オレの呟きにそう返した文美は、手を軽く振りながら自分の家に消えていった。

　それを見送ったあと、

「これ、どうしましょうか？」

　コピー用紙を見つめながら二重ちゃんが言葉を洩らす。

「京太郎が復活した時に、みんなで捜索に乗り出せばいいさ」

「……ですね」

　彼女はコピー用紙を四つ折りにし、大切にスカートのポケットにしまう。それを見ながらもう一つの事件を思い出し、その記事のコピーを持つ少女に声をかける。

「乃恵瑠のも結局使わなかったな」

　すると、そのお嬢様は「おほほほ」と笑いながら、衝しよう撃げきの言葉を発した。

「わたくしはこの事件の情報を無む駄だにする気はないですわよ！　なぜなら、わたくしはこの事件を調べて文集のネタにするつもりだからですわ！　えっへん」

　さも偉えらそうに大きな胸を張る。転んでもただでは起きないとはこのことなのだろうか？　いや、ちょっと違うか。

「京くんは復活して、ミステリー小説を書き上げるでしょう。なら、わたくしはそれに負けないようなものを用意しなければ、彼のライバルとは言えませんもの。

　だから、わたくしは京くんの小説と同等……。いえ、それ以上のものをつくって見せますわ！」

　まるで誓ちかいを立てるかのように、夕日をビシッと指さす乃恵瑠。うーむ、青春してるなぁ。

　しかし、コイツの調べている事件というのが、十年前に起こった未解決の強盗事件なのだ。犯人はまだ捕まっていないし、被ひ害がい者しやもおられる。

「オレとしては、別の小さな事件とかにして欲しいんだが」

　まぁ、十年も昔の事件なので、残念だが犯人を見つけられるとは思いがたいが、何かの拍ひよう子しで犯人に辿たどり着いてしまう可能性もゼロではない。なんせ、コイツも一応『探偵』役なのだから。しかも、意外と頭が切れる方の。

　つまり、なんだ。コイツのことが危険で心配なのだ、オレは――。

「明日から一週間ほど調べてから、文集に取りかかりますわ」

　そう言ってオレの家に停めてあったママチャリに跨またがると、「では、わたくしもこれで」と去っていった。お嬢様のくせにママチャリとか、つくづく庶しよ民みん派はなヤツだ。

　残されたのは、オレと……乃恵瑠の言葉に触しよく発はつされた二重ちゃん。

　ポケットから先ほどのカッパ事件のコピーを取り出して広げた。イヤな予感が頭を過よぎる。

「シュウさん！　私、気になります！　カッパ事件の真しん相そうが」

　瞳ひとみをキラキラと輝かせて言い放つ。そうきたか、二重ちゃん……。

「いいか、文集のタイトルは『氷菓子』にしないし、キミの名前も『Ｌ』ではない！」

　彼女にツッコミを返すと、意外とスッとした。あ、そうか。最近京太郎がボケてくれないから、不満が溜たまっていたのかもしれん。

「そのネタは置いておいて。あのドリルセンパイが捜査に乗り出したのに、私が何もしないなんてありえません。だから、シュウさん！　今からこのカッパ事件の真相解かい明めいに乗り出しましょう！」

　なん、だと……。今から、だと……？

「さぁ、ＧＯですよ！」

　やる気に満ちあふれた二重ちゃんがオレの腕に絡からみつく。答える間もなくというか、ＮＯといえる雰囲気ではなくなり、彼女に腕を引かれるしかないのだった。




　オレンジに染まる道を二重ちゃんと二人で歩く。

「それでシュウさん。カッパってなんだと思います？」

　オレの腕を引っ張りながら振り向き、そんなことを訊ねてくる二重ちゃん。ほんのり頰ほおが赤く見えるのはきっと夕日のせいか、カッパのことで興奮しているからだろう。

　――このはしゃぎようを見るに、オレと腕を組んでるから赤くなっているワケじゃないよな。うん、勘かん違ちがいはしないぞ。

　さて、彼女からの質問だが。うーむ……、カッパねぇ。

「さすがに、カッパがいるとは思えない。別の何かを見間違えたってことじゃないか？」

「まぁ、そうなんでしょうけど。その答え、面白くないです」

　オレの回答が不満なのか、彼女は視線を逸そらしながら口元に意地の悪そうな微び笑しようを浮かべやがった。

「だったら、二重ちゃんはどうなんだ？　そう言うんだから、さぞかし夢のある答えなんだろうな？」

　そう訊ね返す。もし普通の答えだったら、チョップでツッコもうと準備しておく。

　彼女は笑みを絶やさないまま、口を開いた。

「いいですか、シュウさん。カッパというのは、甲こう羅らを背負って頭に皿のある二足歩行のＵＭＡ、妖よう怪かいです。その姿を想像してみてください。特に甲羅があって二本の足で立つというところに注目です。つまり、亀です。そして、二足歩行の爬は虫ちゆう類るい。すると、答えが見えてくるでしょう。そうです、カッパは太たい古この昔に絶ぜつ滅めつしたと考えられている恐竜が進化し、現代まで生き延びた姿なのです」

　ものすごいテンションで力説しているが、ハッキリ言おう。

「……意ワ味ケが、わからんぞ」

　面白い答えっちゃ答えなんだろうが、カッパ＝恐竜というのは暴ぼう論ろんにもほどがある。だから、オレはさらにもっともらしい説を口にする。

「髪の毛の薄くなったおじさんが、川で夜よ釣づりをしていたのを誰かが見間違えたとかの方がよっぽどありそうな答えじゃね？　背負った荷物が甲羅に見えたとか」

「本当にシュウさんは、夢がありませんね」

　そんなこんなでぷくっとふくれっ面の二重ちゃんと共に、福泉川の土ど手てに辿りついたのだった。

　空はオレンジ色からアカネ色に変わりつつある。

　オレは、その土手に腰を下ろす。――隣には二重ちゃん。

　こんなシチュエーション、前にもあったな。

　自じ暴ぼう自じ棄きになってグレていた二重ちゃんを、この川辺で説得したことを思い出す。そうだな、あれから二年経った。

　そんな彼女を横目で見ると、自然に口元に笑みが浮かぶ。まだまだ危なっかしいところもあるけれど、二重ちゃんらしく成長してくれて嬉しい。

「ねぇ、シュウさん。憶えていますか？　二年前、……ここで色々お話ししたこと」

　二重ちゃんがおもむろに口を開いた。彼女もオレと同じことを考えていたようで、その表情はなんとも恥はずかしそうに頰をポリポリと掻かいている。そんな彼女の仕草がとても可愛らしく目に映り、顔を背そむけながら口を開くオレ。

「もちろん憶えてるさ。忘れるわけがないって」

「あの時は、本当にすみませんでした。私もまだまだ子供じみてて、自分を捨てた両親が許せなくて、そんな不幸に酔よってたんだと思います」

　言いたいことはわかる。自分はこんなに可哀想なのに誰も構ってくれないなんて思っているけど、構ったら構ったで煩わずらわしくもある。

　押しても引いてもダメなんだから、あの時の二重ちゃんは大変な困ったちゃんだったのだ。いや、今もたまに困ったちゃんであるケド。

「悲ひ劇げきのヒロイン気どってたよな。やーい、中二病、中二病」

　あんまり重く受け答えしてやるのも可哀想なので、茶化すことにしてみる。

「そーですよ！　ちゅーにびょーで悪いかっ！　なんて、ね」

　頰を膨ふくらませつつも破は顔がんし、オレの隣となりに腰を下ろす彼女。それから、オレの肩にこつんと頭を預けてくる。

「シュウさん」

「なんだい？」

「きっと兄さんには大きな悩みがあるんです。私には言えない悩みが。だから、兄さんの力になってあげてください。――私の時と同じように」

　このアカネ色の空が、彼女を感かん傷しよう的てきな気分にさせたのかもしれない。沈んだ彼女の顔が目に入ると、チクリと胸が痛む。

　二重ちゃんが寂さびしそうにしているのはイヤだ。それを見たくなくて、オレは二年前もがんばったんだ。

　だから、オレは自信を持ってこう答える。

「任せておけ。オレが絶対になんとかしてみせるさ！」

　誰かに言われるまでもなく力になるつもりだったが、当の本人の妹から直じか談だん判ぱんされたとなると気合いの入り方も変わってくるってもんだ。

　ついさっきまでは、京太郎が復活するのを待ってみようかという気持ちだったが、それではダメだ。多少しつこいと思われても、オレはアイツに向かっていかなければならないんだ。

　それがオレのやり方だった。そうだろ、小林修司。

　よし、やるぞ。さっそく家に帰って、『京太郎復活作戦』の案を練ることにしよう。

　気合い十分に頷き、見つめあう。

「二重ちゃん」

「シュウさん」

「はいよ、ちょっとごめんよ」

　そんなオレたちの横を近所の吉よし田だのおじさんが黄色いリュックを背負い、釣り竿とバケツを持って川に向かって下りていった。

　その姿を目に焼きつけたオレは、思わず言葉を洩らす。

「いたな、カッパ」

「ええ……、まさかシュウさんの推理が当たるとは」




　――吉田さんの頭頂部は薄かった。
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　家に帰って机に向かうこと三十分。

　二重ちゃんにああは言ったが、さてどうする？　どうすれば、今の京太郎の興味を惹ひくことができるんだろうか。

　前の京太郎なら、適てき当とうな事件を持ち込むだけですぐ飛びついてきたのになぁ。

　そうやってメモ代わりのルーズリーフを前にしてうんうん唸うなっていると、一階から「修司、電話よ」というおふくろの声が飛んできた。

「へーい」

　返事をして階段を降り、差し出された電話の子機を受け取る。あとは、保留を解除して「もしもし？」電話口に問いかけながら廊下を歩く。

『おひさー、しゅーちん』

　耳じ朶だを叩くのは、京太郎よりも少年っぽい声だった。もしかしたら声変わりがまだなんじゃないだろうかと思ってしまうほどの、耳に馴な染じむ懐なつかしい声だ。

「おお、ケンちゃんか。久しぶりだな。えーと、春休み以来じゃないかっ」

　思いがけない旧友からの電話に驚きを隠せない。

　江え藤とう健けん一いち――通称、ケンちゃん。

　オレたちの幼おさななじみの一人で、背は京太郎よりもうちょっと高いくらい。痩やせ型だけど運動神経はずば抜けて良く、スポーツ万ばん能のうメガネ少年だ。













　小学校から中学まで一緒だったが、サッカー好きでサッカー部に力を入れている遠くの高校に行ってしまったため、大きな休みがある時にしか地元に帰ってこないのだった。

「お前、夏休みに帰ってくるんじゃなかったのか？」

　春休みに会った時にはそう言っていたのに結局帰ってこなかったので、不満をぶつけてみる。

『悪い悪い。夏休み中、毎日部活があってさー。ほら僕ってレギュラーになっただろ？　だから、部活を休めなくて。お盆の時に二日程度帰れただけで、遊びに行けなかったんだよ』

「いや、レギュラーになったことを知らねーんだが」

『あれ？　きょーやんに六月ぐらいにはメールしといたんだけど、聞いてない？』

「聞いてねー」

　京太郎の野郎、そんな大事なことは教えておけっていうんだよ。沸ふつ々ふつとバカに対しての怒りが湧わいてくる。どうせあとで何かの事件イタズラに使えると思って、オレに黙っていたんだろうよ。

　しかし、あの高校のサッカー部レギュラーか。かなり大変だっただろうな。

「でもまぁ、おめでとう、ケンちゃん」

　オレは旧友を称しよう賛さんした。中学のころからサッカー一筋でがんばってたヤツだ。そんな彼の努力が実を結んだのだ。素直に喜ばしい。

『サンキュー。しゅーちんに、そう言って貰えると僕も嬉しいさ。なんせ中学の時、よく放課後の練習につきあってくれたしね』

　そうだったな。キーパーばっかりやらされていたっけな。

　――と、昔話はこれくらいにして、

「それで、どうした？」

　本題に戻ることにする。

『おっと、すまねー。忘れるところだった。さっき、ふーみんからメールがきてたんだけどさ』

　ちなみに、『しゅーちん』がオレ。『きょーやん』が京太郎。『ふーみん』が文美のことだ。真ま面じ目めそうな外見の割りには、どことなくチャラさが見え隠れするそんな少年、江藤健一である。

「文美からメール？」

『ああ、そうなんだ。メールがきてさ。なんか、きょーやんがピンチなんだって？　あんまり詳しいことは書いてなかったけど、しゅーちんに訊けばわかると思ってさ』

　なるほど、文美のヤツ。自分たちだけでは難しいと判断してケンちゃんに応援を要よう請せいしたとみえる。

　なら、話は早い。現状を伝えてみよう。何かいい案を貰えるかもしれない。

　オレはケンちゃんに京太郎の状態を話して聞かせる。

「――というわけで、スゲー困ってる。なぁ、ケンちゃん。どうしたらいいと思う？」

『なるほどね。きょーやんが、脱『探偵』宣言をしたと、ねぇ。僕は近くで見れていないから、どんな状況かわかりかねるけど。今話を聞くあたり、それって結構ヤバくない？　あのきょーやんが『探偵』やめるってさ。あり得ないよね。早めに対たい処しよした方がいいと思う』

　どうやらケンちゃんもオレと同意見のようだ。

『他のヤツはなんて言ってるのさ？　ふーみんと二重ちゃん。それから、ミサミサ……』

　みさちーの名前が出た途端、オレたちは揃そろって沈黙する。

　あの文学少女型野や生せい児じに、こんな問題は些さ細さいなことだろう。

『あっはっは、つばでもつけておけば治るわよ、ばーか。人間って悩んで考えて成長するものよ。大いに悩めよ少年少女』

　とか言うに違いない。

　海うみ宮みや美み咲さき。ケンちゃんとは違う別の県外の高校。いわゆる進学校に行ったアイツの姿が目に浮かぶ。

　暗めの茶髪を両肩口辺りで結った見た目通りの物静かそうな文系少女だが、スペックがおかしいヤツなのだ。勉強できる運動得意の文ぶん武ぶ両りよう道どう……というかものすごく頭のいい野生児という表現の方がピッタリだとオレは思っている。

　なんせ、二重ちゃんにプロレス技を仕込んだのはあの女だからな。なんてことをしてくれたんだ、本当に。

『ゴメン、悪かった』

　いかんともしがたい空気を察したのだろう。ケンちゃんに謝られた。オレもコイツもあの女にトラウマを植えつけられたからなぁ。

　中学生男子思春期の間に色々酷ひどい目に遭あわされた。

　清せい楚そな見た目に反して感情的なヤツで、すぐ暴力で訴える。ブラチラしてもスカートが捲れ上がってもお構いなしの攻撃。哀しい男のサガか思わず凝視してしまい、避けられないのだ。絶対狙ってやっていただろうな、あれは。

　おっと、話が逸れた。今いないヤツのことは置いておこう。

「しかし、どうしたものやら」

　すると、彼は『うーん』と唸うなったあと、一つの意見をくれた。

『部活ってやっぱりいいもんだよ。文芸部もちゃんと文集をつくった方が絶対いい。せっかくの文化祭じゃん。それを前面に押し出して攻めてみればどうかな？』

　だが、それはもうやっている。

　そのことを伝えると、ケンちゃんはキランとメガネを光らせたかどうかは電話越しなのでわからないが、そんな感じに言葉を発した。

『そうじゃないんだよ、しゅーちん。もっと捻ってみた方が、きょーやん好みじゃん』

　彼の言おうとしていることは正しい。確かに、ひねくれ者の京太郎にはストレートな事件は似合わない。

　だが、オレにはそんな事件イベントは思いつかない。

　無言で悩んでいると、ケンちゃんが案を出してくれる。

『なら、しゅーちん。こんなのはどうだい？』

　耳を傾けてみると、

　――なるほどな、面白そうだ。

　いい具合に捻くれているし、京太郎が文集制作を再開させるきっかけにもなるかもしれない。

　オレは、ケンちゃんにお礼を言い、メアドを交換して電話を切る。

　……さて、と。

　ケンちゃんの案を元に京太郎好みの事件イベントの計画を練り直そう。

　文集入稿までの時間は、もうほとんど残されていないのだから。
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「おーい、文美。ちょっといいか？」

　週が明けて月曜日、昼休みのことだ。

　教室の片隅の机に女子だけで集まり、弁当を広げているところに顔を出す。

　なぜか、どよめく女生徒たち。

　オレは文美に用事があるだけなんだが、この反応はなんなんだ。

　クラスメイト女子の突き刺さる視線の嵐あらしにショックを受けつつ、目的の人物を手招きで呼ぶ。

　すると気け怠だるそうに席を立つ、文美。

「なぁにシュウ？　ああ、わかった。購買で何か買おうと思ったのに財さい布ふを忘れたのね。さすが、シュウだわ。いつもいつも滑こつ稽けいよね。ドジッ子ここに極まれりといった感じかしら。はい、十円」

　口元を歪ゆがませながら箸はしでオレを指すと、ポケットから銅色の硬こう貨かを取り出してよこす。やめろ、行ぎよう儀ぎが悪い。そして、十円じゃあ何も買えねぇから。あと、オレをドジッ子扱いするな。その称しよう号ごうは、そこでクリームパンを頰張って口周りをベタベタにしている金髪お嬢様に譲ゆずる。

　そんなオレの視線に気がついたのか、そのお嬢様は赤くなりながらポケットティッシュで口元を拭い、コンパクトミラーで自分の顔を確認しだした。

「えーと……、イチャつくのをわたしに見せたいわけ？　このリア充めっ」

「どこをどう見たら、イチャついているように見えるんだ……」

　オレはゲンナリしながら肩を落として見せるが、文美のヤツは「はぁ……」と溜息を吐き、「何を言っているのかしら、シュウは。ねぇ、みんな？」と、うしろのクラスメイト女子に同意を求めた。

　一斉にコクコクと首を縦に振るクラスメイトたち。なぜか、コイツらにはオレがリア充に見えるらしい。

　京太郎に振り回されて、文美に振り回されて、二重ちゃんに振り回されて、乃恵瑠に振り回される日々のどこにリア充の要素があるというのだろうか。ハッキリ言って疲れるだけだ。

「本当にシュウは滑稽よね」

「うるせぇ」

　何もかも見透かしたような文美の視線から逃れるように頭をわしゃわしゃと掻き、本題の方に移ることにする。

「ちょっとお前に訊きたいことがあるんだが……」

　そう切り出すと、ドリルさんの顔が視界に入った。なんだよ、乃恵瑠。なんでお前は唇を尖とがらせて不満そうな表情を貼はりつけているんだ？

　今回は、お前に用はないんだよと目で訴えると、プイッと可愛らしく顔を背けた。

「オイ、リアシュウ。文美ちゃんは、お昼ご飯食べたいんだけど！」

　にこやかに青筋を立てている黒髪少女。な、なんだ、オレはお前を怒らせるようなことをしたのか？　それから、そのリアシュウってなんだよ。

　いや、ここでそんな問答をしても時間がかかるだけだと思い直し、用件を伝える。

「お前、色々友達多いじゃん。そのワケのわからない性格に似合わず、さ」

「ん、ま！　失礼ね、シュウ。文美ちゃん超傷ついたわ！　これは法外な賠ばい償しようを請せい求きゆうするしかないわ！」

　おっと、一言多かったか。お前がそんなこと口にすると本気っぽいからやめてくださいと、なんとか平謝りをして続きを話す。

「このクラスで、演えん劇げき部ぶに入っているヤツっていないか？」

「演劇部を探しているの？　なんのつもりで？」

　まぁ、理由を訊かれるよなぁ。だけど、オレは両手をあわせて頭を下げる。すまん、それはまだ言えないんだ。だから、ただオレは頭を下げ続けるだけ。

　すると、そんなオレの想いが伝わったのか、文美はイヤそうながらも一人の女生徒を紹介してくれた。

「――委員長。ちょっとゴメン、きて欲しいの」

　うしろに寄せた席の一つに着いていたメガネの女生徒がオドオドしながら、立ち上がる。このクラスのクラス委員である田た中なかさんだ。

「な、何かな、文美ちゃん？」

　オレを目の前にし、小動物みたいにオドオドしている委員長。そんなに怖がらなくてもいいんだが。別にとって喰くおうってワケじゃないんだが。

　でも、これが現実か……と、このクラスで自分の置かれている状況を思い知らされ、独ひとり自分の席に座って外をボーッと眺めているバカ野郎を睨みつける。

　これも京太郎のヤツのせいだ。学校内で起こった事件をことあるごとにオレを犯人だと糾きゆう弾だんしやがったので、小林修司＝問題児と認定されてしまったのだ。

　そして、今現在その誤解を解く目め処どは立っていない。チクショウ。

　いや、それは今更どうこういっても仕方がないので後回しだ。

　オレは委員長田中さんと文美を交互に見る。

「はい、演劇部副部長にして、わたしたちのクラス委員長の田中千ち鶴づ子こ。ちーちゃんよ」

　何？　演劇部副部長だと……。それは助かる。欲をいえば部長の方がいいのだろうが、副部長でも問題はないだろう。

「すまん、田中さん。ちょっと廊下まできてくれないかっ！　頼む！」

　ガバッと大きく頭を下げる。

　すると、文美のヤツが震える声色でとんでもないことを言い放った。

「ま、まさか、シュウ。こんな教室でちーちゃんに大だい胆たん告白するなんて、なんて怖ろしい子……」

「そ、そんな修司くん。メ、メガネですわね！　メガネがいいんですのっ！」

　演劇を題材にした少女マンガのあのシーンを表現した文美と、ムンクさんの有名絵かい画が状態の乃恵瑠が迷惑極まりなかった。

「ちげーよ！　テメェらは黙ってろ！」

　叫びつつも軽いチョップを文美に繰り出す（一応、コイツも女の子なんで大きなツッコミはできないよな）と、読んでましたといわんばかりの表情でひょいっとかわされてしまい、ぺちっと何かに当たる。

「「「あっ」」」

　オレと文美、乃恵瑠は揃って声を上げた。

　チョップが当たったのは、田中さんの肩だったからだ。

　途端に、額に手をやってふっと倒れ込む彼女。えーと、オレに触られることがそんなにイヤだったのか……。スゲー哀しくなってきた。

「ちーちゃんになんてことをするのかしら、シュウ！」

「そうですわよ、修司くん！　謝るのですわっ！」

　落ち込むオレに追い打ちをかける幼なじみズ。

「鬼だよな、お前ら！　あと、田中さん、すまん。悪気はない！」

　教室中にオレの怒号と謝罪が響き渡る。

　このあと、なんとか用件はすますことができたんだが、自分の置かれた立ち位置というものを再確認して、心の中を涙で濡らすのだった。




　放課後になると、京太郎はそそくさと教室をあとにしやがった。ソッコーで帰るつもりらしい。

　アイツがあの状態じゃあ部活も行えないし、部室には鍵がかかっているので帰って作業を進めることに決める。

　カバンを持って席から立ち上がると、

「ちょっと待つのですわ、修司くん！」

　赤い顔の金髪ドリルに呼び止められた。なぜ、赤い？　それから、なぜメガネ？

「うん、大丈夫か？　最近お前、顔が赤いぞ。熱があるのを無理してるんじゃないだろうな？　あとメガネかけてるのはなんでだ？」

　心配（メガネ込み）なのでそう訊ねてみるが、当の乃恵瑠はさらに顔を赤くしてコクコクと頷きながら口を開く。

「だ、大丈夫ですわ。まぁーったくもって問題はありませんことよ。それから、このメガネはもう一人の自分を呼び出すのに必要なモノなのですわ。おほほほほほほ」

　言動がおかしいので、問題ありそうなんだがな。

　それから、もう一人の自分？　ああ……人気ゲームの四作目のアレか。

「コースケ！」

　さらに赤くなりながら、メガネをクイッといじって叫ぶ。

　いや、恥ずかしいならやるなよ。つーか、お前のもう一人の自分ってヨコミー先生の生み出した有名探偵なの？　そりゃすげー。

　ジト目を送りながら観察していると、お嬢様は「こほん」と一つ咳せき払ばらいをして、オレを指さす。そして、大きく口を開けて言葉を発した。

「さぁ、行きますわよ！　あの地へ！」

「意味がわからねぇっ！」

　唐突すぎるヤツだ。言葉の前後に脈みやく絡らくがない。どこだ、あの地って……。

「ほら、十年前の強盗事件。それを一緒に調べると約束したじゃありませんか。忘れたんですの？」

「あー、あーあーあー、あの事件ね……」

　京太郎にぶつけるために市の図書館で見つけた未解決事件のことか。

　オレはこめかみ辺りを、人差し指でトントンと叩きながら記憶を掘り起こす。強盗事件を調べるって……、確かにそんな約束をしたような……。

「してねぇっ！」

　いや、これっぽっちもしてない。何をおっしゃるドリルさん。あなたは、調べて文集のネタにするとは言っていたが、オレを巻き込むなんて一言も言ってなかったよな。

　そういう意味を込めて、ジロリと睨みつけてやる。

　すると乃恵瑠はシュンとして腰を落とし、少し前まえ屈かがみになりながらドリルヘアをいじる。それから上目遣いで、破壊力抜ばつ群ぐんの言葉を吐き出した。

「――ダメ……ですの？」

　その瞬間、オレの頰は急激に熱を持つ。

　なんだこの新たな精神攻撃は。ずり落ちたメガネは反はん則そく過ぎるだろ、オイ。

　イヤだという断りの言葉を発することができない。とゆーか、これを断ると男が廃すたる気がして断れない。恐るべし、女子の上目遣い＋メガネ。効果は抜群だ。

「わ、わかった……」

　ノックアウトされてしまったオレは、頷くしか道はなかった。

「それで、どういうプランなんだよ？」

　教室を出て、放課後の廊下を歩きながら乃恵瑠に訊ねる。

「わたくし、あれからちょこちょこっと調べてみましたの。この被害者の老夫婦は、今も同じ家に住んでいらっしゃるようなので、お話を伺うかがえればと思うんですのよ。アポも取ることができましたので、行ってみようかと」

　なるほどねぇ……。え、お前、アポとったの？　なんつー行動力だよ。いや、乃恵瑠だからこその行動力か。コイツ、夏休みの旅行であれだけのイベントを組み立てやがったヤツだからなぁ。これぐらいのことはしてのけるかと妙に納得。

　それなら、オレも気になっていた空き巣事件でも調べてみようかね――なんて考えていると、廊下の向こうからお馴な染じみのアイツが歩いてきた。

「あら、二人とも。今日は部活に行かないのかしら？」

　最近のマイブームなのか、黒く大きな三つ編み一つを振り回して歩くバカ二号こと玉たま村むら文美だった。

「部室なぁ、鍵がかかってんぞ。中村先生がこられないそうだぜ。あの昼休みの一ひと悶もん着ちやくのあと、部室でパンでも食おうかと行ったらな、ちょうど先生に会ったんだ。ドアに鍵をかけてたから、行っても意味ねえぞ」

　昼休み後半の出来事を簡かん潔けつに伝えておく。ちなみに二重ちゃんにはメールを送っておいた。返信は『らーじゃッス』だった。色々とおかしいのでツッコミ返しておいたが。

　文美は「ふぅん」と頷いて、問いを口にする。

「そうなの。わかったわ。それで二人はこれからどうするのかしら？」

「ちょっと二人で、その……、お出かけ、ですわ」

　歯切れが悪い乃恵瑠である。何をそんなに恥ずかしがっているんだろうか。文集制作の一いつ環かん、部活動の延長で出かけるだけだろうに。

　だから、オレがわかりやすく文美に説明してやる。

「乃恵瑠のヤツがな。十年前の未解決の強盗事件を文集のネタにしたいって言うもんだから、ちょっとつきあってやるんだ。それならちょうどいいし、オレも空き巣事件を調べてみようかと考えているところだ」

　すると文美は、ギョッと驚いた表情を浮かべて口を開いた。

「なんでそんなことをするのかしら？　あの事件を調べるのはやめたんじゃなかったの？　危険よ、二人とも」

　なぜか切せつ羽ぱ詰つまったように捲し立てる彼女。

「おいおい、そんなに心配しなくても大丈夫だって。探偵っぽい素質がある乃恵瑠がいたとしても、そう簡単に解決できるようなもんじゃないさ。所しよ詮せん、子供のごっこ遊びが関の山ってな」

「ごっこ遊びって酷いですわね」

　オレの言葉が癪しやくに障さわったのか、メガネの奥の垂れ目をがんばって吊り上げる乃恵瑠お嬢様。まったく怖くないけどな。

　しかし、文美のヤツは釈しやく然ぜんとしないようで睨むようにオレたちを見み据すえる。だが、乃恵瑠の性格を一番わかっているのは、この親友の文美だろう。京太郎と同じく、一度決めたら簡単に止まるようなヤツじゃない。

「……わかったわ。いいわね二人とも、危険なことはしてはダメよ」

　そこまで心配してるなら、お前も来ればいいのに。と誘ってみたが、文美は大きな、本当に大きくてオレを小馬鹿にしたような溜息を盛大に吐き出して、ワケのわからないことを言いやがった。

「文美ちゃんは、ホースキックで死にたくないわよ！」

　なぜか怒りも織おり交ぜてあったように聞こえたんだが。

「なぁ、ホースキックってなんだ？　ホースは水道に繋ぐあれのことではないよな。なら馬のキック？　っておい、大丈夫かっ？」

　思考しながら横に顔を向けてみると、熟れたトマトのように真っ赤になった乃恵瑠がそこにいた。

「お前、絶対熱があるって！　出かけるのをやめて病院行こうぜ！」

　思わず乃恵瑠の額に手の平を寄せるが、焦った様子の彼女は目をグルグル回しながらその手を払う。

「だだだ、だだ、大丈夫ですわ。ちょっと深呼吸をさせてくださいましっ！」

　そう言って文美の胸に飛び込んでいく。オレの手は払ってそれかよ。イヤ、大丈夫だ。まったく気にしてないぞ……。

　オレの位置から一、二足ほど距離を置いた少女たちは、なにやらコソコソ内ない緒しよ話ばなしを始めやがった。

「いきなり何を言ってくれやがりますか、文美ちゃん！　わたくしの心しん臓ぞうが破は裂れつしそうでしたわよっ！」

「えー、文美ちゃんは乃恵瑠ちゃんを応援しているのよぉ。ほら、せっかくのチャンスじゃないの。がんばってきなさいよ」

　ボソボソと聴ききとれないような小声で一言二言交わすと、

「じゃあ、ね。シュウ」

　手を軽く振って去っていく、文美。

　オレも「おーう」と返事をして見送った。

　さてと……、と乃恵瑠に視線を向けて行動を促うながすと、

「じゃ、じゃあ、行きますわよ」

　彼女はメガネを外して、ロボットのように手足を一緒に動かしながら歩き始めた。あ、止やめるんだ、メガネ。意外と似合っていたのに。

　さっき何を話していたのか気にはなったが、女性同士の話は訊きづらいよな。ってことで、モヤモヤしながらも乃恵瑠のあとに続いたのだった。




　その屋敷は、オレの家から二十分ほど離れた山のふもとにあった。乃恵瑠の別荘ほどではないにしろ、それなりの広さの日本家屋だ。

　居間に通されたオレと乃恵瑠は、なんとなく肩身の狭い思いをしながら縮ちぢこまっている。……いや、それは語ご弊へいがあるな。縮こまっているのはオレだけで、金髪お嬢様は堂々と踏ん反り返っている。

「ど、どうも……」

　老婦人の出してくれたコーヒーを緊張しながら受け取るオレ。

「いえいえ、いいんですよ。こんな若い子たちがやってくるなんて久しぶりですからね。ねぇ、おじいさん？　ほほほ」

「そうじゃな、ばあさん。最近孫も反抗期らしくてのぉ。ちぃっとも遊びにきやせんのじゃ。はははは」

　柔にゆう和わに微笑ほほえむ綾辺夫妻。おじいさんの方が、綾辺伊助さん。そして、おばあさんが、つつじさん。

　お二方とも七十後半を数えるそうだが、まだまだ元気だった。

　よかった、優しそうな人たちで。

　屋や敷しきの入り口に取りつけてあった仰ぎよう々ぎようしい監視カメラを見た時は、頑がん固こで陰いん鬱うつそうなじいさんが出てきそうだなと不安でいっぱいだったのだが、蓋ふたを開けてみればどうよ。本当にすみませんでしたと心の中で謝罪する。

　しかし、こんないい人たちを襲った強盗。……許せないな。

　差し出されたコーヒーに一口つけた乃恵瑠が、伊助さんを見据えて言葉を発する。

「――では、さっそく本題に入らせていただいてもよろしいですか？」

「ええ、どうぞ」

　この夫妻にとってはあまり思い出したくないことだろう。強盗に襲われた出来事は、恐怖以外の何ものでもないからだ。

　その心の傷をまたほじくり返そうというオレたちは、失礼極まりないと思う。いいのかなぁ……。やっぱり止めるべきだったなぁ。

　そんな鬱々としたオレの内情を悟ったのか、つつじおばあさんが声をかけてくれた。

「いいんですよ、小林さん。あたしらはあんな事件のことでも、孫ぐらいの歳の子と話ができるなら、それが嬉しいんですよ。こんな歳になると、会話ぐらいしか楽しみがないもんで、ねぇ。

　確かに怖い体験でしたけど、盗られたのはお金だけで命はちゃあんと残ってますから」

　マジでいい人たちだ。ますますもって強盗犯が許せなくなる。

　オレたちのやりとりがすむのを見計らっていた乃恵瑠が、カバンからメモ帳を取り出して取材を始めた。

「どんな状況だったのですか？」

　伊助さんは、ぬるくなったコーヒーをグイッとあおると、当時を振り返りながら語り出す。それは本当に犯罪に巻き込まれた人間の生の声だった。

「あの日はよく憶えておる。ばあさんと温泉旅行に行く日じゃったからな。だが、残念なことにばあさんが腰を悪くしてしまってな。行くのを取りやめたんじゃ。

　その夜じゃったよ。夜中の三時前じゃ。ゴソゴソと何かを漁あさる物音と人の気配で目が覚めてな。すぐにでも警察を呼べばよかったんじゃが、思わず正義感を出してしまってのう。わしは竹刀しない片手に……まぁ、あれじゃ。昔、剣けん道どうをやっておってな。そんなわけで寝室に置いてあった竹刀を摑んで、物音のする部屋にそろりそろりと向かったのじゃ。

　ふすまをゆっくりと開けて中を窺うかがうと、全身黒ずくめの人物がタンスの引き出しをひっくり返しておってな。残念ながらヤツの持つ懐かい中ちゆう電でん灯とうの光だけで暗すぎた。その上目出し帽ぼうちゅーんかな。それをすっぽり被かぶっておってな。男か女か若いのか年寄りなのかもわかりゃあせんかった。

　ふすまを一気に開いて踏み込んだ時じゃ。うしろから大きな衝撃が襲ってきての。何かようわからんウチに、気を失ってしまって。そのまま、朝までぐっすりじゃった」

　おじいさんは話し終えると、おばあさんに視線を送る。多分だけど、次はお前の番だという合図なんだと思う。

　オレの予想は的中で、今度はつつじさんがおもむろに恐怖体験を語り出した。

「わたしもね。痛む腰を庇かばいながらおじいさんのあとについていったんです。もうね。独りで待ってるのも怖いもんだから、仕方なく行くしかなかったんですよ。

　それでね。廊下を進んでいくと玄げん関かん近くにある電話が見えたものだから、わたしは警察に電話しようとおじいさんから離れたんです。ええ、今は寝室に携帯電話ケータイを持ち込んでいますけど、当時はまだ購入してなかったものですから、備えつけの電話を使うしか手段がなかったんです。

　電話に手を伸ばした時ですよ。わたしもおじいさんと同じようにうしろから大きな衝撃を受けて気を失ってしまって……。今思い出しても怖ろしい体験です。そんなに大した額がくは盗られませんでしたが、犯人には捕まって欲しいと思っていますよ」

　青い顔をして言葉を紡ぐつつじさんを見て、――ここまでだなと思う。

　これ以上突っ込んだ話は迷惑だ。思い出したくもない出来事を、詳細に話してくれたんだからこれでよしとしよう。

　乃恵瑠だけに聞こえるように、彼女の耳元でそんなことを告げる。

　彼女も同感だったようで頷いてくれたが、

「――でも、あと一つだけ。その衝撃ってなんでしたの？　まさか殴られたとか？」

　この話の締めとして老夫婦を襲った凶きよう器きについての質問をした。

「いや、かかりつけの医師が言うには、スタンガンというものじゃったそうじゃ。わしらは共に心臓が丈夫でな。それで何事もなかったのじゃが……」

　お年寄りにスタンガンだと。なんてことをするんだ強盗犯。下手すれば死んでるところだったのだ。見えざる犯人に怒りを覚える。

　それは乃恵瑠も同じだったようだ。メモ帳には怒りを示すように、強い筆ひつ圧あつで文字が刻きざみ込まれていた。

　オレたち二人は大きく頭を下げて、

「ありがとうございました」

「辛いことをお訊ねして申し訳ありませんでした」

　と、お礼と謝罪を口にする。

　現実に起こった事件。そんなものに興味本位で首を突っ込む愚おろかさを知った。

　京太郎のヤツが、紫織さんのことを例に挙げて『探偵』役をやめようと言い出した理由が少しだけわかった気がする。

　このおじいさん、おばあさんはオレたちにわかりやすいように話してくれたが、この十年間の恐怖や悔くやしさはどれほどのものだったのだろうか。入り口に設置してあった監視カメラは、二度とこんなことが起こって欲しくないという願いの表れだったのだ。

　それから三十分ほど、さっきまでの陰鬱な話を忘れるような他た愛あいのない話（主に京太郎の起こしたおバカエピソード）をして、綾辺邸をあとにした。

　辛しん辣らつそうな表情を浮かべ、無言で自転車を押す乃恵瑠に声をかける。

「なかなかヘビーだったな」

「ええ……、そうですわね。なんとか犯人を見つけてさしあげたくなりますわね」

　あれ？　オレの求めていた答えと違うぞ。

　オレとしては、もうやめようぜと伝えるつもりだったのだが、このお嬢様はポジティブ思考だったのを忘れていた。

「わたくし、俄が然ぜん燃えてきましたわ。それから、警察の怠たい慢まんさを思い知りましてよ！　この事件はわたくしが記事にしてみせますわ、綾辺さん夫妻のためにっ！」

　ビシッと夕日を指さして宣言するドリルお嬢様。文集は新聞ではないのですがね。あと、日本の警察は世界的にかなり優秀だぞ。

「さぁ、まずは付近の聞き込みからですわよ！　行きますわよ、修司くん！」

　興奮した乃恵瑠はヒラリと自転車に跨ると颯さつ爽そうと走り出した。

　オイ、コラ。そのドリルもぐぞ。オレは歩きなんだよっ。

　息を切らせながら自転車を追いかける。

　あの角を曲がって行ったよな、確か。

　自転車の消えた角を急いで曲がると、乃恵瑠が会社帰りと思われる青いスーツに身を包んだ三十代後半ぐらいの男性に声をかけていたところだった。知ってそうな人物に片っ端から声をかける気なのか。行動力の塊かたまりのようなヤツだ。

　しかし、あの男性……、どこかで見たことあるような……。

「すみません。十年前、この辺りで起こった強盗事件のことを調べているんですが。何か知りませんか？」

　銀ぎん縁ぶちメガネをかけたその男性は、「んー」と思考するような仕草をして、

「なぜ、今になってそんな事件を調べているんだい？」

　と逆に訊き返してきた。

「それはですね。今度わたくしたちの高校で文化祭があるのですわ。文芸部として文集を作成することになったのですけれど、それのネタとして調べているのですわ」

　素直に答える乃恵瑠の言葉をニコニコしながら聞いていた紳しん士しは、そのまま笑みを貼りつけながら口を開いた。

「へぇ、文化祭ね。ならキミは福ふく高の文芸部かい？　だったら、ウチの娘を知っているよね。玉村文美。わたしは玉村文美の父、玉村善ぜん汰たです。いつも娘がお世話になっています。よろしく」

　その言葉の意味を理解すると、驚きの表情を見せる乃恵瑠。

　そうだった。いつものラフな格好ではなく、スーツを着ているから印象が違って見えたんだ。――乃恵瑠が声をかけた相手は偶然にも文美の父、善汰おじさんだった。

「おお、そこにいるのは修司君じゃないか。久しぶりだね、元気そうでなによりだ」

　おじさんがオレの姿に気がついたらしく、こちらに視線を向けて手を振る。

　あんまり会いたくない人なんだけどな。見つかってしまったのなら仕方がない。

　オレは乃恵瑠の隣に立って頭を下げる。

「どうも、おじさん。ご無ぶ沙さ汰たしてます。ほら、乃恵瑠。挨あい拶さつしろ」

「ええ……。金田乃恵瑠ですわ。文美さんとは仲良くさせていただいております」

　緊張しているのがわかる。文美のところの家庭の事情を知っているからなんだろうな。大丈夫だ。この人がおかしくなるのは、基本的にアルコールを摂せつ取しゆした時だったハズ。

　今は見た感じ普通そうだから、問題ないだろう。

　ニコニコとしているおじさんの顔色を窺いながら、会話を試みる。二言、三言ですませて立ち去りたい。

「おじさんは、どうしてこんなところに？」

「見回り……かな。ほら、修司君。近ごろ空き巣が多いって新聞に載っていただろ。こうやって大人が見回りすることで、犯罪を抑よく制せいしているんだ」

　なるほどねぇ。この人でも見回りとかするんだ。いつもは文美のお母さんとケンカばかりしているので怖いイメージしかないけど、ちょっと見直した。

　心の中で感心していると、おじさんの出した『空き巣』という単語に反応した金髪ドリルが、オレの方を向く。

「そういえば修司くんは、空き巣事件を調べようとしていたんじゃなくて？」

「へぇ、そうなのかい、修司君。いやはや、最近の高校生というのは立派じゃないか。でも、あまり危ないことはしない方がいい。君たちが怪我をしたら、君たちのご両親も、文美も哀しむよ」

　慈じ愛あいの籠こもったセリフ。おじさんもちゃんとした大人だったんだな。イメージだけで、苦手意識持ってすみませんでした。

「いや、大丈夫ですよ。オレは調べるのやめようと思ってたので。あとはこの乃恵瑠の好奇心をどう静めて、強盗事件の捜査を諦めさせようか検けん討とう中ちゆうですよ」

　乃恵瑠の肩を叩くと、垂れ目のお嬢様から苦情がきた。

「やめませんわよ。ちょうど一つ、仮定ですけど思いついたことがありますの」

　えーと、何を思いついたんだろうか。京太郎みたいなろくでもない推理じゃないとは思うのだが。

「へぇ。えーと、金田さんだったかな。その仮定とやらを聞かせてくれないかな？」

　善汰おじさんも、この事件のことに興味があるようだ。

　自分の推理を求められた乃恵瑠は、嬉しそうに言葉を紡つむぐ。推理を話している時のコイツらは、キラキラと輝いて見える。――だから、京太郎。オレに迷惑をかける程度で復活してくれよ。

「十年前の強盗犯は、今ちまたを騒がせている空き巣なのですわ。先ほどのおじいさんから聞いた話から推測するに、強盗犯はもともと空き巣をするつもりだったのです。

　そして急きゆう遽きよ旅行をキャンセルしたおじいさんたちが家にいることを知らなかった。それで鉢はち合あわせた犯人は焦ってスタンガンで昏こん倒とうさせた。どうでしょうか？」

　善汰おじさんは微笑みながら、乃恵瑠の推理の感想を口にする。

「面白い推理だ。でも、十年前の事件と今の空き巣を結びつけるのは暴論じゃないかな」

「そうですよね。オレもおじさんと同じ考えだぜ、乃恵瑠。綾辺さん夫妻が旅行に行く情報を知っていたとすれば、この近所の人物が犯人だろ。そんなことはとっくに警察が調べているはずさ。――なら、偶ぐう然ぜん綾辺さんの家に押し入った強盗事件ってことだ。盗った金を持ってとっくに県外にとんずらしていると思うぞ」

　オレの意見に、おじさんもうんうんと頷くが、乃恵瑠は納得してない顔で膨れる。

「まぁまぁ、そんな顔するなって。じゃあ、おじさん。この辺で失礼します」

　オレたちは揃って頭を下げて、善汰おじさんと別れたのだった。

「さて、十分な話も聞けたし帰ろうぜ」

　隣を歩く乃恵瑠に声をかけるが、彼女はオレの言葉をまったくもって無視して走り出す。だから、そのドリルもぐぞ。オレは歩きなんだって。

　またも角を曲がったところでヤツに追いつくと、よれよれのスーツを身に着けた強こわ面もてのおじさんに声をかけていた。スーツ姿のおじさんって、いっぱい歩いているんですね。

　結局、乃恵瑠が満足するまで聞き込み調査につきあわされたわけだが、一番ためになったのは、やっぱり綾辺夫妻の話だった。































　そう、次の日のことだ。

「いててて……」

　椅い子すに座り、痛みを訴える男。

　なんと珍しいことに、小こ林ばやしくんが保ほ健けん室しつの厄やつ介かいになっている。身体からだの頑がん丈じようさだけが取り柄えの助手なのだが、こうして右足首に包ほう帯たいを巻かれた痛々しい姿を見ると、彼もちゃんとした人間だったということを思い出す。

　そんなことを言葉にして伝えると、

「オレはロボットか怪かい獣じゆうッスか！」

　なんてすごい剣けん幕まくで吼ほえるのだけど。

　さて、なぜこんなことになっているかというと、




　――小林くんが何者かに背中を押され、学校の階段から突き落とされた。




　幸い怪け我がは右足首を捻ひねっただけだったので命に別べつ状じようはない。

　だが、これでハッキリとした。やはり、あの中なか村むら先生の傍そばに落ちていた脅きよう迫はくめいた予告状は、本当だったということだ。

　つまり、中村先生を殺害した何者かは、その宣言通りに小林くんを狙ねらっている。

　ぎりりと奥歯を嚙かみ締める。

　ぼくの大切な助手になんてことを……。許せるはずがない。

「小林くん、すまない。ぼくがもう少しちゃんと警けい戒かいしていればよかったんだけど」

「いや、京きよう太た郎ろうさんのせいじゃないッスよ。オレも警戒を怠おこたったのが悪いんス。まさか朝礼前の混こん雑ざつする階段で狙ってくるとは思えなかったんス」

　そうなのだ。犯人は小林くんが言ったように人通りのある時間帯なのに、大だい胆たんにも犯行を行っている。

　歩いていた生徒たちに少しだけ聞き込みをしてみたが、怪あやしそうな人物は見ていなかったという。

　それでぼくは確信したことがある。

「しかし、犯人はミスを犯している」

「どういうことッスか、京太郎さん？」

　まだ彼は気がついていないようだ。これはぼくだからこそ、気がつけたのだろう。そう、このクリア色の脳のう細さい胞ぼうによるひらめきなのだ。

「いいかい。生徒たちの証言によれば、『怪しい人物はいなかった』となっている」

「ああ、そうッスね。でも、それがどうしたんスか？」

　ぼくはリノリウムの床をコツコツと踏みならしながら、続きを口にする。

「その答えは簡単さ。『怪しくない人物はいた』んだよ」

「は？　ちょっと意味がわからないんスけど」

　小林くんに指を突きつけるが、首を傾かしげる彼。どうやら、ぼくの言った事実の意味が理解できていないらしい。

　しかたなく、脳みそが筋肉でできている小林くんにもわかるように嚙み砕いて説明することにした。

「小林くん……。ぼくの言った『怪しくない人物』とは、学校関係者のことだよ。こういうことなんだ。

　小林くんを階段から突き落とした犯人は、そのまま何事もなかったかのように悠ゆう然ぜんと去っていった。それができるのは、学校関係者である教師、または生徒ということさ。

　だけど、この場合生徒が犯人である可能性の方が高い。なぜなら、小林くんを突き落としたあと、廊ろう下かを歩く生徒たちに紛まぎれ込めばわからなくなるからね」

「な、なるほど、犯人はこの学校の生徒ということになるんスね」

　ようやく小林くんにもぼくの考えが伝わったようだ。

　そうなのだ、ここは学校なのだ。もし部外者がいるとすれば、それこそ『怪しい人物』に他ならない。この制服の群れの中に混じっていれば、それだけで否応にも目につく。だが、そうならなかったということは、学校内にいてもおかしくない人物が犯人なのだ。

「まさに大胆不敵だよ、この事件の犯人は……。生徒たちでごった返す中で犯行を行い、そのまま生徒たちに紛れて去ったのだから。それをやってのけるということは、かなりの度ど胸きようの持ち主さ。普通なら脱だつ兎とのごとく逃げるよ」

　走っていく生徒がいたのなら、それもまた『怪しい人物』として認識されるだろう。

　ぼくが簡単な推すい理りを話し終えると、ゆっくりと右足を庇かばいながら立ち上がる小林くん。

「そうか、さすが京太郎さんッス。オレはまったく思いもしなかったッスよ。あんな脅迫状を残したのが生徒だったなんて」

「おっと大丈夫かい？　あまりに酷ひどい痛みだったら、早退して病院に行った方がいいかもしれないよ」

　ぼくは彼に肩を貸しながら忠告したのだが、

「このくらいの怪我ならどうってことないッス。それに、授業を休むのはちょっとなぁ」

　と言って断ってきた。

　まぁ、確かに小林くんの成績は褒ほめられたものではないけれど、今はそんな場合じゃないと思う。なので、次の言葉をつけ足した。

「校内に犯人がいるとぼくは確信している。なら、校内にいない方が安全だよ」

　しかし、彼は首を横に振って口を開く。

「いや、それはわからないッスね。もし犯人が複数なら、外に仲間がいる可能性もあるッス。ならば、探たん偵ていの京太郎さんがいる校こう舎しやの方が逆に安全ッスよ。ねぇ？」

　まっすぐ見つめてくる力強い瞳ひとみ。ぼくを信頼してくれている証あかしだ。

　だったら、その信頼に応こたえるべきだ。小林くんをこんな目に遭あわせた犯人は、ぼくが絶対捕まえてみせる。

　そう固く誓ったのだが、事件はさらに動き出していた。




　保健室から教室に帰ってきたぼくと小林くんだったが、彼が自分の席に着くなりわなわなと肩を震わせる。

　ぼくは心配になって声をかけた。

「どうしたんだ、小林くん？」

　すると彼は、青い顔をして何かを机の中から取り出す。

「京太郎さん。これを……」

　小林くんが差し出したものは、

　――ズタズタに引き裂かれた教科書の束だった。

「これは……酷い」

　彼からその残ざん骸がいを引ったくってパラパラとページをめくってみる。どこもかしこも念入りにビリビリと裂けて、もはや使い物にはならない。

　その時、一枚の紙がヒラリと宙ちゆうを舞い、小林くんの机の上に落ちた。どうやら教科書のどこかに挟み込まれていたものみたいだ。

　紙の裏には何やら文字が書かれているようで、ぼくはそれを拾い上げ、ひっくり返す。

「なっ」

　それを見た瞬間、ギョッとする。

「オイオイオイ、マジッスか……」

　小林くんも青い顔をさらに青くして、頭を抱かかえた。

　そこには赤い文字で、




『必ず殺す、小林修しゆう司じ』




　――と、記しるされていたからだった。

　それを見たクラスメイトたちが、一瞬でざわめく。

　ぼくはその喧けん騒そうの中で思考を張り巡らせる。く、わからない。これはどういうことなのだろうか？

　もしや、犯人はクラスメイトの中にいるということなのか？　しかし、そう見せかけたミスリードの可能性も捨てきれない。教科書を切り裂くこと自体は、昨日の放課後、小林くんが帰ったあとに準備すればいいだけのことなのだから。




　文ぶん芸げい部ぶの部室で起こった殺人事件。

　先ほど起こった小林くんを階段から突き落とした傷しよう害がい事件。

　そして、この赤字の殺人予告。




　謎なぞは深まるばかりだった。




　　　　◇




　――次の日。よく晴れた火曜日。

　オレは通学路の福ふく泉いずみ川がわ付近の土ど手てで、右足をさすりながら座っていた。

　さすがに登校時間真まっ直ただ中なか。福高生を含む人々の奇き異いな視線がオレを突き刺しては、素通りしていく。なんだかいたたまれない気分で、むず痒がゆい。

　クラスメイトさえ話しかけてこないのは哀かなしいが……。まぁ、背の高い草が生い茂っているので、オレの姿が見えにくいんだ。うん、そういうことにしておこう。

　携帯電話ケータイを取り出して時間を確認する。そろそろアイツが歩いてくるはずだが。

　そうなのだ。オレは人を待っている。いわずもがな、あの野郎。最近しょぼくれて覇は気きのない男。……明あけ智ち京太郎。

「おっと、ようやくきたか」

　通学路を眺ながめていると、見覚えのあるシルエットがこちらに向かって歩いてくる。その隣には妹の二ふた重えちゃんがつきそっているようで、遠目から見るには仲の良い兄妹だ。

　しかし、近づいてくるにつれて、その認識は間違っていたことがわかる。

　言いあいをしている。つーか、二重ちゃんがウジウジした態度のことで一方的に京太郎に言葉を浴あびせかけているんだろう。

　だが、京太郎も京太郎で唇くちびるを尖とがらせたまま、彼女の言葉を右から左に聞き流していた。本当に意固地で頑がん固こなヤツだよ、お前は。

「おーい、お前ら」

　オレはすぐ近くまでやってきた明智兄妹に声をかけ、草むらから顔を出す。

　すると、ちょうど目の前に二重ちゃんの可か愛わいらしい顔があり、ギョッとしながら思考停止。――一呼吸。そして同時に動き出す。

　きゅぅっと絞しぼり込まれる両目確認。握り締められる右拳確認。捻られる腰確認。踏み出される右足確認。

「「きぃやぁっ！

　　なんとぉっ！」」

　気合いの入った悲ひ鳴めいと共に繰り出される二重ちゃん必殺の裏うら拳けんを、身体を反らせて回避する。危ねぇ、あと少し遅かったら首が変な方向に曲がっていたぜ。

　ズルズルと土手を滑すべり落ちていくオレを見た彼女は、攻撃態勢を解除して手を伸ばしてくれた。

「ああ、シュウさんだったんですか。私はてっきり痴ち漢かんかと思いました。てへぺろ」

「オレの姿をしっかり確認してから技を出しましたよね、あなた！」

「シュウさんを見てからの裏拳、余裕でした！」

　差し出された二重ちゃんの手を摑つかんで土手を登る。

「ところで、どうしたんだい、小林くん。まさか朝からかくれんぼをしていたわけではないだろ？」

　オレの不可解な登場の仕方に、若じやつ干かん引き気味の京太郎だが、こんなものよりもっと無茶苦茶な登場をしていたヤツのセリフとは思えない。本棚の裏に潜ひそんでいたりとかな。

「それがな。ちょっと聞いてくれよ」

　ようやくやってきた頼れそうな幼おさななじみに、さっきあった出来事を聞かせる。

「オレは立ち止まって福泉川を見ていたんだ。そうしたら、いきなりうしろからドンと土手に突き落とされたんだよ。それで足を捻ってしまってさ。いてて……」

　右足を庇いながら数歩進むが、慣れないこともあって難しく感じた。

「そ、それは酷いことをするね。誰だれなんだい、そんなことをするのは？」

　心配そうにオレの腕をとり、肩を貸してくれる京太郎リーダー。こういうところは昔から変わっていないよなと思いながら、溜ため息いき混じりで質問に答える。

「わからん。オレはそのまま土手を転げ落ちてしまったから、誰がやったのかさっぱりだ。はぁ……」

　すると、オレのことを心配してくれたらしく、二重ちゃんが怒りの声を上げた。

「そんな陰いん湿しつなヤツは吊し上げにしましょう。兄さんが本気を出せば、犯人が誰かなんてすぐに割り出せるでしょ？」

「でも、ぼくは『推理』なんてするつもりは……」

　暗い表情を貼はりつけて、妹の提案を拒否する。その態度がさらに二重ちゃんの逆げき鱗りんに触ふれるワケだが。

「兄さんっ！　あれだけお世話になっているシュウさんが襲われたんですよ！　なのになんで、まだ、腑ふ抜ぬけてるんですかっ！」

　あまりの剣幕に、他の登校中の生徒たちから注目される。それはちょっと恥ずかしい。まぁ、男同士で肩を組んでいるので注目されてるっちゃあ、されてるんだけどな。

「いいっていいって、二重ちゃん。文ふ美みか乃の恵え瑠るのイタズラかもしれねーし。ただ背中を押してぴゅーっと走り去った。オレがどんな風になったか確認せずにな。ま、そんなところだろう」

「そうですか、シュウさんがそう言うなら……」

　語ご尾びをすぼめながら、彼女も肩を貸してくれた。ちょっと恥ずかしそうだったが、二重ちゃんからの思いやりも心に染みた。

「ありがとう」……そして、すまん。危うく口から洩もれそうになった謝罪の言葉を飲み込んだ。

　校舎に入り、生徒昇降口で二重ちゃんと別れる。

　本人はオレたちのクラスまできてくれようとしていたけど、もう予よ鈴れいもなってしまいそうだったので断った。

　オレの足のせいで、二重ちゃんが遅ち刻こくしてしまったら申し訳ない。

「しかし、誰なんだろうね。小林くんに怪我をさせた犯人は？」

　階段を上るのをサポートしてくれながら、話しかけてくる京太郎。

　それには「わからねぇ」と答えるしかない。見ていないものは、見ていないのだから。

　階段を上り終えると、右足を引きずりながら二階の廊下を進む。

「よし、到着だ、小林くん」

「サンキュー、助かったぜ」

　ドアを開けてくれた京太郎に礼を言い、机の間を縫ぬって自分の席に向かう。あとは、椅子を出して……。

「ちょっ、ど、どうしましたの、修司くん？」

　垂れた瞳を見開いたドリルお嬢じようが、飛び跳ねるようにしてオレの目の前に現れた。それに伴ともない、文美もやってくる。その慌あわてっぷりを申し訳なく思う。

「いやな、ちょっと登校中に色々あってさ」

　無関心を装いながらも聞き耳を立てているクラスメイトたちがいるので、何があったかは伏せておくことにした。――のだが、

　最後にやってきた京太郎が、文美と乃恵瑠にだけ聞こえるような小声で囁ささやく。

「それがね。小林くんは誰かに背中を押されて、福泉川の土手を滑り落ちたようなんだ。そのせいで足を捻ったらしいよ」

　すると、二重ちゃんと同じような反応を返してくる乃恵瑠と文美。

「ゆ、許せませんわね」

「そうね。シュウで遊んでいいのは、わたしたちだけの特とつ権けんでしょ」

　怒ってくれるのは嬉うれしいが、明らかに文美おまえの理由はおかしいからな、オイ。

　だがしかし、この反応を見るにコイツらのどちらかがオレの背中を押したとは考えにくいだろう。

「それじゃあ、お前らが犯人ってことじゃないのか？　イタズラのつもりで背中を押してぴゅーっと走り去ったワケじゃないんだな？」

「当たり前ですわよ！　なんでわたくしがそんなことをしなければなりませんのっ？」

「そうよ、そうよ。乃恵瑠ちゃんの言う通りだわ。シュウで遊ぶのは楽しいけど、怪我をして欲しいとまでは思っていないわよ。見くびらないでちょうだい！」

　一応訊たずねてみたら、二人ともすごい剣幕で怒鳴り返してきやがった。

「お前らじゃないとすると、いったい誰が……？」

　オレは首を捻りながら机の中に手を入れる。――と、

「ん？」

　ガサリとした感かん触しよくが手の平に伝わった。まるで紙をくしゃくしゃに丸めたような手て触ざわりだ。昨日まではなかったその違い和わ感かんに、顔をしかめる。

「どうしたんだ、小林くん？」

　オレの異常に気がついたのか、京太郎が心配そうに訊ねてくる。お前、怪我人病人には優しいよな。いつもはオレを振り回すばかりなのにさ。

「いやな、机の中に変なものが……。よっと……」

　そのごわごわした紙らしき物体を机の上に取り出した瞬間、

　――ざわり、と。

　教室中を異様な緊張感が包み込んだ。

　遠回しにオレたちを見ていたクラスメイトたちも、はっと息を飲んでいる。

「なんだ、これはよぉ？」

「ひどい……ですわ」

「………………」

「……なんてことだ……」

　沈んだ貌かおで口々に感想を洩らすオレたち。

　なぜならそれは、

　表紙は無む惨ざんにも引きちぎられ、

　他のページもズタズタに切り裂かれ、

　グシャグシャにされて波打って、

『お前もこうなる』と赤く書き殴られた、




　――小林修司の数学の教科書だったからだ。




　スピーカーがチャイム音を吐き出し、騒そう然ぜんとした教室をゆっくりと沈ちん静せい化かさせていく。

　クラスメイトたちもチラチラとオレの様子を窺うかがいながら、自分の席へと戻る。オレの周りに残されたのは、いつもの幼なじみグループの面々だけだ。

　イジメ……のようにしか見えないこの光こう景けい、この仕打ち。それをまざまざと見せつけられた幼なじみたちは、自分のことのように怒りをあらわにしていた。

　特に憤ふん慨がいしていたのは予想外の人物、文美だった。

「誰？　誰よ、こんな陰湿めいたことをやったのは？　許せない。なんで、シュウをこんな目に遭わせるの……」

　小さくぼやくようにブツブツと言葉を垂れ流す。コイツがここまでオレのことで怒るのは意外だった。京太郎と一緒にオレをからかって遊んでいるヤツなんだが。嬉しくて思わず顔がほころびそうになる。それを我が慢まんしながら、思う。

　このクラス、いや、この学校には多少なりとも人間関係のいざこざはあるが、ここまで露ろ骨こつなイジメはない。

　ならこの状況は、――この行こう為いは何か？

　ズタボロの教科書の最初のページにゾッとするような、赤いインクで書かれた『お前もこうなる』という文字。

　そう――脅迫にしか見えないだろう。

　だが、なんの脅迫かまではわからない。オレがこんなことをされるいわれがないからだ。多分、……ないよな？

　苦笑いを浮かべながら親友たちに声をかける。

「オレは大丈夫だからよ、お前らも席に戻れ。もうすぐ中村先生がやってくるぞ」

　しかし、文美が首を横に振り、重く沈んだ声で訴える。

「何を言っているの、シュウ。これはどう見たってイジメでしょ。その犯人ってヤツは、この教室……または、この校内にいるのよ。シュウが来る前に、シュウの席に近づいた人物が犯人でしょ」

　きつい目で睨みつけられると、オレが糾きゆう弾だんされているかのように思えてくるんだが。

　そこで刻まれた教科書を見続けていた乃恵瑠から、みんなを擁よう護ごする声が上がる。

「待ってください、文美ちゃん。わたくしは今日一番乗りでこの教室に来ましたけど、修司くんが来るまでこの席には誰も近づいていませんわ。ほら、わたくしちょうど修司くんの隣の席でしたので、わかりますわ」

　すると矛ほこ先さきを乃恵瑠に替え、

「だったら、乃恵瑠ちゃんが誰もいない教室で……いえ、ごめんなさい。乃恵瑠ちゃんがシュウの教科書を引き裂く理由がないわね」

　自分で納得し、口にした言葉の謝罪をする文美。

「……教科書を引き裂いたのが昨日の放課後に行われたとしたら、あーもう、情報が少なすぎますわね。京くんは何か意見はないですか？　ねぇ、京くん？」

　頭を掻かきながら、京太郎に訊ねるドリル。でも、この男は『推理』をする気力がないはずだ。――が、コイツは顎あごに手をやって『推理』のポーズを見せていた。

「そ、うだね……。金田くんの言う通り、犯人は小林くんが帰ったあとの昨日の放課後にやったと考えられる……。だけど……、朝、土手から突き落とされた小林くん……。そして、脅迫めいた文字の刻まれた教科書。これはまるで、ぼくの……。

　……イヤ、ぼくはもう『推理』はしないんだ」

　途中までいい雰ふん囲い気きで思考していたのに、やめてしまう。

「「京くん……

　　京ちゃん……」」

　女子二人は彼の名前を呟つぶやいて、肩を落とした。

「はい、みんな～。ＨホームＲルーム始めますよぉ」

　そこで先生が教室に入ってきて、このイジメともとれる出来事は一旦保留となった。

「先生に相談してみる？」

　文美がオレの耳元で囁くが、「いや、もう少し色々整理したい」と言って断った。

　背中を押した犯人は誰なのか？

　数学の教科書を引き裂いた犯人は誰なのか？

　先生の話を素通りさせながら、オレの身に起こった出来事をずっと考えていた。




　やれやれ、ようやく昼休みかよ。と、心の中で呟く。

　休み時間の度たびに奇き異いの視線で見られて、針はりのむしろ状態だった。

　さすがに教科書を切り裂かれた上に、赤文字で脅迫めいたことが書かれてあったのだから、話題になるのは避けられないだろう。

　まさか、クラスメイトたちが心配してくれてるのか？　……なんて思うが、それはない。結局、話しかけてきたのは幼なじみたちだけだったからなぁ。

「オイ、京太郎。部室で飯食べないか？　ここにいるとさ、どうも肩身が狭い」

　教室を出て行こうとする京太郎に声をかける。コイツもコイツで、オレたち幼なじみがいないところに行きたいんだろうが、今日は我慢してもらおう。

　左足をさすりながら、「肩を貸してくれ」と頼んでみると、仕方ないといった表情でオレの腕をとる京太郎。

「小林くん。痛むんだったら保健室に行ったらどうなんだい？」

「ああ、大丈夫だって。まったく歩けないってほどじゃねーし、明日には治ってるだろ」

　そんな会話を交わして歩き出す。

　しばらく無言で廊下を進んでいたオレたちだったが、そろそろ頃合いかと思い、朝の出来事を切り出す。

「お前、朝のことをどう思う？」

「………………」

　やはりというか、本当に意い固こ地じだ。無視する気なのか、コイツは。

「お前、授業中もずっと朝のことを考えてたんじゃないのか？　うしろから見てると、そんな感じがしたんだけどさ。どこか上の空っつーか」

　勘かんに近いものがあったが授業中のコイツの背中は、『推理』している時のコイツにダブって見えたのだ。

　すると、観かん念ねんしたかのように大きな溜息を一つ吐つく。

「……そうだよ。『推理』をやるつもりはなかったんだけど、長年のことが染みついているのかな。頭で拒否しても身体が勝手にやっている。ははは、まるで条件反射だよね。もうやらないと決めたのにさ。小林くんの身に起こったことだから解決してあげたいんだけど、ね」

　まだ吹っ切れていないのは明白だったが、少しは好転してきていると思いたい。『推理』をしていることを認めたのだから。

　到着した部室の前に立ち、ドアに手を伸ばしながら会話を続ける。

「それで、答えは見えたりしたのか……っと？」

「どうしたんだい？」

　一向にドアを開けないことを不ふ審しんに思ったのだろう。京太郎のヤツが首を傾げて、問いかけてくる。

「いやな、鍵かぎが閉まってるぞ。……先生、昨日から鍵かけっぱなしなんだな。仕方がない、とりに行こうぜ」

「わざわざとりに行くのかい？　わかったよ、もう……」

　めんどくさそうに言いながらも、要よう望ぼうに応えてくれた。

　オレは、今日中にコイツを説得するつもりで連れ出した。そうしなければ、文芸部の文化祭の出し物である文集が大変なことになる。

　クラスの出し物の作業が明日の放課後から始まるワケで、どれだけ忙しくなるかは火を見るよりも明らかだ。オレたちは文化部なのでだいぶ免めん除じよされているが、時間がないのは事実だった。

　だから、コイツとサシで話すためにできるだけ邪じや魔まが入らないところ、つまり部室を使いたい。

　職員室に辿たどり着くと、「失礼します」と挨あい拶さつをして中に入る。

「中村先生は……っと」

　担任の中村喜き久く子こ先生の机がある方向に視線を向けると、

「…………寝てるよな」

「…………寝てるね」

　先生は机に突っ伏してお休み中だった。無む防ぼう備び過ぎるというか、いいのか教師。まぁ、昼休みは、教師にとっても休憩時間なのだから寝ていてもいいのかもしれないけどさ。

　とりあえず起こそう。部室の鍵が欲しいし。

「先生、起きてくれよ」と言いながら、肩を揺すってみる。

　すると、先生は勢いよく飛び起きて、

「ひゃ、ひゃい、いったぁ！」

　膝ひざを机にぶつけて床に転がる。

　そして――、

　机の上に乱らん雑ざつに置いてあった物が、彼女の上に降りかかったのだった。

　教科書や辞書などの山に埋うもれる女教師の姿。

「ふぇーん」

「起こしただけなのに、大変なことになってしまった……」

　オレは本を掻き分けながら、子供のような涙声を上げる先生を急いで掘り起こす。

「大丈夫ですか、先生？」

「ええ、先生は大丈夫ですぅ。でも、なんてことしてくれたんですか、小林くん。片づけ手伝ってくださいよ」

　頰ほおを膨ふくらませて怒る教師。しかし、この状況を見て思う。確かにオレが先生を起こしたせいかもしれない。だけどさ、机の上を散らかしすぎていた先生にも原因はある。

　さすがに三人で片づけを行うとあっという間に終わったのだが、いつの間にか京太郎のヤツが何かを手にとって食い入るように見つめていた。

「京太郎。勝手に見てると叱しかられるんじゃないのか……ん？」

　たしなめるつもりで言葉をかけるが、オレも気になってしまい、思わずチラリと視線を向ける。

　それは写真の入ったパスケース。

「これ、先生か？　小さいな」

　写真には、中村先生らしき幼い少女と、……高校生くらいの少年の姿が写っていた。

「いや、先生じゃないのか。先生って子供いたんですか？」

　不思議に思って、疑問が口を突いて出る。

「いませんよぉ。先生に子供がいるように見えるんですか？　結婚もまだなんですけど」

　プリプリする中村先生。いや、だってなぁ。

　なぜなら、その写真に写っていた高校生は……、

　ここにいる明智京太郎そっくりなのだった。

「なんで、お前が写ってるんだよ？」

　首を傾げるオレに「落ち着きたまえよ」と声をかけながら、熱心に写真を見つめている京太郎。

　やがて顔を上げた少年は、先生に訊ねた。

「先生。この男性は、明智京けい吾ご。――ぼくの父ですよね？」

「そうですよ、明智くん」













　彼の問いかけにニコリと微笑ほほえんで答える先生。その事実に、オレは驚きの声を上げる。

「ええっ！　先生って、コイツの親父さんと知りあいだったのかよっ？」

「そうなのよ、ビックリよねぇ」

　アンタのことなんだけどな。先生が驚きよう愕がくしてどうするよ。

　しかし、どういう知りあいなんだ？

　京太郎に視線を向けると、沈んだ様子で俯うつむいていた。

　そうだよな。コイツは夏休みの旅行の時に言っていた。両親の手がかりを探していると。ナーバスな話題だ。

　顔を上げた京太郎が決意したように、口を開く。

「少し聞かせてもらっていいですか、この写真のことを」

　彼の真ま面じ目めな雰囲気を感じとったんだろう。先生ははぐらかすことなく、話し始めた。

「その写真の男性は、明智京吾さん。

　先生が小さいころ、えーと、小学生のころね。近所に住んでいたおにいさんなの。京吾おにいちゃんには、たまに勉強を見てくれたりしてすごく優しい人だった。

　京吾さんの勉強を教えてくれる姿がステキで、大きくなったら学校の先生になるんだって、そんな夢を持つようになったの。運良く教師になることができたんだけどね。

　だから、京吾さんは先生の先生になるの。とっても尊敬している人なのよ」

　昔のことを語る先生は、すごく活き活きとしていた。きっと先生にとって京吾おじさんは、憧あこがれの存在だったのだろう。ひょっとしたら初恋の人だったのかもしれない。

　そんなことを感じさせるほどキラキラとしていた。

「それでね。ある日、京吾さんが引っ越すことになってね。引っ越し先は同じ市内だったけどね、やっぱり子供としては遠くに行っちゃうって感かん覚かくなのよね。都会みたいに電車やバスが何本もあるってワケじゃないし。駅から駅への間かん隔かくも長いしね。それから会うこともなくなっちゃった」

　先生の話は、そこで終わる。

「そうですか……」

　明らかに落らく胆たんした表情の京太郎。残念ながら、コイツの両親の手がかりにはならなかったからだろう。

　だが、腑に落ちないことがある。

「先生は、京太郎が京吾さんの息子だってことは知ってたんですか？」

　中村先生は京太郎に事件を持ち込んだりするなど特別視はしているが、父親と知りあいだったって話は聞いたことはない。初耳だ。

「いいえ、知らなかったわ。似ているなとは思っていたけど、ね。気がついたのは最近のことなのよね。え、えーと、夏休み中に生徒のプロフィールを整理している時にね」

　なるほど。……何かが引っかかるが、答えとしてはおかしなところはないと思う。

「すみません。色々と父の話をしていただいて。――では、失礼します」

　話を終えたオレたちは、鍵をもらって職員室をあとにする。

「しかし、中村先生がお前の親父さんと知りあいだったとはねぇ。これは、あれだよな。世間は狭いっつーことだ」

「ああ、そうだね」

　部室の前で立ち話をしながら鍵穴に鍵を差し込んで捻る。しかし、京太郎の様子が少し変わったように感じる。――いや、明らかに変わったな、こりゃ。

　原因は多分アレだ。さっきの中村先生の話。コイツの父、明智京吾さんのことだろう。

　父の手がかりを摑んだと思ったのかもしれない。だが、現実は違った。わかったのは、先生と京吾さんが小さいころに遊んだ時期があるということだけ。

　せっかくの手がかりだったが、残念な結果に終わってしまった。

「よっと……」

　部室のドアを引く。先ほどまでと違って今度はいとも簡単にスライドした。

　しかし、部屋の中は薄暗い。まだ昼だというのに、異様なまでの暗さだった。

　ぞくりとした寒気に震ふるえながらも、その原因を指さす。

「オイ、京太郎……。アレは……。なんで、積み上がってる？」

　それを見ながら青い顔を貼りつけ、声を絞り出す京太郎。

「朝からどうもおかしいと思っていたんだ……」

　部室の中央に置かれた教卓を軸じくに、まるでタワーのようにそびえる机が、オレたちに陰を落としていたのだ。

　この光景を知っている。

「ぼくの書きかけのミステリー小説そっくりじゃないか……」

　今、京太郎が口にした言葉がすべてだ。これは夏休みの時、強制的に読まされたコイツの書きかけミステリー小説の中にあった文芸部の密室だ。

　この目の前に積み重なったタワーで、すべてが繋つながる。

「小林くんが誰かに突き落とされたことも、引き裂かれた教科書が机の中に入っていたことも……全部、ぼくの書いていたミステリー小説で起こっていたことじゃないか」

　事件の起こる順番が入れ替わっているが、

　何者かに突き落とされた。

　教科書をズタズタに引き裂かれた。

　そして、部室内で積み上げられた机。

　京太郎が書いていた小説の模も倣ほうに他ならない。

「見立て……か」

　これは何かを訴えるための見立て事件。犯人は、著ちよ者しや明智京太郎にメッセージを投げかけているに違いない。

　だからこその見立てであり模倣。オレが背中を押されたことも、教科書が切り裂かれていたのも、この部室の机タワーに繋がっていたのだ。

　そこでオレは声を上げる。京太郎の書いたミステリーだとすれば、このタワーの下に埋もれているモノは……。

「京太郎！　机の下！　この前読まされたお前の小説通りなら、この机の山には中村先生の遺い体たいがあったはず」

「え……、ああ、そ、そうだったね……」

　オレの言葉に、緊張した面持ちで机の下を覗のぞき込む京太郎。

　そして、何か得体のしれないものでも見つけたのか、

「うわぁぁぁああっ！」

　恐怖の入り交じった悲鳴を上げて、

　部室から――走り去った。




　オレも急いで机の下を覗き込む。

　この位置からでもかろうじて視認できたのは、

　――茶色く長い髪の毛。そして、赤い衣服。

　それは確かに、

　机の下に何かが埋まっている証拠だった。




　　　　◇




「オイ、京太郎！」

　一人残されたオレは、逃亡したバカ野郎を追いかけるしかないわけだ。

　あっちに行ったりこっちに行ったり、至し極ごく大変な昼休みだ。

「はぁはぁはぁ……」と、息を切らせながら京太郎を追いかけて階段を駆け上る。

　やがて見えてきた扉を開け放つと、青い空の下に京太郎が寝転がっていた。

「おい、テメェ、逃げてるんじゃねぇよ。さすがのオレでも今の状態じゃあ、あの机は下ろせねぇだろうが」

　イヤミのように左足首をさすりながら、言ってやる。

　しかしヤツは、オレの言葉を気にした様子もなく空を見つめ続ける。

「小林くん、机の下の人物はどうなったんだい？」

　なんだよ。逃げたわりには、結局気になってるんじゃねえかよ。しかし、なんでコイツは逃げ出したんだ？　本当に京太郎らしくない。

「はぁ……」と頭を掻きながら、オレの見てきたモノを告げることにした。

「ありゃ手の込んだイタズラだ。ここに来る前にチラッと見えたが、人じゃなくて人形だった。だから、事件というよりイタズラの部類に入るだろうな」

　京太郎は安心したようで、「そうか、よかった。イタズラだったのか」と呟いた。

　本当に事件が起こってしまったと動どう揺ようしたのだろう。確かに、あの光景を見れば間違えるかもしれない。

「でも、お前。このイタズラめいた事件をなんとかしようと思わないのか？」

　だが、この男はごろんとオレに背中を向けて、呟くように言葉を洩らす。

「知らないよ、そんなこと。いいかい、小林くん。ぼくはもう『探偵』役をする意味を見いだせないんだ。金田くんに頼めば、喜んで解決してくれるよ」

　呆あきれるくらいに、やる気がない。自分の殻からに閉じこもっている雛ひなみたいだ。

　オレはコイツの隣にどっかりと腰を落とす。

　部室での出来事はひとまず置いて考える。この落ち込んでいるバカ一号が『推理』しなくなった理由を問いただすいい機会だ。

　確かに、この前の紫織さんの一件も絡からんでいるかもしれない。だがオレは、それだけが原因ではないと直感的にそう思っていたし、文美や二重ちゃんも気がついていた。なら、何か言い出しにくいワケがきっとある。

「……なんで、事件なんか起こるんだよ。ぼくは、もう『探偵』役なんか放り出して平へい穏おんに暮らしたいだけなんだよ。

　ぼくが事件を望めば、現実に起こってしまう。そんな気がしてならないんだ。だからぼくは、『探偵』をやめることにしたんだ。――でも、事件はまた起こってしまった。それは、心の中のどこかで事件が起こることを望んでいたからなんだ。さっき部室で起こっていた見立て事件もきっとそうに違いない。散々小林くんを引っ張り回した罰ばつが下っているんだよ」

　いまさら反省の色を見せられてもなぁ。まぁ、コイツがこんなことを言い出すのは、かなり重じゆう症しような証しよう拠こである。

　しかし、京太郎が今洩らした理由っていうのは、まだまだダウトの部類。何パーセントかはそうかもしれないが、本気の理由ではないだろう。

「極きよく端たんすぎだ、バカ。お前は神様かなんかか？　お前が思ったくらいで事件なんか起こらないだろーが」

「……でも、現に部室で事件が起こってたじゃないか。どうやらイタズラだったみたいだけど、事件が起こったことには変わりないよ」

　溜息混じりに言葉を紡つむぐ、オレ。

「だいたいなんなんだ、自分が思ったから事件が起こるとかワケわからねぇ。お前は何年も前から『探偵』役をやってきただろうが。乃恵瑠が組み立てたイベントといい、今回のことといい、ただ偶然が重なっただけに過ぎない。オレは、そう思う」

　そこで一呼吸置いて、次の言葉を口にする。コイツが『推理』に拒否反応を示す本当の理由を訊きき出すタイミングは、今しかない。

「なぁ、京太郎。本当の理由を言ってくれ。お前が、『推理』を拒こばむ本当の理由を、さ。なんとなく予想はついているけどな」

　すると京太郎は、ガバリと起きあがりオレの顔を見据える。

「へぇ、予想ねぇ。それはなんだい、小林くん」

　キミなんかにぼくの悩みがわかるものか。そんな言葉が顔に書いてある。だけどな、京太郎。オレは、オレたちは小さいころからずっとつるんでいた。

　お前、――意外と単純で、顔に出やすい性質なんだぜ。

　屋上と校舎を繋ぐ扉に目を向けて応える。

「それは『両親』のこと。お前が悩んで抱え込む理由といったら『家族』のことしかない。二重ちゃんのことだったら、オレや文美、乃恵瑠に相談してくる可能性はあるが、今回はそれがなかった。なら、相談しづらい理由だ。

　両親がいて仲も悪くないオレや乃恵瑠、ケンカばかりしている文美、両親に捨てられたと思っている妹には相談しづらいよな。

　だがな、いい加減にしろよ京太郎！　オレたちは腐くされ縁えんだが、親友でもあるんだぜ。独ひとりで抱え込まずに、相談して欲しかった。そうだろ、なぁ――みんな？」

　屋上の扉に声をかけるオレ。こんなことを京太郎に面とむかって語るのは照れくさかったのと、人の気配を感じたからだ。

　オレの思った通り、扉がゆっくりと開く。

　まるでそれは一学期、京太郎とオレが屋上で対たい峙じした時の状況に似ていた。

　扉の後ろに立っていたのは、文美、二重ちゃん、乃恵瑠の三人。オレと京太郎がなかなか帰ってこないから探しにきたんだろう。心配をかけてしまったようだ。

　二重ちゃんが京太郎に駆け寄り、襟えり元くびを摑んで引き立たせる。

「そうですよ、兄さん。私もそろそろ落ち着いてきています。父と母のことはまだ許せそうにありませんけど、前みたいに癇かん癪しやくを起こしたりしないくらいには、話を聞くことができます。それに、私たちは兄妹でしょ。

　いつもバカな兄さんですけど、父と母のことで悩みがあるなら一緒に考えたいですよ」

　彼女の精一杯の言葉だった。二重ちゃんだっていつまでも子供じゃない。ちゃんと成長しているんだ。

「京ちゃん！　わたしだって同じよ。幼いころ、いつも独りでいたわたしを仲間にしてくれたのは京ちゃんでしょ。京ちゃんはわたしの初めての友達なんだから、ね。独りで悩んでいないで、一緒に悩んで解決しましょうよ」

「そうですわ、京くん。わたくしたちは『探偵』のライバルですけども、仲間であることには変わりませんわ。おバカなことをやって遊び回った少年時代少女時代を忘れたとは言わせませんわよ」

　そうだよ。文美も乃恵瑠も友達で仲間だ。きっと、この場にいたとしたらケンちゃんやみさちーも同じようなことを訴えるだろう。

「京太郎。お前には、これだけの親友なかまがついているんだぜ。抱えてる悩みなんてすぐに解決できる。わかったらとっとと話しやがれ！」

　悩めるバカ一号から二重ちゃんを切り離して、座らせる。

　話してくれるかどうかは、コイツ次第。

　頼むよ京太郎。オレたちは、自己中でみんなをかき乱す元のバカなお前の方が、好きなんだ。そうじゃないと、どことなく調子が出ないんだよ。

　全員が京太郎に注目する十数秒の沈ちん黙もく。

　それを、微笑みを浮かべた京太郎が、

　――緩ゆるやかに破った。

「ありがとう、みんな。ぼくは意固地になっていじけていたみたいだ」

　そして、ようやく重い口を開いて、語り出した。

「ぼくはね。このまま推理力を磨みがいていけば、いなくなった両親を見つけられると考えていたんだ。なぜ、二人はいなくなったのか？　その理由がきっと推理できる。そう思っていたよ。だから、ずっとがんばってこられた。

　……両親がそれぞれ愛人をつくって出ていったっていうのは、ぼくが作り上げた噓うそさ。

　ぼくの両親は、二年前のある日から帰ってこなくなった。その理由がまったくわからなかった。二重に訊かれても説明なんてできるはずもなかったんだ。

　だからとっさにそんな噓をついた。ぼく自身も実際に捨てられたって思ったからね。その恨うらみもあったんだよ、きっと」

　ああ、わかっていた。多分そうなんじゃないだろうかと思っていた。あの仲の良かった京吾さんと一かず恵えさんが愛人をつくって子供たちを捨てたなんて話、到とう底てい信じられるものではなかった。

　さて、と。

　オレは二重ちゃんの肩をがっしりと摑む。目をギラギラとさせて、今でも京太郎に飛びかかろうとしているからな。

　コイツのついた噓のせいで、二重ちゃんはグレて大変なことになったのだ。

「シュウさん、放す。私、兄、殴なぐる」

　片言で言葉を落とす二重ちゃん。本気で怒っている証拠だ。しかし、それは後回しにしてもらって、オレは額ひたいに汗を浮かべて震える京太郎に話の続きを促うながした。

「え、と……。二重を絶対放さないでくれよ、小林くん。

　それで、この前の旅行のことは憶おぼえているかい？　あそこの近くにある灯とう台だいは、ぼくの両親の思い出の場所なんだ。父の日記に書いてあったからね。

　――だけどそこで、男女の心しん中じゆう未み遂すい事件があった」

　記憶を辿る。その話、どこかで……。

　そうか、新聞か。市立図書館で新聞から事件を探していた時のことだ。確か、地方紙にその記事が載っていた。

「その心中未遂、命には別状がなかったのは幸いなんだけど、ね。でも、ぼくはその事件で思い知ってしまったんだ。

　ぼくが事件を望めば、起こってしまう。

　ぼくの知らないどこかで、ぼくの両親はその心中と同じことをしたんじゃないか、両親はもうこの世にいないんじゃないかってね。そう思ってしまったから、きっと両親も同じ目に遭ってしまったんだ。

　あの夏休みの旅行。部屋の中央に倒れている紫織くんを見て感じた、生きた人間から流れる赤い血。――命の危険。そんな状態に父が、母がさらされてしまったかと思うと、怖くて……、本当に怖くて仕方がなかった。

　もう何もできない。推理しても無駄なんじゃないかって。――なんて考えてしまうと、推理もできなくなってしまったんだ」

　そう言い切って、話を終える京太郎。その表情は重く辛しん辣らつだった。目一杯悩んだんだろう。好きな『探偵』を拒絶してしまうほどに。

　しかし、それはらしくない。明智京太郎という少年には似つかわしくない答え。オレのイメージから来る偶ぐう像ぞうの押しつけかもしれないが、それでもオレはコイツに言いたい。

「お前は、本当に明智京太郎なのか」……と。

　その言葉を聞いた京太郎は、目を丸くして動どう揺ようを見せる。だがオレは、止まらない。止まってやらない。

「バカか。ありえないんだよ。お前が思う程度で事件が起こるなら、お前が毎回言っていたようにオレが犯人のハズだろーが。だけど、実際には違っただろ。

　だから、ちょっとはその小利口な頭で考えろよ。いいか、お前の両親が心中したなんて確証はないだろうが。便りがないのは元気な証拠っていうよな」

　何か言い訳を挟み込もうとするコイツを黙らせるように、言葉をかぶせる。

「仮にだ。お前の両親が心中してたら、警察から連絡がくるだろ。日本の警察ってな、世界的に見ればすごく優秀なんだよ。その警察から二年間も連絡がないとなれば、どこかで生きているってことだろーが。

　お前はただテンションが落ちただけ、ちょっと疲れただけだ。燃え尽きてもいないのにへこんでるんじゃねぇ。いつものポジティブさはどこにいった？　もう少しがんばってみろよ。お前がそんなんだと、オレたち全員の調子が狂うんだよ！」

　言いたいことを全部ぶちまけてやると、このバカ野郎は俯いて肩を震わせていた。

　少し言い過ぎたかと罪悪感が脳のう裏りを過よぎるが、イヤイヤ言い足りないと否定する。

　目を覚ませ、京太郎。お前は『探偵』役をやっている時が、一番活き活きとしている。

「わたしは、いつもの京ちゃんがいいの。自信に満ちあふれている京ちゃんがいいのよ。悩んでウジウジしているのは、京ちゃんらしくないわ」

「文美ちゃんの言う通りですわよ、京くん。あなたはわたくしのライバルなのですから、元気がない京くんは、張りあいがありませんわ」

　文美と乃恵瑠の言葉に続ける。

「お前の両親捜しはオレたちも手伝うからさ、いつものお前に戻ってくれよ。オレたちが力をあわせれば、できないことなんてないだろ。なぁ？」

　一同、固かた唾ずをのんで俯く京太郎を見守る。

　すると、ヤツは顔を右手の平で覆おおってクツクツと笑い、「そうか……」と言葉を落とすように発した。

「そうか、そうか、そうだよね！　ありがとう小林くん、みんな。よく考えればすぐにわかることじゃないか。ぼくの両親がそんなに簡単に自ら命を絶つなんてことないからね。はっはっはっはっ……、はっはっはっは……」

　顔を手で覆ったまま、天を見上げる京太郎。ようやくいつもの調子が戻ってきたようで、一安心だ。

　それは女性陣も同じ気持ちのようで、文美はへたり込み、乃恵瑠は緩んだ頰を見られたくないようにプイッとそっぽを向いていた。

　若干一名憤慨している方がおられるが、それは今晩家族会議でもしてもらいたい。ある意味、二重ちゃんが一番の被害者だからな。じっくり話しあう必要があるだろう。何かあればオレに相談するように言っておこう。

　何はともあれ意固地になった京太郎のストライキはこれで終わりを告げた。ようやく七しち面めん倒どうな文化祭の文集作成作業を再開できる。

　やると決めたからには、やり抜く。それが大切だろ。

　空を仰あおいだままの京太郎に視線を向ける。

　ま、指の間から零こぼれ落ちた水は、見なかったことにしておいてやるよ。




　　　　◇




　――放課後。オレたちは復活を果たした京太郎に連れられて、文芸部部室の前に立っていた。

「じゃあ、さっそく検けん証しようしようじゃないかっ！」

　ヤツは嬉しそうに扉を開け、机が高く積まれた部室に足を踏み入れる。よほど『探偵』役をやりたかったんだな。我慢は身体に毒ってことが身に染みてわかったことだろう。

　部室は、昼休みに目撃した光景そのままが広がっていた。

　問題の人形は他の机の群れに埋もれている教卓の中に上半身を潜り込ませる形で倒れているため、引っ張り出すにはまずは周りの机をどかさなければならない。

「面倒だわ、本当に。乃恵瑠ちゃん、そっちを持ってくれないかしら？」

「なげやりに動かさないでくださいな、文美ちゃん。崩れてきたら危ないですわよ」

　ブツブツ言いながら作業する文美と慎しん重ちよう派はの乃恵瑠。

　オレも手伝うために輪に加わるが、

「シュウさんは足を怪我しているんだから、そっちに座っててください。それから、兄さんは馬ば車しや馬うまのように働け！」

　と、二重ちゃんに止められる。痛みがまったくないので忘れていたぜ。

　仕方なくというか遠えん慮りよなく彼女の厚こう意いに甘えて、こき使われている京太郎を見やる。

「兄さん、その机から降ろして。そっちの机に当たらないように気をつけてよ」

「はい、わかりました」

　バカ一号は、ビクビクしながら妹の言う通りに動いていた。とっさのことだったとはいえ、『自分の両親がそれぞれ愛人つくって出ていった』なんて仰ぎよう々ぎようしい噓を吐くからだ。自業自得なので、フォローも何もしてやる必要はない。誠せい心しん誠せい意い二重ちゃんに尽くして、許して貰うしかないだろう。

　五分程度眺めていると、ようやく上に積み上がっていた机が取り除かれて目的の教卓の全ぜん貌ぼうが現れた。

「どっからどう見ても、人形よね。……っと、柔らかいけど重っ」

　教卓の裏からズルズルと人形を引き出して、「ふう」と一息吐く文美。

　人形というよりは人の形をしたぬいぐるみと表現した方がわかりやすい。外側はフェルト生地で、中身は綿だったからだ。それに服を着せている。

「しかし、丁てい寧ねいに茶髪のかつらまで被かぶせてありますね。遠目から見たら中村先生っぽいですよ。やっぱりこの事件は、兄さんの小説になぞらえた見立てなんでしょうか？」

　人形を指でつつきながら、疑問を口にする。

「ええ、そうでしょう。修司くんの身に起こった数々の出来事。そして、この部室の状況から考えるに、京くんが書いていたミステリー小説の内容に酷こく似じしすぎていますわ。確かに起こった順番は違いますけど、ここまで似ているのなら『見立て』もしくは『模倣』ということになります」

　顎に手を当てて思考しながら、二重ちゃんの疑問に律りち儀ぎに答える乃恵瑠。そこへ、文美が手を上げて口を挟んだ。

「はいはい！　それって、つまり――」

　そこで彼女は言葉を止めて、探偵役に視線を向ける。コクリと頷うなずいた京太郎は、コツコツと部室内を歩き出して語り出す。

「……そうなんだ。この事件は、ぼくが書いたミステリーそっくりだよね。そして、ぼくがその小説を見せた人物は、四人だけ」

　教卓がいつも置いてあった場所に立つと、唇を尖らせながら身近の椅子をたぐり寄せて座る。本当は教卓に座りたいが、その教卓は部室の真ん中にあるため、運ぶのが面倒なので椅子で妥だ協きようしたってところか。

「その人物とは、二重、小林くん、玉たま村むらくん、金かね田だくんに他ならない」

　二重ちゃんが、京太郎のセリフに驚きの声を上げる。その意味に気がついたんだろう。

「それって、まさか。――犯人は」

　満足げな顔で頷いた探偵は椅子の上にバッと立ち上がると、右手を突き出して言い放つ。そのセリフを言いたくてウズウズしてたんだろうな。ものすごく嬉しそうだ。

「そうだよ、二重。この事件を起こした犯人、『推理小説模倣犯』はこの中にいる！」

「さすが京ちゃんね！　パチパチパチパチ」

　盛大な拍手を送って場を盛り上げるバカ二号こと、玉村文美。

「そうなりますわよね。わたくしたちしか京くんの小説の内容を知らないんだから」

　そこまでの京太郎の推理には異存ないらしく、乃恵瑠も肯こう定ていの意を示す。

　――明智京太郎。

　――明智二重。

　――玉村文美。

　――金田乃恵瑠。

　――小林修司。

　オレたちにしか京太郎のミステリーを真ま似ねることができない。

「……でも、ここからですよ。誰が一番怪しいか」

　全員の顔をぐるりと見回す二重ちゃん。

　それを生暖かい目で見守る京太郎たち。

「二重……。もしかしてわかっていないのかい？」

「こんなこと実行できるのは一人しかいませんわよ」

「そうよね、文美ちゃんでもわかっちゃったわ」

　本当にわからないのだろう。目を丸くするおかっぱ少女。無理もないかもな。一人だけ一年生で、オレたちのクラスにいなかったのだから。

　そうなると、二重ちゃんは犯人ではない。

　残ったのは京太郎、文美、乃恵瑠、オレの四人。

「それじゃあ、指さしてみようか、玉村くん、金田くん。その犯人とやらを、ね」

　ニヤニヤしているお三方が、京太郎の号令と共に指を一斉に一人の人物に向けた。




「犯人は……」

「あなたですわっ」

「シュウ！」




　突きつけられる三本の指。

　その先にいたオレは、激げつ昂こうしたかのように叫び返す。

「なんだと、オレが犯人だと……。証拠はあるんだろうな、お前らっ！」

　すると、待ってましたと言わんばかりの満面の笑みを貼りつけたコイツらは、一人ずつ根こん拠きよを口にしやがる。

「この人形だけど、演えん劇げき部ぶから借りてきたものよね。確かシュウは、演劇部の副部長である委員長ちーちやんに話があると言っていたわよね。

　それから、昨日の放課後のことだけど。部室に鍵がかかっていると言ってわたしを部室から遠ざけたのは誰だったかしら。あれって部室の中を絶対に見られたくなかったからでしょうね」

　と、文美が言う。

「次に、引き裂かれていた数学の教科書ですけど。あれは中学の時の教科書ですわ。うまく偽ぎ装そうしたかもしれないですけど、わたくしの目は誤ご魔ま化かされませんわよ。

　それに、もう使わない古い教科書を前日の内に用意していたと考えると辻つじ褄つまがあいますもの」

　と、乃恵瑠が口を開く。

「そして、小林くん。キミはどっちの足を怪我したんだい？　朝と昼休みとでは引きずっている足が反対になっていたよ。実は、怪我なんかしていないんじゃないのかい？

　なぜなら、ぼくたちは誰一人としてキミの背中を押したという人間を見ていない。キミが押されたと言い張ってただけの自作自演。

　そう推理すると、全部に説明がつくんだよ。ぼくが屋上に行った時に、怪我をしているはずのキミがすぐに追いついてきたのは少し変だったからね」

　と、京太郎が言葉を紡ぐ。

　それから、全員でオレに視線を向け、

「――なので、小林修司」

「あなたが」

「犯人よ」

　息ピッタリにオレを追いつめる幼なじみたち。

　事態が飲み込めていないのは二重ちゃんだけだが、彼女に説明するためにも自白タイムは必要だよな。やれやれと思いながら、なんとなく嬉しい。本当に京太郎がいつもの調子に戻ったからだな。それに呼応するように、みんなの調子も上向きになっている。

　だから、全部認めて肯定する。

「そうだよ、オレが犯人だ。まぁ、なぜこんなことをやったのかは言うまでもないが、京太郎のためだ。お前の小説をなぞらえて見せれば、きっと探偵として復活すると思ったからだ。ケンちゃんの発案だけどな」

　まずは、昨日の昼休み。

　文美に紹介してもらった演劇部の副部長ことクラス委員長に頼み込んで、ダミー人形を一体なんとか借りた。これは、上から落としたりなど危ない役をやってくれるためのスタントマンみたいなものだ。

　それにかつらを取りつけ、適当な服を着せて文芸部の部室に運び込んだ。あとは床の中央に人形を寝かせて机を積み、事情を話した中村先生に借りた鍵でドアを施せ錠じようする。

　切り裂かれた教科書は、乃恵瑠の指し摘てきの通り中学二年の時のやつを家で破って持ってきていて、事前にセットしておいた。中二の教科書を選んだのは、オレが高校二年なので、二年をあわせたかったという理由だ。

　――残るは階段落ちだが、さすがにわざと転げ落ちて怪我するのもイヤなので、土手で背中を押されて足をくじいたと言い張った。

　以上が、画かく策さくしたすべてである。

　告白し終えたオレは、最後につけ足す。

「お前の書いていた小説は、ここまでしかなかったから本当の犯人はわからずじまいだけどな。だからさ、早く続きを書いてくれよ」

　……そう、京太郎の書きかけの小説は、未完なのだ。

　京太郎とその相あい棒ぼうのオレが、中村先生を殺した犯人を追うというストーリーなのだが、登場人物は、文芸部メンバー＋殺され役の中村先生だけしかいない。

　さすがに登場していない『七人目』が犯人というミステリーにあるまじきことはしないと思うので、この中に犯人がいるように創そう作さくしているはずだ。

　なので、オレが起こした今回の事件は細部がかなり違うものになってしまっている。

　小説では部室は密室だったし、中村先生が殺されてからオレをターゲットにした脅迫状が届くのだ。

　京太郎が中二くさい特殊能力を持っている中々ぶっ飛んだ内容だが、あれはあれでバカバカしくて面白いと思う（ただ、オレの扱いが酷いけどな。～ッスとか言わねーし）。

　オレがそう伝えると、

「そうだね、小林くん。がんばって完成させるよ」

　やる気になった京太郎が笑みを浮かべた。

　オレも釣られて笑みを浮かべながら、女性陣に視線を向ける。すると、なんか怒ってらっしゃる二人がいた。

「ねぇ、シュウさん。足を怪我したって言うから、すごく心配したんですよ」

「切り裂かれた教科書を見た時、とてもビックリしましたのよ、わたくし。修司くんが本当にイジメられてると思って」

　ニッコリと不気味に笑う二重＆乃恵瑠。

「えーと、すまん。全員騙だまさなきゃ、今回のコレは成立しなかったんだ」

　しかし、いまさら謝っても遅いようで、青筋を立てた二人の少女はオレの頰に左右から紅葉もみじを色づかせるのだった。――ビンタともいう。

　ひりひり痛む両頰を撫なでながら残りの机や椅子を元に戻していると、青い顔をした文美が何か折り畳まれた紙を差し出した。

「ねぇ、シュウ。人形にこんなのが入ってたんだけど」

　それを受け取りながら軽く説明する。オレには心当たりがあったからな。

「ああ、これはアレだ。京太郎の小説には、人形に脅迫状がついていただろ。それを一応再現しただけだ。『小林修司、次はお前だ』だったハズ」

　そのままポケットに入れようとしたところで文美に止められる。

「シュウが言った内容と違うことが書かれていたんだけど」

　その言葉に、机を持ち上げていた京太郎たちも作業を止め、近寄ってくる。

　は？　何言ってんだ、お前。そんなバカなことが。

　みんなの前で紙を広げて、内容を確認する。

「ほらな。『これ以上、あの事件に関わるな。これは警告だ』って……オレの言った通りだろ……ん？」

　そう口にした瞬間、辺りを沈黙が支配した。

「……なんか違うよね」

「……ですわね、京くん」

　二人の探偵が声をひそめて頷きあう。

「またドッキリなのかしら、シュウ？」

　呆れたような視線がオレを突き刺す。

　おかしい。こんなことを書いた憶えはない。白い目で見る幼なじみたちに、心の声で怒鳴り返す。オレが知りたいよ！

　バリバリと頭を掻きながら思考していると、

「シュウさんの言っていた紙ってコレですか？　そこに落ちていたんですけど」

　二重ちゃんがクシャクシャに丸められたルーズリーフを投げて寄こした。

　慌ててそれを摑み取り、開いてみる。

　そこに書かれていたのは『小林修司、次はお前だ』の文字。確かにオレのつくった脅迫文だ。

　なら、片方の手にあるこの紙は一体なんだろうか？

『これ以上、あの事件に関わるな。これは警告だ』

　文字をもう一度読み返してみると、薄ら寒い不気味な怖気が、背中を登ってきて――。

「あの事件ってなんでしょうか？」

　二重ちゃんの言葉でハッと我に返る。

　思い浮かぶものといえば……、オレが首を突っ込もうとしていた『二年前と今起きている空き巣』の件。そして、乃恵瑠が執しゆう着ちやくしている『十年前の強盗事件』の二つ。

　昨日人形を運び入れた時には、こんな紙はなかった。断言できる。――なら、オレたち以外の第三者が、ここに出入りしているということだ。

　さっき考えていたことが脳裏に浮かぶ。

　京太郎の小説には登場する予定がないはずの人物『七人目』。

　それが、ここにいたという証拠なのだ。

　――なら、その『七人目』は、いつ脅迫状を置いたのか？

　昨日の昼休みから今日の昼休みまでは、部室には『鍵』がかかっていて入れないはずだ。

「小林くんじゃないとすると、ぼくたちが鍵を開けた今日の昼休みから放課後までの間しか脅迫状を置く時間はない……。でも……」

　京太郎が、部室内をウロウロしながら呟く。

　ヤツの言う通りなら、この部室に入れる人間が犯人となる。なり得るわけだが、それこそ……、『誰でも』。この学校に通う生徒、勤つとめる教師。すべてが容疑者といえるのかもしれない。

「ダメだよ……。情報が足りなすぎる」

　音を上げて座り込む探偵役。復活したばかりで、推理がうまくできないのかもしれない。

　手に持つ紙に目を落とす。




『これは警告だ』




　不気味で悪意が見え隠れする脅迫文。

　オレは心配になって金髪お嬢様に声をかける。

「オイ、乃恵瑠……」

「イヤですわ。わたくしは脅おどしに屈するつもりはありませんもの」

　ドリルをばさっと右手で払いながら口を開く。あー、そうくるよな。

　このドリル女の決意をひっくり返すほどの案が浮かばない。だったら、仕方ない。

「お前、気をつけろよ。つーか、お前だけ家が遠いから、しばらくの間、送り迎えをやってやる。だから、決して外で一人になるな。いいなっ！」

「え、あ、……はい！　よ、よよよ、よろしくお願いしますわ」

　花が咲いたかのようにほころぶ乃恵瑠を見ながら、考えていた。

　帰って自転車の整備をしなければ……と。

　そんなところで、なぜか、――なぜか不機嫌な二重ちゃんに太ももをつねられた。なんなんだ、意味がわからん。

　二重ちゃんを引き剝はがしたオレは、もう一度脅迫状に目を向ける。




　イヤな予感がする。

　何かとんでもないことが起こっているような、そんな不安が、

　――オレの中でぐるぐると渦を巻いていた。







































　中なか村むら先生を殺害した容よう疑ぎ者しやは三人。

　――英語のテストの点数が悪く中村先生にしかられた金かね田だ乃の恵え瑠る。彼女には、先生を殺す強い動どう機きがあるし、最近小こ林ばやしくんと口げんかをしていた。

　――担任の中村先生とそりがあわず、いつも反抗的な態度をとっていた玉たま村むら文ふ美み。先生と仲の悪い彼女なら、突発的な犯行をしてしまう可能性がある。彼女が犯人だとわかるようなことを小林くんが握にぎっているとしたら。

　――ぼくの妹、明あけ智ち二ふた重え。二重は文ぶん芸げい部ぶぐらいしか顧こ問もんの中村先生との接点はなかったが、隠された繋つながり『ミッシングリング』があるのかもしれない。

　そう、容疑者はこの三人だと思っていた。だけど、それがそもそもの間違いだった。

　謎なぞはすべて解けた。解けてしまった。こんな結末なら、解けてしまわない方がよかったかもしれない。

　でも、ぼくは探たん偵ていなんだ。事件を解決して、悪を暴き出さなければならない。

　まず犯人は、中村先生の遺い体たいに部室の鍵かぎそっくりの鍵を握らせ、本物の鍵を使って扉を施せ錠じようする。

　そして、ぼくと一緒に遺体を発見して部室の鍵（偽）を見せ、部室が密室だったと誤認させる。それから隙を見て、鍵を本物にすり替えればいい。

　あとは容疑者から外れるために、自分が狙ねらわれているかのように振る舞う。

　それができたのは、ただ一人。

　ぼくは、その人物に向けて言い放つ。

「犯人はキミだ」と。

　中村先生を殺害した犯人は、――彼だった。

　……小林修しゆう司じ。

　何年も助手をやってくれていた小林くんが、先生を手にかけたんだ。その事実を突きつけられたぼくは、哀かなしくて涙がこぼれ落ちる。

「なぜなんだ、小林くん。どうして、先生を殺す必要があったんだ？」

　無表情で立っている彼にワケを問いただす。

　すると小林くんは、口元に自じ虐ぎやく的てきな笑みを浮かべて言葉を発した。

「簡単なことッス。中村先生から脅きよう迫はくされていたんスよ。この前の中間テストでカンニングやってしまって。

　もう限界だったんス。これ以上赤点を取ったら確実に留年してしまう。京きよう太た郎ろうさんの助手としてやっていくには、進級するにはなんとしてでも赤点を免まぬがれるしかなかった。

　でも、そのカンニングが中村先生にバレた。

　そうしたら、先生は毎日毎日お菓か子しを要求した。誰だれにもバラされたくなかったらポテチを用意しろ、チョコを用意しろってね。オレの月の小こ遣づかいやバイトで稼かせいだ金は、全部先生の腹の中ってワケッスよ。……だから、殺やってやったんス。

　仕方なかったんス。進級するには……、オレの財産を守るにはそれしかなかったッス」

　そこまで一気に吐き出すと、観かん念ねんしたかのように膝ひざをつく。

　学業のことで思い悩んでいたのか、小林くん。だったらなぜ、ぼくに相談してくれなかったんだ？　そうすれば、この天才的な頭脳を駆く使しして勉強を見てあげたのに。

　それから中村先生が生徒を脅迫していたとは。

　学生が自由にできるお金は微び々びたるものだ。特に小林くんのような苦学生から巻き上げるなんて……。小林くんが溜ため込んでいた恨うらみつらみは相当なものだったと思う。稼いでも稼いでも、先生に貢みつぐ日々。

　成績と脅迫の板挟みでついに小林くんの我慢は限界に達し、決けつ壊かいしたダムから流れ出る暴水のように犯行におよんだのだろう。

　たった一回のカンニングが、小林くんと先生の人生を歪ゆがめてしまった。

「哀しい真しん相そうだ。まさかぼくの右腕の小林くんが、犯人だったとは……」

　かくして事件は、ぼくの手で解決を迎えた。

　ぼくは名めい誉よと引き替えにかけがえのないものを失ったのだ。

　だけど、それは探偵の宿しゆく命めいなのだろう。たとえ身内であっても、罪を犯したなら断だん罪ざいしなければならない。

　警察に連行される小林くんを見送ったあと、赤い夕焼けを見上げて幼いころのぼくたちの姿に想いを馳はせる。

　自由で屈くつ託たくのないぼくと小林くんが草原を走り回っていた。

　――とても哀しい想い出だった。




　　　　◇




　あの脅迫状が送られてきてからずいぶん経たつが、何事もなく忙しい日々が過ぎ去った。あれはただのイタズラだったんじゃないかと、みんなが思い始めていたころである。

「なんじゃ、こりゃ」

　文化祭を明日に控えた土曜日。ようやく完成した文芸部の文集『文集』（オレがゴリ押ししたタイトルだが、ややこしいな）の冒ぼう頭とうに掲けい載さいされている京太郎のミステリー小説を読み終えた。

　完全復活を遂とげた京太郎は一気に小説を書き上げたのだが、コイツらしいというかなんというか、ノリノリだった。

　いつも通り部室に置いてある教きよう卓たくの上に腰掛けるバカに、文句をぶちまける。

「結局、オレが犯人なのかよ！　この前、オレがやったやつとほとんど同じトリックじゃねえか！」

　密室だけは再現できなかったが、自作自演というところが丸パクリである。文美か乃恵瑠が怪あやしいと睨にらんでいたオレの推理は大はずれだった。

「いや、そう言われてもさ。ぼくは最初から小林くんを犯人にするつもりだったし」

　満面の笑顔で答える京太郎。どうやらオレが、推すい理りをミスって犯人を間違えたのが嬉うれしいらしい。

　その笑みを見ていると本当に元通りになったようで、オレとしても喜ばしいことだ。それもコイツの悩みが少しだけ緩かん和わしたことも大きい。

　オレがよく憶おぼえているのは京太郎の父、京けい吾ごさんだ。イタズラ好きの人で、京太郎をそのまま大人にしたような人物だった。

　母の一かず恵えさんは、京吾さんの言うことに文句を口にしながらも尊重する素直な人だ。日曜日など休日には、よく二人で出かけていくのを目撃していた。

　そんな二人を京太郎のヤツは、一人で捜していたという。京吾さんの残していた日記を手がかりにして色んな場所をこっそり回ってきていたらしい。

　警察に捜そう索さく願ねがいを出すことも考えたが、月末には生活費が入金されるため、近くにいると思ってやらなかったそうだが、入金があるならまだ生きてるってことじゃねえか。一人で悩んでいないで、相談してくれたらよかったんだ。

　さて、あとは京吾さんと一恵さんの行方を捜し出すだけだ。

　それは文化祭が終わってから考えようと約束してまずは文集に取り組んだのだが、できたミステリー小説は、――コレである。

「しかしなぁ、またオレが犯人役かよ。こんなものが出回るとなれば、ますます友達ができなくなるな……」

　もちろんコレはフィクションの小説だ。実際の人物、団体、事件などとは一切関係ないのだが、登場人物が全員実名で出ているのでまたオレに矛ほこ先さきが向きそうだ。なんて、いまさらそんな事実に気がついたところで遅いか。明日の文化祭で配布するワケなんだから。

　呟つぶやきとため息を交互に洩もらしていると、二重ちゃんがオレの背中をつついた。

「だ、大丈夫じゃないでしょうか。私が書いたものを読んでいただければ、シュウさんの人となりが少しは理解できるかと思います」

「へぇ……、どんなの書いたんだ？」

　まだ京太郎の小説を読んだだけなので、他のみんなが何を書いたのかを知らないのだ。いや、乃恵瑠のものだけは知っている。送り迎えをしていた一いつ環かんで散々手伝わされたから。そのため、結局オレは何も作れず裏方に回るしかなかったのだ。

　ペラペラとページをめくって、二重ちゃんの書いた物語を探す。

　まずは文美の抽ちゆう象しよう的てきすぎてまったくイミガワカラナイ話。まるでノストラダムスの大予言みたいな感じの解読不可能な物語。

　次に乃恵瑠の書いたやつ。十年前の強盗事件と二年前、そして最近の空き巣事件がすべて同一犯によるものという京太郎もビックリするようなこじつけ話だが、十年前の強盗事件の被ひ害がい者しやである老ろう夫ふう婦ふに取材をしたためか、生々しい被害者の声と身近な人物が犯人という推理などが盛り込まれている。新聞部で発表した方がいいかもしれない。

　最後に掲載されている二重ちゃんの書いた物語。




『優しいオオカミさん』

　あるところに、オオカミのシュウがいました。

　シュウの周りには、ネコの兄妹タロウとフタバ、ウサギのフユミ、イヌのドリがいつも駆け回っています。

　シュウは大きくて口も悪く怖いオオカミですが、本当はとっても優しいことをみんなが知っているからなのでした。

　ワガママネコのタロウは、フユミと一緒になってシュウをからかって遊びます。最初はシュウも怒って文句を言いますが、結局最後には二匹と遊んでしまうのでした。

　フタバとドリは、いつも些さ細さいなことでケンカをしてしまいます。でも、すぐに仲直りできるのは、ぶっきらぼうなシュウが仲ちゆう裁さいに入ってくれるからでした。

　みんな、そんなシュウが大好きです。彼がいるからこそ性格の違う動物たちが集まり、輪を作っているのです。

　シュウは優しいオオカミさん。

　今は彼を遠巻きに見ている動物たちも、いつかは彼の周りに集まってくるでしょう。




　絵本にありそうな、ほっこりとした物語が五ページほど書きつづられていた。

「ど、どうでしょうか？」

　真っ赤になった二重ちゃんが感想を求めてくる。いや、なんだろう。照れくさいというか、オレはこんなに優しくて立派なオオカミじゃないよな。

　……でも、詩のような可か愛わいらしい物語だったが、意外と好きかもしれない。

　二重ちゃんはネコで、乃恵瑠はイヌ。ネコの兄なので京太郎もネコになるのだが、それがピッタリに思える。チェシャ猫という京太郎みたいなネコが登場する童どう話わもあるし。

　そして、文美がウサギか……。寂しいと死んでしまうといわれているウサギだが、本当は縄なわ張ばり意識の強い動物らしく一羽でいる方が長生きするらしい。

　京太郎にいつもくっついている寂しがり屋であり、かつ一人でも生きていけそうな孤こ高こうなヤツ。文美のイメージ通りだ。あくまでイメージだが。

「いや、面白いと思う。オレはこの話好きだな。オレがオオカミとかカッコよすぎる気がするが、オレたち全員をうまく動物に喩たとえているのが楽しい」

　すると二重ちゃんは目を輝かせながら、拳こぶしを握り締めて力りき説せつする。

「そ、そうですか。ま、まぁ、シュウさんに友達がいなくて不ふ憫びんだから、読んだ人が少しでも見直してくれたらいいなぁと思って書いてみたんですよ。良かったですね、これでシュウさんにも友達ができますよ！」

　なんでそんなに上から目線なんだろうか。せっかくほっこりできたのに、最後の最後に傷口を抉えぐられた気分だ。

　オレは口元をひくつかせながら、とりあえず「ありがとう」とお礼を言っておいた。

　全員が文集のチェックを終えると、教卓の上に座る文芸部部長がニヤリと笑みを浮かべて文集の入ったダンボールを指さす。

「さぁ、準備は整ったよみんな。明日は待ちに待った文化祭さ。一人でも多くの人に、ぼくたちのつくった文集を見てもらうんだ！」

　そうだな。せっかくつくった文集だ。京太郎が探偵をやめると言い出したのを、なんとか説得して完成させたオレたちの活動の結晶なのだ。

　京太郎の言うように、一人でも多くの人に読んでもらいたい。それから、生徒会長にも叩たたきつけてやろう。「ちゃんと部活やっているので、この部室を取り上げるな」と啖たん呵かを切りながらな。

「じゃあ、明日が本番。気合い入れて配るぞ、みんな！」

「「「「おー！」」」」

　京太郎の言葉に呼こ応おうして、声を上げる。

　さて、準備はなんとか整った。

　オレたちはワクワクソワソワする心を抑えながら、帰き路ろについた。

　二重ちゃんの言う通りこれで学校に染みついているオレのイメージが払ふつ拭しよくできたらいいななんて、そうは問屋が卸おろさないのだろうけど少しぐらいは期待してもいいよな。




　　　　◇




　全校生徒が体育館に集合して、校長の長い長い挨あい拶さつを聞いている。しかし、誰もその話に耳を傾かたむけることなく色めきだっているのが手に取るようにわかる。

　――ついにこの日がやってきた。

　福ふく泉いずみ高校文化祭、通称『福高祭』である。

　クラスや部がそれぞれ提案し、準備した出し物を発表することができるどこでもあるような文化祭だが、地方よりの田舎いなか町まちにとっては大切なイベントの一つだ。

　普段学校に立ち入れない近所の人たちや他校の生徒が遊びにきて、盛り上がることができる場なのだ。

　オレたちのクラスは、喫きつ茶さ店てん。ありきたりな出し物だが、衛えい生せい的てきな面で許可を取るのに苦労した……と聞いている。結局手作りの食べ物はＮＧになり、買ってきた飲料やお菓子をグラスや皿に盛りつけて出すだけの休きゆう憩けい所じよみたいなものになった……らしい。

　聞いているとからしいで言葉を濁にごしているのは、オレが文化部であまりクラスの出し物に関与していないからだ。

　この学校の文化祭では、文化部は部活の出し物優先で動くことができるため、京太郎の件もあって文集にかかりっきりだったというワケ。

　なので、喫茶店の切り盛もりは主に運動部がやってくれる。接客のローテーションも運動部だけで行ってくれるらしく、オレたちは文集配りに専せん念ねんできるのがありがたい。

　ようやく校長の長話も終わり、開かい催さいの言葉が告げられると一気にざわめき出す体育館内。生徒全員がそれぞれの目的のために動き出し、大おお海うな原ばらを連想させる。

　一般者の入場は九時三十分。あと十分ほどだ。

「さて、とりあえず部室に向かうとするか」

「そうだね。よし、行こう小林くん」

　京太郎と連れだって混みあう生徒たちの間をすり抜けながら進んでいると、

「修司くん、京くん！」

「シュウさん、引っ張ってくださいー」

　人波を掻かきわけてやってくる金髪お嬢じよう様さまとちっこい少女が声を上げる。一いつ生しよう懸けん命めい伸ばす手を必死に捕まえて引っ張る。相変わらず女の子の手は柔らかい……とか、そんな煩ぼん悩のうを消し飛ばして、と。

「まるで満員電車みたいだな」

　なんて言葉を吐き出して、誤ご魔ま化かしておく。

「金田くん。玉村くんはどこにいるんだい？」

　京太郎がキョロキョロしながら乃恵瑠に訊たずねる。そういえば姿が見えないな。

「ああ、文美ちゃんならあそこですわ」

　指し示す方向に視線を向けると、

「ひゃー、京ちゃ～ん！」

　人混みに流されていく文美の姿が目に入った。

「た、玉村く～ん、カムバ～ック！」

　まるで引き裂かれていく恋人たちの恋愛ドラマのように、お互いが手を伸ばして臨りん場じよう感かんたっぷりに叫びあっている。いやいやいや、距離にして約三十メートル。絶対に届かない距離だからな。まぁ、本人たちが楽しんでいるなら、それでいいけどさ。

　やがて波が引き、まばらになる体育館内。これで、ようやく自由に動ける。

　そうこうしている内にステージ上では、吹すい奏そう楽がく部ぶが演奏のリハーサルを始めだした。

「お、あれは鳳おおとりセンパイと、なんかやかましいセンパイ（名前は知らね）だ」

　オレたちというか京太郎の姿を発見したらしく、軽く手を振ってくれる鳳センパイとやかましいセンパイ。

　それに答えるように手を振り返す京太郎。

「みんなも手を振るんだよ。あの先輩方には色々お世話になったからね。昨日の内に文集を手渡しておいたのさ。面白かったので広めてくれるってメールをいただいたんだ」

　そうなのか。なんか抜け目のないヤツだな。

　コイツに倣ならってみんなで手を振ると、センパイ方は頷いてくれた。そして、真剣な表情で音出しを始める。そうだよな、三年生はこの文化祭で部活を引退するんだ。

　これ以上邪じや魔まするわけにはいかないなと思い、オレたちは部室に向かって歩き出した。




　体育館を出て校舎の一階の廊ろう下かを歩いていると、

「ばぁっ！」

「うおっ！」

　文美が一年生の教室から飛び出してくる。

「何するんだ、お前！　ビックリしただろうがっ！」

　摑つかまえてやろうと手を伸ばすがヒラリとかわされ、そのうしろにいた男子の肩を摑んでしまう。

「おっと、すまん。っと、助すけ川かわくんじゃないか」

　謝りながら彼の顔を確認すると、見知った少年だったことに気がついた。

　シンクロナイズドスイミングに興味を持ち、室内プールで黙もく々もくと練習していた彼の姿を思い出す。まるで、あの犬いぬ神がみ家け的な水面から突き出た二本足を。

「あ、と……。先輩方、先日はどうもでした。明智先輩からいただいた文集、面白かったですよ。思わずクラスメイトに広めちゃいました」

「そうかい、ありがとう助川くん」

　どうやら助川くんにも文集を渡していたらしい。コイツは本当に色々な知りあいがいるよな。こんなに奇き人じん変へん人じんなのに。

「それから、先輩方にお礼を言わせてください。俺、部員を集めてなんとか男子シンクロ部をつくることができました。先生に無理を言って今日の午後からプールで演技ができるんです。あの時、背中を押してくれて本当にありがとうございました」

　目一杯頭を下げる少年を前にしてオレは記憶を掘り起こす。

　背中、押したっけかなぁ……。

「じゃあ、準備があるので失礼します！」

　嬉しそうに去っていく助川後輩を見送り、

「ま、なんにせよ、感謝されるのは嬉しいよね」

　呟きながら部室に向かう京太郎のあとを追う。コイツもコイツで背中を押した記憶がないようだ。

「えーと、どなたですの？」

「そうか、乃恵瑠は知らないんだったよな」

　ちょうどいいので、吹奏楽部の先輩や助川くんとのエピソードを話しながら廊下を進む。

　話し終えると金髪お嬢様は、一本のドリルをぎゅるぎゅる回しながら、京太郎を睨みつけた。

「へぇ、京くん。さいてー」

「も、もういいじゃないか。時じ効こうだよ、時効。あの時は、二重のことで頭がいっぱいだったんだよ」

　京太郎は狼狽うろたえながら背中を丸めて、部室の前に立つ。

「さぁ、みんな。文集配りがんばろう！」

　そう言い放って扉を開け、飛び込むように中に入る。いちいち格好をつけたがるヤツではあるが、やっぱりコイツはこうじゃないとな。

　オレたちも続いてドアをくぐり抜けると、

　――立ちつくす京太郎の背中が目に入った。

「どうしたんだ、お前？」

　小さく肩を震ふるわせるヤツに声をかけると、なんか目に涙を浮かべて振り向いた。

　ワケのわからない展開に、オレたち全員は目を点にする。

「こ、これを見てくれたまえ……」

　すると、京太郎が手に持った白い紙をゆっくりと差し出した。

　その紙には……、




『これ以上事件に関わるなと警告したはずだ』




　と、書かれていた。

　それを目にした瞬間、背筋に冷たいものが走る。

　一応、乃恵瑠の送り迎えをやってみた時期があったが、不ふ審しん者しやはいなかった。だが、なんでいまさらこんな脅迫状が届けられる？

「この脅迫状には、なんの意味があるんだ？」

　部室内を見回してみるが、特に変わったことは……ない。

「ないんだよ……」

　いつもの如ごとく、オレの心情を読み取ったかのように言葉を発する京太郎少年。

「いや、変わったところはないように見受けられるが」

　しかし、京太郎は泣きそうな声で、――訴える。

「そうじゃなくて、『文集を入れたダンボール』が消えてなくなっているんだよ！」

　その言葉の意味を瞬間的に理解したオレは、ハッと息を飲んでそこに視線を向ける。

　ダンボールは、確か教卓の上に置いていたハズだ。

　だけど、そこには文集を入れてあった大きなダンボールはなく、

　二回りも小さな小包が一つ、

　――ぽつんと置かれていただけだった。




　つまり、これは……、

「『文集』が盗まれたってことなのかっ！」




　　　　◇




　九時半を過ぎ、一般入場が始まった。

　本当なら文芸部も準備をして、お客さんを待たなければならない状況なのだが、肝かん心じんの文集は煙けむりのように消え失うせ、替わりに置いてあるのは小包だった。

　どうやら小包自体は宅たく配はい便びんで送られてきた物のようで、黒いネコがトレードマークの元払い伝票が貼はりつけられていた――のだが、その伝票の上部が切り裂かれ、読めない状態になっていた。つまり、お届け先がわからない。

　だけど、ご依い頼らい主ぬし。差出人はなんとか読み取れる。

「……池いけ、苔ごけ……亜あ知ち？　池苔亜知と読むのか」

　書いてある名前をそのまま口にしてみる。

『池苔亜知』

　まったく聞いたことがない名前だ。名前からして女性なのだろうか。

「この『池苔亜知』さんが、わたくしたちの文集を持っていったということですわね」

　顎あごに手をやったお嬢が、口を開く。

　確かに乃恵瑠の言う通りだろう。この『池苔亜知』なる人物が、文集の入ったダンボールを持ち出し、脅迫状と共にこの小包を置いた。

　なぜ小包を置いたのかは謎だが、脅迫状の文面から察するに、この『池苔亜知』は『事件』とやらをオレたちが詮せん索さくしたため、『文集』を持っていったということになる。

　なら、『事件』とやらは乃恵瑠の調べていた十年前の強盗事件ないし、二年前の空き巣、そして、最近頻ひん発ぱつしている空き巣のどれかだと思うんだが。

　とりあえず開けてみようと、小包に手をかけた時だった。

　京太郎は何かに気がついたのか、バンと机を叩いて部室から飛び出していく。

　それを見たオレは、反射的にヤツの背中を追いかける。

「オイ、京太郎。いきなりどうしたんだよ、お前！」

　前を走る少年はキョロキョロと周りを確認しながら走るため、すぐに追いつくことができた。どうやらコイツは一般客を重点的に見ているようだ。

「アナグラム。アナグラムなんだよ小林くん！」

　焦あせりを含みながら、言葉を発する京太郎。

　アナグラムっつーと、文字を並び替えれば出てくる暗号……みたいなやつだったか。

　廊下に溢あふれかえる生徒や一般客を掻きわけながら廊下を走る京太郎に、なんとか併へい走そうしながら訊ねる。

「アナグラムってどういうことなんだ？　説明してくれ」

　すると、いつもなら余裕を見せてもったいぶるコイツが、いとも簡単に教えてくれた。かなり切せつ羽ぱ詰つまっているってことか。

「いいかい、小林くん。『池苔亜知』を一回ひらがなにして考えるんだ。『いけごけあち』並び替えると、『あけちけいご』になる。ぼくの父さんだよ」

　なるほど。アナグラムとして考えれば、『いけごけあち』は『あけちけいご』になる。

「……って、ことは」

　そこでようやく京太郎が焦って周りを見回している意味に気がつく。

「そうなんだよ、小林くん。あの小包の意味するところは……」

　ああ、オレにもわかった。

　京太郎の父である京吾さんが、この文化祭にきているということに他ならない。

「今、この校舎の中にいるのか」

「だと思うんだけど、いかんせん人が多くて……」

　オレも一緒になって京吾さんを探してみるが、京太郎の言ったように人が多すぎる。

　さすが福高祭といったところか。田舎町だけあって遊ぶところが少ないからなぁ。こういうイベントをみんな楽しみにしているのだ。

　だから、あんなスーツ姿の強こわ面もての男性も見にきているのだろう。おや、どこかで見かけたような気がするぞ、あの人。まぁ、狭い街だからそんなこともあるだろうな。

　そう思いながら、京太郎の方を振り向く。

　すると、視界の端はしに笑顔を貼りつけて歩くよく見知った人物が過よぎった。ちょっと会いたくない人だったので、オレは京太郎の腕を摑むと廊下の角を曲がって身を隠す。

「いきなりなんだよ、小林くん」

「今な、文美の親父さんがチラッと見えたんだ。お前だって苦手だろ？」

「そ、うだね。この忙しい時に、捕まって長い話を聞かされたらたまらないよ。ありがとう、小林くん」

　すぐに誰とでも打ち解ける社しや交こう性せいをこの性格でなぜか持っている京太郎だが、苦手な人がいないわけではない。それが、文美の両親だ。話をしても、どうもうまく嚙かみあわないそうだ。

　文美の親父さんから隠れながら、京吾さんを探してみるがやはり簡単には見つからない。これ以上は無む駄だな時間が過ぎるだけかもしれないと判断して、京太郎に提案する。

「なぁ、一度部室に帰ってあの小包を開けてみないか？」

　コイツも同じようなことを考えていたようで、「そうだね」とあっさり案にのってくれた。焦った状態で、これ以上探しても見つけるのは難しいと思ったのかもしれない。

「そうと決まればさっそく戻るよ、小林くん」

「ちょ、ま。オイ！」

　いきなり反転して走り出した京太郎を追いかける。引き返すんだったら、先に言ってくれよな。




　部室に戻ると、乃恵瑠たちが文集を求めてきたお客さんの対応に追われていた。

「申し訳ないですが、好評につき午前の配布は終了しましたわ。残りの配布は午後からになっておりますので、またお越しください」

　一年生と思われる女生徒や一般の男性客など、集まっていた五人ほどに納得してもらい帰っていただいた。

　本当なら文集を五冊も配布することができたのに残念だ。だが、配布は午後からにするという乃恵瑠の機き転てんは助かった。これで午前中は文集探しと京吾さん探しに集中できるっていうものだ。

「これを貼っておきましょう」

　気を利かせた二重ちゃんが、『文集配布は午後から』という旨むねのＰＯＰを手書きでつくってくれたので、それを部室の扉に貼りつけて閉めておく。

「よし、これでなんとか会議を開くことができるよ」

　一息吐ついた京太郎がさっき解いたアナグラムのことをみんなに話しながら、教卓の上で小包にカッターナイフを刺し込んだ。

　頑がん丈じように貼られたガムテープに切れ込みを入れ、そのままナイフを引く。

「いいかい、開けるよ？」

　その言葉に頷きを返すオレたち。

　さて、何が入っているのかと一同が固かた唾ずを飲んで見守る中、ダンボールはゆっくりと開封された。

　中に入っていた物は……。

　――黒い木製の箱。

　それを見た瞬間、動どう揺ようを見せる京太郎。ダンボールに手を突っ込んで、黒箱を一気に引き抜き出す。

　長方形の箱には金色の留め具と蝶ちよう番つがいがついていて、開閉できる仕組みになっているようだ。油絵の具が入っているケースに似ている。

　コイツの驚き具合から、この黒箱がいかに重要な物かを理解した。京太郎はコレがなんなのかを知っているんだろう。

　京太郎は震える手で黒箱の留め具を摑んでカチリと下ろし、ゆっくりと蓋ふたを開ける。

「時と計けい……ですわね」

　乃恵瑠が呟いた通りの物が目に映る。

　箱の中には窪くぼみが三つあり、一番右の窪みに収まっていた物は、……時計だった。

　大きさは手の平サイズ。真っ黒で金属製の懐かい中ちゆう時計。その蓋には、なんとなく見覚えのあるような装そう飾しよくが施ほどこされている。

　しかし、不思議なのは時計の鎖くさりだ。なぜか色の違う金色の鎖が外された状態で、真ん中の窪みに無む造ぞう作さに投げ入れられていた。

「この時計、京ちゃんが大事にしている懐中時計みたい、……よね」

　目を丸くしながら言葉を洩らす文美。

「そうか、確かに京太郎がいつも持っている金色の懐中時計にデザインが似ているな」

　すると、京太郎が金色の懐中時計をブレザーの胸ポケットから取り出して、おもむろに口を開いた。

「それはそうさ。この時計は三個セットの特とく注ちゆう品ひんなんだから。これはね、ぼくが小学校の時に、誕たん生じよう祝いわいとして両親からプレゼントされた物なんだ。

　金はキング。銀はクィーン。黒はジャックとトランプの柄がらを模もしていてね」

　黒い時計と金の時計を並べて見せてくれる京太郎。

　本当だ。コイツの言う通り、金色の時計の蓋に施された装飾は王おう冠かんのようだ。一方黒い時計の装飾は、剣と盾……騎き士しを表現している。

「ぼくが金。二重が銀。そして、父が黒を使う予定だったんだけど、当時幼かった二重が時計を使うのをすごく嫌がってね。結局、母が銀を使うことになってさ」

　オレたちは一斉に二重ちゃんに注目する。

「……や、だって、私はその時、お人形とかが欲しかったんですよ。いきなり懐中時計を渡されても困りますって」

　恥ずかしそうに両手を振り、弁べん解かいする。別に責めているワケじゃないんだが。

「あとは、小林くんも知っての通りさ」

　言葉を締めくくる京太郎。だが、説明が不足している。――例えば、この外れた鎖とか、な。

「イヤ、わからんって。肝心なところを端は折しよるなよ、京太郎。なんでこの黒い時計の鎖は色が違うんだ？」

　その問いかけに、ヤツはばつが悪そうに頰ほおをポリポリと掻いて口を尖とがらせる。

「意地が悪いね、キミは。憶えているだろ、ほら。ぼくは時計をもらったことが嬉しくて、鎖の先の輪っかに指を入れてグルグル回して……」

「ああっ！　それでかっ！」

　オレは察しがついて、黒箱の中に入っている金色の鎖を取り出して留め具の部分を観察してみる。やっぱりだ、この留め具壊れてやがる。

　そのことと共に感じた痛みを思い出しながら、額ひたいを撫なでる。

　小さいころ、京太郎が時計を振り回し続けた結果、鎖がぶっ壊れて時計が外れ飛び、オレの額に直撃したことがあった。

　それで仕方なく京吾さんに別の鎖をつけてもらって、ヤツの金時計には銀色の鎖がついているってワケなのだが、……つまり、この箱に無造作に入れられた金色の鎖は、元は京太郎が持っているキングの懐中時計の物だったのだ。

　それをみんなに説明しながら、京太郎にイヤミの籠こもった視線を向ける。アレはとても痛かった。しかし、しつこすぎるのもどうかと思い、話題を鎖と時計に戻す。

　なぜ、京吾さんは懐中時計の入ったケースを置いたのか。そして、『文集』を持ち去ったのか。考えれば考えるほどこの二つが繋がらない。

　オレは、黒いジャックの時計を持ち上げて何気なく振ってみる。まぁ、鎖がついていないのでクルクル回すことはできないのだが、なんらかのヒントにでもなればと思ったのだが。

　カラカラ……と。

「ん？」

　黒い時計の中から乾かわいた音が聞こえた……気がした。

　確かめるためにもう一度軽く振ってみる。

　カラカラ……と、間違いなく時計の内部から異音がするのだ。

「京太郎！　中に何か入っているぞ！　ドライバーねぇか？　開けてみようぜ！」

　オレはそう口にすると、即座に時計をひっくり返して工具を求める。

「ドライバーなら、ここにあるよ」

　京太郎はなぜかブレザーの内ポケットから、小さめのドライバーセットを取り出してオレの手の上に置いた。つーか、なんで持っている？　持ち歩いているのか？　いや、深くは考えまい。だって京太郎だから。さっきもカッターナイフを取り出していたし。

　細いプラスドライバーでネジをとり、裏蓋を外す。

「おっと、音の正体はコレか」

　オレはその物体を摘みあげる。コレこそ手がかりと表現するに等しいアイテムだ。

　miniSDカード。つまり、記き録ろく媒ばい体たいだった。

「でかした、小林くん！」

　それを見た京太郎は、狂きよう喜き乱らん舞ぶしながら飛びついてきた。

「じゃあ、さっそくコンピュータ室に行って中身を見てみようじゃないか！」

　はやる気持ちを抑えきれないのだろう。二年越しの末に見つかった父の手がかりなのだから。

「いや待て、京太郎。わざわざコンピュータ室に行かなくても中身が見られるかもしれねぇぞ」

　ドアに向かって歩き始めた少年を呼び止め、携帯電話ケータイを取り出して見せる。

「オレの携帯電話ケータイは少し古い型のヤツだから、miniSDカードが対応しているはず。ほら、やっぱりだ」

　京太郎からカードを受け取り、携帯電話ケータイにセットする。

　カチカチカチとボタンを操作してカードを読み込むと、メモらしきファイルを表示することに成功した。

「いけたぜ」

　携帯電話ケータイごとコイツの手に押し込む。まずは息子である京太郎が最初に見るべきだと思ったからだ。

　一心不乱に携帯電話ケータイのディスプレイに目を通す京太郎。

　やがて「ふう」と一息吐いて、携帯電話ケータイをオレに返してきた。

「やはりぼくの父、明智京吾の仕し業わざのようだよ。なんとも面倒な父だよ、まったく」

　悪あく態たいを吐きながらも、なんとなく目が潤うるんでいるように見える。指し摘てきするのも可か哀わい想そうなので、携帯電話ケータイの方に意識を向けた。




『京太郎、二重。いきなりいなくなってすまなかった。

　やむにやまれない事情があったんだが、その理由を知りたいだろう？

　だから、その理由はもう一つのクィーンの懐中時計に隠してある。

　だが、お前たちに最後の時計が見つけられるかな？

　健けん闘とうを祈る。


――明智京吾』






　うわぁ……めんどくせぇ。思わず顔をしかめてしまう。

　さすがというか京太郎の父だわ、この人。二年間子供をほったらかしにしておいて、最初のコンタクトがこんな軽い文面かよ。二重ちゃんなんか一回グレたというのにさ。

　なんともいえない気持ちになりながらも、携帯電話ケータイを二重ちゃんに渡す。――と、制止の声が京太郎から飛んだ。

「ダ、ダメだ、小林くん。それを二重に渡したら……」

　その焦しよう燥そうした様子に促うながされてその方向を見やると、携帯電話ケータイを叩きつけようとしている二重ちゃんと、なんとか彼女を羽は交がい締めにしてそれを阻止している乃恵瑠の姿が目に入る。

「うわああぁっ、オレの携帯電話ケータイ！」

　ふーふーと怒り心頭の二重ちゃんからなんとか携帯電話ケータイを取り返したオレは、乃恵瑠、文美へと順番に見せていく。

「本当に京吾さんなのね」

　顔を曇らせながらも唇くちびるを緩ゆるめる少女の姿。どうしたんだ文美？　いつものお前なら、ハイテンションで喜びの声を上げるだろうに。最近ずっと具合悪そうだしな。心配だ。

「しかし、最後の時計か。ヒントがなさ過ぎるよ」

　不満を口にしながら額に手をやるいつもの古ふる畑はたチックなポーズ。どうやら本調子が出てきたみたいで喜ばしい。これでオレもツッコミ甲が斐いがあるってものだぜ。

　誰にも見えないように隠れて右手を振り、鈍ってないか動きを確かめた時だった。

　何かに気がついたのか、乃恵瑠が小さく手を上げて発言する。

「――ねぇ、みなさん。少しおかしくありませんか？」

　そう言って二つの懐中時計を指し示す。

「おかしいって何がですか？　どう見ても兄さん好みの懐中時計ですけど」

　小首を可愛く傾かしげる二重ちゃん。京太郎に断りを入れて時計を触ってみるが、普通の時計に間違いない。

　だが、乃恵瑠のヤツは時計ではなく鎖の方に注目を促す。

「いえ、そうではなくてですね。鎖がおかしいんですのよ。ほら」

　問題の銀と金の鎖を交互に見比べてみるが、乃恵瑠の意図がわからない。オレと二重ちゃん、文美までもが一緒のポーズをとってギブアップ。

　そんなオレたちを見ながらこめかみ付近をトントンと指で叩いていた京太郎が、突然声を上げる。

「そ、そうかっ！　金田くんの言う通り、確かにおかしい」

「でしょう、京くん。おかしいですわよね」

　わかりあえた二人がオレたちを放り出して、頷きあう。

「すまん、全然わからないので教えてください」

　意地を張っていたらコイツらだけで話を進めていきそうなので、頭を素直に下げて教えを請こうことにした。

　すると、この男はあからさまな溜息を吐き出し、偉そうにのたまう。その姿を見て、久しぶりに思った。コイツ殴りてぇ……と。

「いいかい、小林くん。時計は三つあるんだよ。金、銀、黒の三つ。だったら鎖も三本だよね。これも金、銀、黒」

　そうなるよな。それはおかしなことではない。三種類の時計に三種類の鎖。間違ったところは一つもない。思考しながら京太郎の話に集中する。

「そして、金時計についていた金色の鎖は壊れてしまった。だから、銀時計から鎖を持ってきた。ってことは、どうなると思う？」













　キングとクィーンの時計の鎖を入れ替えたってことだよな。だったら、金時計に銀の鎖がついていて、銀の時計には……。

「そうかっ！　黒の時計に金の鎖が添えられていたことがおかしいんだ。壊れたのは金の鎖。交換するだけなら黒い時計は関係ない！」

　ようやくコイツらの言っていたことが理解できた。

　金の時計と銀の時計の鎖を入れ替えただけなら、黒の時計は黒の鎖で一いつ致ちしていなければならないのだが、なぜか黒の時計と一緒に入っていたのは金色の鎖。三つとも鎖を入れ替えたと仮定すると、ここにはない銀の懐中時計には黒色の鎖がつけられているということになる。




　金の時計→銀の鎖　　黒の時計→金の鎖　　銀の時計→黒の鎖？




「でも……、それって不思議なことなのかしら？　京ちゃんのお父様が、遊びで入れ替えたということは考えられないの？」

　ずっと口を閉じていた文美が、もっともなことを言い出す。

　確かにそうだ。人間のすることなんだから、全部入れ替えてみたら面白いなんて思ってやってみたことかもしれない。

　しかし、京太郎は首をブンブン振って否定する。

「いや、ぼくの父はそんな無意味なことはしないよ。ぼくが言うのもなんだけど、変な人だったからねぇ。ぼくが探偵好きになったのも父の影響だしね。なら、この懐中時計にも何かしらの意味がある……ハズ……」

　そう言いながらヤツは、一旦時計ケースを閉じてひっくり返してみる。

　すると……。

「ほら、あった」

　ニンマリと笑みを浮かべる京太郎が見つけたのは、箱の裏にセロテープでべったりと貼りつけられた白い紙。

「これは、暗号だよ」

　そこに書かれていたのは、




　19＝13＝1000　　　　gdscbhvabirnbgfgt




　という、まさに暗号としかいいようのない奇怪な文字の羅ら列れつだった。




　　　　◇




　時間というものは、誰にでも平等に進む。

　それはオレたちも例外ではなく、午後からと設定した文集の配布時間が着実に近づいている。

　現在の時刻は午前十一時を少し回ったくらいだ。

「せっかくシュウさんのイメージアップのために書いたんですけど、配れないなら意味がないじゃないですか」

　頰を膨ふくらませる二重ちゃんの声を聞きながら、暗号とにらめっこするオレたち。二重ちゃんが怒るのも無理はないか……。オレだってみんなで力をあわせてつくった物を、こんな形でダメにしたくない。

　だからまずはこの暗号を解いて、文集を取り戻すしかないのだ。

　それと、もし京吾さんがこの福高祭にきているのなら、京太郎と二重ちゃんに引きあわせてやりたい。

　暗号解読に飽あきつつも、なんとなくソワソワしている二重ちゃん。そして、真剣な表情で暗号の紙を見つめる京太郎と文美、乃恵瑠を見ながら、そんなことを思う。

「『19＝13＝1000』ってなんだろう。全部イコールで繋がれているから『19』も『13』も『1000』も等しく同じという意味なんだろうけど」

　その呟きは何度目だろうか。頭を掻きむしりながら、さっきから同じようなことを繰り返している京太郎少年だ。

「でも京ちゃん。そっちばかりに集中していても、こっちのアルファベットもあるのよ」

　文美がもう一つの暗号を示し、混乱は加速する。どちらか一つを解けば、おのずともう一つが解けるのか。それとも、二つとも同時に考えなければ解けないのかわからない。

「ダメだぁ、根本的にこういう暗号は苦手だぜ。だいたい、ヒントが少なすぎだろ。こんな暗号を記した紙一枚で、どうしろっていうんだよ」

　ぼやきながら頰杖をつき、聞こえてくる喧けん騒そうに耳を傾ける。

　そうなんだよな、今日は文化祭なんだよな。なのにオレたちは部室に閉じこもって暗号とにらめっこ。

　集中力が切れてきたオレの呟きに、応こたえる声が一つ。

「いや、小林くん。ヒントは十分に出ているんだ。時計の色とあわない鎖。これは絶対にヒントなんだよ」

　と、力説する明智少年だが、ヒントが出ていてもそれを使った解き方がわからなければ意味がない。

　数式とアルファベットの暗号。黒い箱に収められた黒い時計。外れた金の鎖。

　まてよ……。アルファベットか……。英語が関係しているのかもな。

　うんうん唸うなっている京太郎に何気なく訊ねる。

「なぁ、懐中時計って英語でなんていうんだ？　時計だからクロックか？」

「いや違うね。懐中時計は腕時計と同じカテゴリーだから、ウォッチだよ。正確にはポケットウォッチだけどね」

　ふーん、コイツの雑学は半はん端ぱねぇな。

　オレは用意したメモ帳に『watch』と書いてみてから、問題の暗号を眺ながめる。

『gdscbhvabirnbgfgt』

　まったく意味がなかった。

「小林くん……。その解読はもうやってるよ。アナグラムになっているのかとも思ったけど、それも違うようだし……。wがないからね」

　解読方法として有名どころといえば、一文字ずつずらしたり、共通のアルファベットを消したり、なんらかの単語を外してみたり……。あーもう、わかんねーよ。

　解読を諦あきらめたオレは金の鎖を手にとって、ジャックの時計につけてみる。しかし、留め具が緩くなっていて、すぐにポロッと外れてしまう。

「鎖の留め具がやっぱりダメになってるな。すぐに外れてしまうぜ」

　その瞬間、ものすごい強烈な視線オーラを感じる。

　顔を上げてみると、京太郎が口を金魚のようにパクパクしながらオレを指さしていた。コラ、テメェ。人を指さすんじゃないといつも言っているだろーが。

「こ、小林くん！　それだよ、多分それなんだよ！　そうか、時計の方ばっかり考えていたけど、違っていたんだ。注目するべきは『鎖』なんだ。だから、『鎖』が箱の真ん中に入っていたのか。あーもう、やってくれたよ、キミ」

　嬉しそうにオレの両手をとり、ブンブンと上下に振る。えーと、『鎖』がなんだって。

「『鎖』の英単語はチェイン『chain』だよ。ほらこの暗号には、cha……チェインを構成するアルファベットが順番に揃そろってる」

『gdscbhvabirnbgfgt』

　本当だ。確かに『chain』の文字が隠されていた。これの解読方法はあっているような気がする。

　ポカンとしている乃恵瑠の前で、オレはメモ帳に書いてある暗号から鎖をとる。

『gdsbvbrbgfgt』

　そういえば、コイツ英語は苦手だったよな。こと英語に関しては戦力外の何ものでもなかった。化学とか数学は得意なようだが、コレは英語なんだ。

「だけど、ここからがわからないぞ。あとの解読法のパターンとしては、一文字ずつずらしてみるってことだが」

「そうだね、ちょっとやってみよう。もうここまできたらなんでも試してみるべきだよ」

　京太郎の言う通りかもな。

　全部の文字を一文字下にずらしてみる。

「gの一文字下はhだから……全部ずらすと」

『hetcwcschghu』

　逆に、一文字上げてみる。

『fcrauaqafefs』

　まったく意味のなさないアルファベットの羅列にしかならない。この解読法が間違っているのか。

　またも行き詰まっていると、

「はい」

　と、戦力にならないほど英語ができないお嬢様がおずおずと手を上げた。コイツに任せて大丈夫なのかとも思いはしたが、まぁ、なんでもやってみるしかないので、話を聞くことにするが、

「鎖の構造って交互に捻ひねってくっついていますわよね」

　やはりコイツもコイツで探偵を名乗るだけのことはある。オレたちは、英単語、アルファベットしか眼中になかった。逆に英語のできない乃恵瑠の方が、全体がよく見えているのかもしれない。

　なるほど……、鎖の構こう造ぞうか。

「――と、なると、文字を上下、交互にずらしてみよう」

　京太郎が、メモ帳に文字を刻きざんでいく。

　暗号を上、下、上、下と交互にずらした羅列。

『fercucqcfgfu』

　しかし、これも当たりではないようだ。

　わしゃわしゃと頭を掻き、うなり声を上げる。考えすぎて熱が出そうだ。

「小林くん、今度はもう一つのパターンを書いてみるよ」

　諦めず次のパターンにとりかかる京太郎。

　今度はさっきと逆に、暗号を下、上、下、上と入れ替えた。

『hctawasahehs』

「これも、意味がわからねぇ……」

　この解読方法ではなかったのだろう。

　メモ帳が文字でいっぱいになったので一旦そのメモは隣に回して、次のメモに取りかかろうとした時だ。

　回ってきたメモを眺めていた二重ちゃんが呟いた。

「シー、ハズ、ア、ウォッチ」

　え……と。いきなりどうしたんだ？

　すると彼女は興奮したかのように声を張り上げて、オレの握り締めていたボールペンをかっさらう。

「ほら、シュウさん、兄さんも。コレを見てください。この最後に変換したアルファベットの並び。何気なくうしろから読んでみたんですけど、英文になってるんですよっ！」

　そう言いながら、変換した文字列に斜線を入れて文字を分断させた。




『hctaw／a／sah／ehs』




　それを見たオレと京太郎は、

「「あっ！」」と、驚きの声をそろえた。

「確かに『she has a watch』と読めるな。お手て柄がらだぞ、二重ちゃん！」

　オレは思わず二重ちゃんの両手を摑んで、ブンブンと振る。

「ちょ、ちょっとシュウさん。みんなが見てると恥ずかしいですって」

　顔を赤くしている彼女に気がついて、パッと手を放す。「悪い悪い」と謝りながらうしろを向き、熱を持った頰をぺしぺしと叩く。

　そんな反応をされると、オレも恥ずかしくなる。

　ごほんと咳せき払ばらいをして何事もなかったかのように次に移ると、

「そうか！　時計ケースの裏に暗号を貼りつけていたのは、『うしろから読め』という意味も込められていたんだよ！　やられたね！」

　京太郎が嬉しそうに納得の表情を浮かべていた。解けたあとで言うのは、いまさら感がハンパないと思うぞ。

「じゃあ、この英文『she has a watch』の意味だが……『彼女は時計を持っている』ってことだよな」

　コクリと頷いた京太郎は、オレの言葉に補ほ足そくをつける。

「この英文からわかることはクィーンの時計を持っているのは、『she』……つまり、彼女ってことは女性なんだよ。

　ぼくの母が使っていたって言ったけど、それだったら暗号にする意味がないよね。なら、この英文の前に書いてあった暗号『19＝13＝1000』が、彼女の名前なんじゃないかなとぼくは推測するんだけど」

『19＝13＝1000』は、名前か……。あり得る話だな。

「この『19＝13＝1000』ってヤツ。これは数学なのか？」

　全部イコール（等号）で繋がっているってことは、『19』も『13』も『1000』も等しいということになる。

　もちろん数式として成り立っていないので、なぞなぞの部ぶ類るいにしか見えない。

　これも難なん問もんのような気がする。またも頭を捻ひねるオレたち。

　顔を上げて時計を確認すると、もうすぐ正午になるところだった。

　午後には『文集』を配布しなければならないのに、まだ手元には帰ってきていない。刻一刻と迫るタイムリミットに心が焦り、いい案など浮かびそうもない。

「京太郎、やばいぞ。急いで暗号を解かないと……ん？　いや、まさかな」

　京太郎に声をかけた時、当の本人は金の懐中時計をぱちりぱちりと開閉しながら思案顔を浮かべていた。それを見て、ふっとオレの頭の中にひらめきが生まれる。

　目に入ったのは、金の時計というかキングの時計。

「どうしたんですか、シュウさん？」

　オレの様子が変だったのか二重ちゃんが首を傾げながら訊ねてきたので、とりあえずだがそのひらめきを口にしてみることにした。

「いやな……、トランプのキングって『13』だよなと思ってさ」

　すると京太郎が、興奮しながら声を発する。

「そうか！　『13』＝『K』だとすれば、『19＝K＝1000』ってことになるよ。三つの数字は等号イコールで繋がれているんだから、『19』も『1000』も『K』になるのかもしれない！」

　その言葉を聞いた二重ちゃんが、『1000』を指さしながら口を開いた。

「要するに『1000』と『K』に接点があればいいわけですよね」

　その口ぶりから察するに、何か思いついたようだ。

「二重。『1000』と『K』の繋がりがわかったのかい？」

　兄の言葉に頷きながら、自分の考えを説明する彼女。

「ええ、まぁ。多分ですけど、『1000』って『キロ』じゃないかと。キログラム、キロメートルは『1000』だから『K』ですよね」

「なるほど、確かに『K』だ。すごいじゃないか、二重ちゃん！」

　オレはメモ帳に文字を刻む。『19＝K＝K』という式が成り立った。最後の『19』さえ『K』と繋ぐことができれば……。

　いや、『19』って『K』に置き換えられるのか？

　気づいたヤツがいないかとみんなの顔を窺うかがうが、全員が全員思案顔を浮かべていた。

　ということは『K』に置き換えることが間違いなのかもしれないな。

　そう思った時、「わかりましたわっ！」と、大声を上げる救きゆう世せい主しゆが現れた。

「元素記号！　元素記号の十九番目ですわよ！」

　バンバンと机を叩きながら、力説するドリル。

「いいですか、元素記号の十九番目はカリウム。つまり『K』ですわ！」

「元素記号か！　乃恵瑠が化学の勉強ができて助かった。すると、やっぱりこの等式の数字は『K』で間違いない！」

　オレは興奮気味に声を発すると、メモ帳に答えを書き込む。

　みんなのお陰で数式は解けた。




『K＝K＝K』




　これが『彼女』の名前。

　そして、最後の暗号だった。

　彼女は『K』。『K＝K＝K』が関係する名前？　三つの『K』なのか？

　ようやくここまで解けた暗号だが、さらなる難しさが待っていた。『K』の意味が全くわからない。イニシャルなのか？　でも、『K』は三つだしな。ひょっとしたらなぞなぞの類たぐいかもしれない。

　オレの頭の中をグルグルと解読案が浮かんでは消える。ガシガシと頭を掻きながら探偵役の少年に目を向けてみる。

「なぁ、京太郎？　お前はわかった、の……」

「そういうことかっ！」

　と、オレの問いかけが終わらないうちに、突然大きな声を上げて扉に向かう京太郎。どうやら謎は解けたらしく、目が輝いていた。

「行こう、小林くん！　事件解決はもうすぐだよ！」

「本当か、京太郎？」

　その言葉に力強く頷いた少年は、女性陣に声をかける。

「みんなはここで待っていてくれないか。『K』なる人物と入れ違いになったら困るからね。ぼくたちはその人物のところに行ってみるよ」

　すると、今まで大人しくしていた文美が、蠱こ惑わく的てきな笑みを浮かべながら言葉を落とすように発した。

「そう……、行くのね、京ちゃん、シュウ。真実がきっと待ってるわよ」

　仰ぎよう々ぎようしいセリフを絞り出し、「バイバイ」と軽く手を振る少女。

　それは、まるで、

　――別れの挨拶に聞こえた。

　って、まさかな。いつものバカなやりとりだよ。ほんと、いい加減にしろよ。




　オレは廊下をひた走りながら、自分だけわかったような顔をしている隣となりの少年に声をかける。

「なぁ、京太郎。説明してくれないか？　その『K』って誰なんだよ？」

「いいかい、小林くん。この暗号を考えたのは誰だったか思い出してみるといいよ」

「えーと、そりゃぁ、お前の親父さん、京吾さんだろ」

「そこまでわかれば、答えは簡単だよ。『K＝K＝K』が名前。そして、女性。最後にぼくたちと面識があり、さらに父さんとも面識のある人物とくれば一人だけだからね」

　京太郎の口にした言葉の意味を頭の中で反はん芻すうさせる。

『K＝K＝K』が名前の女性。『K』が三つつく女性なんて……。いや、まさかねと思いつつも一人の女性が脳裏に浮かぶ。

「『Kikuko』。中村喜き久く子こ……名前に『K』が三つ入ってる。しかも、『she』女性で、しかも担当教科は英語だ。なんてな。さすがに中村先生がお前の親父さんと接点があるなんて……」

　そこまで声に出して、オレは「あっ！」と呟きを洩らす。




『京吾さんは先生の先生になるの。とっても尊敬している人なのよ』




　――あった。京吾さんと中村先生の接点は確かにあった。

　オレは思い出す。

　京太郎の小説を元に起こした事件、部室の鍵を取りに行った時のこと。

　先生のパスケースに入っていた写真。

　何年も前の想い出話。

「気づいたようだね。そうだよ、中村先生が犯人なんだ。ミッシングリンク……またはミッシングリング。人物同士の隠された繋がりを表すミステリー用語さ。中村先生とぼくの父には小さいけれど見過ごせない繋がりがある」

　京太郎の言うようにそれは細く小さな繋がりだが、――繋がりは繋がりだ。

　そう……、あの日、人形からオレの書いた京太郎ミステリーの筋書き通りの脅迫状を警告めいた脅迫状にすり替えられるのは中村先生しかいない。

　なぜなら、彼女は文芸部部室の鍵を常に使える立場にあるのだから。

　あの時、部室に出入りしていた『七人目』の正体は、オレたちの担任にして部活顧問の教師――中村喜久子。

　それしか考えられない。……のだが、一つだけ腑ふに落ちない点がある。

「でも、それはおかしくないか？　中村先生のフルネームは『Kikuko Nakamura』だ。含まれている『K』は四つだろ？」

　すると、横を走る探偵少年はいとも簡単に答えをくれた。

「『K』の大本になった暗号は『19＝13＝1000』だったよね。三つの数字は全部『1』から始まってる。それ自体がヒントの一つだと思うよ。

『1』……つまり、ファースト。そう考えると『19＝13＝1000』はファーストネームのことを指しているんだよ」

「なるほどな……。ファーストネームか」

　お前、たまにマジですごいよな。褒ほめると調子に乗るので言うつもりはないが、心の中で感心はしておこう。

「だったら、向かう先はオレたちの教室だな。オレたちのクラスの出し物は喫茶店。監かん督とく役やくとして中村先生もいるはずだ」

　廊下を曲がると、いきなり声をかけられた。

「あの……文芸部の方ですよね。さっき聞いたんですけど『文集』って午後から配布なんですか？」

　見たことのない女の子だった。リボンの色は赤なので一年生らしい。

「そうなんだよ、ゴメンね、せっかくきてもらったのに」

「悪い、急いでるから！」

　足踏みをしながら言葉を交わし、断りを入れて走り出すオレたち。

　人の波をかわしながら、京太郎と話をする。

「あの娘、お前の知りあいか？」

「いや、ぼくは知らないねぇ。キミの方をチラチラと見ていたから、てっきりキミの知りあいだと思ったんだけど、ぼくは」

「……身体からだがデカイから物珍しかっただけだろ」

「小林くんは、フラグクラッシャーって言葉を知っているのかい？」

　話を差し替えられ、よくわからない単語のことを訊きかれたので、「知らん」と一いつ蹴しゆうしてやった。

　すると、ヤツは溜息を吐いて、

「鳳先輩や助川くんから注目されているというのに、……うん、本人がそれでいいのならいいや。この話は、おしまいさ」

　意味深なことを呟いて会話を打ち切りやがった。

　まぁ、そんなことより、今はこの人混みを抜けて教室に向かうのが先決だ。

　どうやら予想以上に、オレたちの『文集』を求めている人がいるみたいだから。

　それを、みんなに届けるために。

　そして、――京太郎や二重ちゃんのために。




　喫茶店。と可愛らしく飾りつけられた扉をくぐると、

「「「「いらっしゃいませぇ」」」」

　と、ウェイトレスの格好をしたクラスメイトたちに出迎えられた。待て待て待て、男子もウェイトレスの衣装を身に着けているぞ。いいのか、それで。

　店内を見回すと、客の入りは上々のようだった。いいんだ……それで。

「いやいやいや、客じゃねぇ。中村先生はどこだ？」

　オレは客じゃないことを必死にアピールして、目的の人物の居場所を訊ねる。

「なんだ、明智と小林じゃねぇか。中村先生は、裏方。あの暗あん幕まくのうしろにいるぞ」

　ウェイトレス（男）大おお竹たけが目に見えてガッカリしながら、教室後部に吊り下げられた暗幕を指す。

　うん？　普通に話したよな、今。オレって怖がられてるんじゃなかったっけ？

　一瞬考え込んだが、すぐに答えが出た。今日は文化祭だから、みんな気分が高こう揚ようしてるんだ。だから、普段話をしないヤツにも声をかけられた……と。そう思うと哀しくなってくる。

「ありがとう、大竹くん」

　礼の言葉を口にした京太郎のあとに続き、暗幕の隙すき間まを縫ぬって中に入る。

　肝心の中村先生は、奥の机で優ゆう雅がにティーバッグの紅茶を飲んでおられた。

　すぐにオレたちの姿に気がついたようで、目をパチパチさせたあとにっこりと微笑ほほえむ。

「あら、明智くんに小林くん。ごめんねぇ、部室の方に行けなくて。先生はこの喫茶店の監督役だから、ここを離れられないのよ」

　さいですか。でも、オレたちはそんな話をしにきたワケじゃないんだ。

　オレは腕組みをして、睨むような視線を先生に向ける。

　そして、京太郎はゆっくりと人差し指をターゲッティングして、

「――犯人は先生ですね」

　と、言い放った。

　すると先生はカップを机の上に置いてパチパチと手を叩きながら、いつもの間ま延のびした調子で言う。

「そうよぉ、正解です」

　あれ、そんな反応なの？

　だって、配布するはずの『文集』を持ち出したんだぜ。もっと悪びれた感じで、やむにやまれない事情を語り出すはずじゃないかよ。

　オレたちと中村先生の間に感じる温度差。何かがおかしい。

「それでは、先生から明智くんへのプレゼントですよぉ」

　笑みを絶やさないまま机の中からとりだしたのは、――銀色の時計。鎖の色はオレたちの推理通りの黒。

「はい、明智くん。あなたのお父様からよ」

　クィーンの時計を大切そうに受け取った京太郎は、感情的になりそうなのを堪こらえながら先生に質問を投げかけた。

「先生は、この時計をどこで……？　父がここにきたんですか？」

　その問いに、ゆっくりと首を横に振って話し始める先生。

「いいえ、京吾さんはここにはこられていないわ。その時計は、小包の中に入っていた物なの。

　八月の後半……、まだ夏休みのことよ。学校に先生宛の電話が入ったの。それが、京吾さん。あなたのお父様からだったわ。その時、明智くんが京吾さんのお子さんだということを知ったのよ。プロフィールを確認していたというのは噓なのよ。ごめんなさい。

　それでね、京吾さんはどうやら遠くに行っておられたみたいでね。子供たちの通う学校のことを調べていたら、見知った名前があったので電話してみた……と、そんなことをおっしゃっていたわ。

　そして、先生に頼み事をしてこられたのよ。子供たちと久しぶりに遊びたいので、手伝って欲しいってね。昔から変わらない無む邪じや気きな方よね。

　先生が了りよう承しようするとね、後日先生の家に小包が送られてきたの。あとは、小包に入っていた手紙通りに動いただけよ。それが、今回の宝探しゲームの全ぜん容ようなの」

　ゲーム……？　先生はゲームと言ったか。

　文集を隠してオレたちを困らせることがゲームなのかよ。

「先生だって見てただろーが、オレたちが必死になって『文集』をつくっていたところを、さ。それをゲーム呼ばわりするなんてっ！　あんた、本当に教師なのかよっ！」

　心の奥底から湧き上がってくる怒りと共に、オレは先生に向かって叫んでいた。

「え、ええっ！　ごめんなさい。なんで、先生が怒られるのぉ？　だから、先生は喫茶店の監督役があって、部活の方にはいけないのよぉ……」

「そうじゃなくて！　オレが言っているのは『文集』のことだよ！」

「だから、ごめんなさいって謝っているじゃないのぉ。配布で忙しいのはわかるけど、部活そつちには顔を出せないのよぉ」

　涙目になっている先生を睨みつける。

　全然、話が嚙みあってないだろーが。

「小林くん、落ち着くんだ。――どうも変だよ、先生の話は」

　オレの腕を引っ張って、それを阻止する京太郎。

「変って何がだよ？」

　しかし、コイツはオレの問いかけをあっさり無視して、先生に話しかける。

「先生が『文集』を最後に見たのはいつですか？」

「え……と、なんのこと？　昨日の放課後、みんなで確認作業したでしょ？　その時だけど……」

　その答えに満足していないのか、京太郎は顎に手をやりながらさらに質問をする。

「なら、小包を部室の教卓に置いた時、教卓の上には他にも何かありましたか？」

　先生は頰に手を当ててしばらく「うーん」と唸ったのち、答えを返す。

「いえ、何もなかったですねぇ。だから、先生は教卓の上に小包を置いたんですよ」

「そう……ですか。この時計、ありがとうございました。では、ぼくたちは戻ります」

　先生にお礼を言い、踵きびすを返す京太郎。

　何がどうなってるんだよ、オイ。オレにも説明してくれ。自分だけわかったような顔をしやがって、いつもお前はそうなんだよな。

　ヤツを追いかけながら、その背中に文句をぶつけてやる。だが、コイツはオレの声を無視し続け、教室兼喫茶店を出たところでようやく振り向いて応えてくれた。

「ゴメンゴメン、小林くん。少し作業をしていたんだよ。ほら、携帯電話ケータイをかしてくれるかい？」

　いつの間にか彼の手の中には、miniSDカードが握られていた。オレの声に反応しなかったのは、そういうわけか。歩きながらドライバーを使って、一生懸命銀時計の裏蓋を外していたのだろう。器用なヤツだな。

　オレはminiSDカードを受け取り、携帯電話ケータイにセットして中のデータを読み込んでやる。やはり中身は前のカードと同じで、文章ファイルが一つのみ。

「ほらよ」

　さっき無視してくれた腹いせに先に読んでやろうかとも思ったが、まぁ、それは大人げないなと思いとどまった。

　ディスプレイに表示される文字を目で追いながら歩く危なっかしいバカを、誰にもぶつからないようにうしろから軌き道どう修しゆう正せいしてやりながら進む。

　立ち止まって読めよと思うが、やけに真剣な表情なので言い出しづらい。

「なるほど……、そういうことか……。小林くんも読んでみたまえ」

　顔を上げた京太郎は、オレにも文章ファイルに目を通すように促してくる。

　さすがにオレは、歩きながら読むという器用で危険なことはできないので、廊下の壁により掛かりながら目を通すことにする。

『よくこの暗号をといたな、京太郎。いや、二重かもしれないな。おめでとう。

　では、約束通り。父さんたちがお前たちの前から姿を消した理由を記しておく。

　父さんはな、ある事件に巻き込まれた』

　そこまで読んで、顔を上げる。なかなか大変なことが書かれていたので驚きよう愕がくしたのだ。

「京太郎……、事件に巻き込まれたって書いてあるぞ」

「いいから、さっさと読んでよ。それを読んでいないと、事件の真相が語れないんだよ」

　どうも急せかすので、もう一度ディスプレイに目を落とす。

『事件に巻き込まれた時、父さんは大怪我を負った。意識を失う前に、母さんに一言伝えたせいで今の状況になってしまった。――本当に、すまないと思っている。

　それは、父さんが目覚めるまで子供たちには何も言わず、距離をとって欲しい。この怪我は事故によるもので事件性はない、で通して欲しい。確かそんなことを言った。これは、病院等の詮索からお前たちまで事件に巻き込まれる可能性があったので、お前たちのことを思って口にした言葉だったのだが、それを母さんは律りち儀ぎに守ってしまっていたのだ。

　……悪い。父さん、その怪我が元で一年間も眠っていたらしい。まさか一年も寝たきり状態になるとは思っていなかったし、母さんもあんな性格だったのを忘れていたよ。

　だけど、そんな母さんだが、ちゃんと近くで見守っていたんだぞ。やっぱり心配だったんだろうな。毎日、双そう眼がん鏡きよう持って出かけていたんだよ。だから、二重が髪の毛を染めていたことも知っている。なかなか似合っていたと母さんは褒めていた。父さんも見たかったな。はっはっはっはっは』

「はっはっはっはっは……じゃねえよ！　なぁ、京太郎。オレ、無性にこの人たちをぶん殴りたいんだけど」

　そんなオレのツッコミ衝しよう動どうを「いいから、最後まで読みたまえ」と一蹴しやがる似たもの息子。つーか、娘は望遠鏡で母は双眼鏡かよ。親子だなぁ。

　心の中で溜息を吐き、続きを読み進める。

『それで、目を覚ました父さんは決断した。

　もう少し、遠くでお前たちの様子を見ようとな。

　それはな……、事件に巻き込みたくないという思いもある。

　だが、今の父さんの姿をお前たちに見せたくないというのが本音だった。病院のベッドの上で身動きがとれない情けない姿をな。

　一年間も寝たきりだとな。全身の筋肉が衰おとろえていて、立つことさえままならないんだよ。それでリハビリを受けて歩けるようになったら、会いに行こうと決めていたんだ。

　最近ようやく歩けるようになった。松まつ葉ば杖づえが必要だけどね。

　医者の許可も下り、外出しても構わない。

　しかし、普通に再会するのは面白くない。だから、父さんは考えた。

　母さんに調べてもらったら、お前たちの高校で近々文化祭が開かい催さいされるそうじゃないか。ちょうど知ち己きである喜久子ちゃんが教師になって勤めているようだし、彼女に頼み込んで、メッセージの隠された時計を探し出すこんな宝探しゲームみたいなことをしてもらったのさ。

　簡単に解けるとは思ってはいないが、解けたら解けたで、解けなかったら解けなかったで、どちらにしても面白いだろうと思ってね。

　――さて、長い話もここまでにしておこう。

　父さんは、がんばって文化祭に顔を出すよ。午後から外出の許可を取ってね。

　色々言いたいこともあるだろうが、それはその時ぶつけてこい。

　再会できることを、楽しみにしている。


――明智京吾』



　読み終えたオレは、口から魂たましいを吐き出しそうだった。

　感想としては……、無茶苦茶だ、この人。蛙かえるの子は蛙。いや、蛙の親は蛙……。この親あってこその京太郎というべきか。

「どうしたんだい、小林くん。なぜか疲れているように見受けられるけど」

「実際疲れてるんだよ。お前はコレを読んで怒りとか湧わかないのか？　オレがお前と同じ状況なら、怒り狂っているところだぞ」

　ゲンナリしながら、訊いてみる。なにせ二年間も放って置かれたんだ。ここは怒ってもいい場面のハズ。

　しかし、京太郎は怒る素振りも見せず、言葉を紡ぐ。

「いや、確かに怒るシーンだと思うけども、嬉しさの方が大きいかな、ぼくは。だって、生きていたんだからね。一時は、死んでるのかもと思って落ち込みはしたよ。……でも、そんなことはなかった。ぼくは、それだけで嬉しいよ。

　それに、仕送りはしてくれてたし、ぼくたちが危なくなったらきっと助けてくれただろうからね」

　微笑む京太郎を見て、思い出す。

　そうか……、そうだったな。コイツは好きな探偵役をやめると言い出すくらい、両親のことで思い悩んでいたんだった。それなら嬉しい気持ちの方が大きいかもしれない。

「よかったな」

　呟くように告げると、

「小林くん、キミには色々と迷惑をかけた。キミがいなかったら、ぼくはきっと立ち直れなかったし、二重もずっと鬱ふさぎ込んでいたままだったよ。本当にキミがいてくれてよかった。

　――ぼくと、ぼくたちと友達になってくれて、ありがとう」

　太陽のように輝く笑顔と感謝の言葉が、オレの胸に心地よく響いた。すげー照れる。

　頰を掻くのも束つかの間ま、京太郎は真剣な表情を浮かべて口火を切る。

「……さてと、文集の事件に話を戻そう。

　先生や父さんの話から察するに、先生たちは文集が紛ふん失しつしていることを知らない。つまり、文集紛失事件には、関与していないということだ。小林くんも父さんの話を読んでそう思わなかったかい？」

　改めて、京吾さんの話を思い出す。




『彼女に頼み込んで、メッセージの隠された時計を探し出すこんな宝探しゲームみたいなことをしてもらったのさ』




　確かにそうだ。京吾さんは、時計探しのことしか触れていない。

　先生も同じような感じで、文集がなくなったことは知らないような口調だった。

「しかし、現に文集はなくなっているよな」

「そうだよね。少し整理してみよう。何か見えてくるかもしれないからね」

　思考しながら人で溢れかえる廊下を歩く。

　おや、さっきの強面の人だ。スーツを着たおじさんが、キョロキョロしながらオレたちの前を通り過ぎていった。

「なんか、スーツ姿のおじさんが目につくなぁ」

　よく見れば、スーツを着込んだ怖そうな男性が至る所を歩いている。あんまり文化祭にマッチしない服装なんだけどな。会社帰りか？　でも、日曜だし。

　そういうこともあるだろうとスーツの人たちを頭の隅すみへと追いやって、京太郎の話を聞く。

「いいかい、小林くん。最近ぼくたちの周りで起こった事件を挙あげてみるよ」

　京太郎は、指を一本立てて言葉を発する。

「まずは、キミが起こした事件。ぼくの書いたミステリー小説を元にした事件。これを【Ａ】と呼ぶよ」

　ふむ。ミステリー小説事件【Ａ】ね。

「では、次の事件。今日起こった文集捜そう索さく暗号解読事件。これを【Ｂ】と呼ぶ」

　二本目の指を立てて言う少年。今日の事件が【Ｂ】か。

「詳細は、こうだね。事件【Ａ】が起こり、解決する時に『脅迫状』が見つかった。その結果、今日の事件【Ｂ】が起こった。そうだよね？」

　あって……、るよな。オレが起こした事件【Ａ】の最後に『謎の脅迫状』がでてきたんだからな。そして、その『脅迫状』が暗示した通りに事件【Ｂ】が起こったのは、間違いない。

　そこで、京太郎は三本目の指を立てて言い放つ。

「――でも、三つ目の事件【Ｃ】が存在していたとしたら」

　ゾクッとした悪お寒かんが背中を登る。

「さっき中村先生に会って確認した通り、『暗号事件』の犯人は、中村先生なんだ。しかし、肝心の『脅迫事件』の犯人ではない」

　そうだよな。先生が文集を持って行っていないとしたら、そういうことになる。

「先生が言っていたよね。放課後の教卓の上には文集の入ったダンボールはなかったって。

　起こったことを順番に並べてみよう。

　まず、小林くんが事件【Ａ】を起こし、それに便びん乗じようした脅迫犯が『脅迫状』を残す。そして、文化祭の前の日。つまり、昨日の放課後に部室の教卓の上から文集の入ったダンボールを持ち去り、そのあとにやってきた中村先生が暗号事件【Ｂ】の入った小包を教卓の上に置いた。

　すると、文集消失事件【Ｃ】というものが【Ａ】【Ｂ】両方の事件に重なっていたことがわかるんだよ」

　事件は三つあり、それぞれに犯人がいるってことか。

　いや、待てよ。だとしたら、犯人は――。

「そうなんだよ、小林くん。ぼくの推理では、犯人は文集を人の目に触れさせないことが目的の人物なんだ。

　脅迫状『これ以上事件に関わるなと警告したはずだ』という文にあった『事件』とは、やっぱり金田くんの取り上げた十年前の強盗事件ないし、空き巣の件だよ。ひょっとしたら、金田くんの推理自体が正解なのかもしれないね。

　――だとしたら、犯人は事前に文集の内容を知っていた人物ということになるんだよ。ぼくさ、昨日の内に何冊か配ってるんだよね。二重も友達二人にあげたって言ってたし、これは容疑者が多すぎて大変だよ……」

　そう言いながら、グッと身体を強こわばらせる。

　違うだろ、京太郎。オレが気がついててお前が気がつかないはずはないだろーが。

「オイ、本当はわかってるんだろ。現実から目を背けるなよ」

「何を……言うんだい、小林くん。そんなこと、ないじゃない……か」

　オレの言葉に顔色を青くする探偵。この反応は、やはり間違いなく犯人の正体に気がついている。

「いいか、よく思い出せ。【Ａ】の事件のことを。

　――アイツが、一番最初に『脅迫状』を見つけてきただろーが。

　トリックとしては単純すぎるほど単純だ。お前が書いたミステリー小説と同じトリックに他ならない。小説の中の犯人であるオレは、部室の鍵をすり替えていた。

　アイツはそれと同じように、オレの用意した脅迫状を自分の用意した脅迫状とすり替えたんだよ。このトリックは、一番最初に脅迫状を見つけてきたアイツにしかできない」

　しかし、コイツはまだ信じられないようで、反論を開始する。

「で、でも、昨日の放課後はみんな一緒に帰ったじゃないか。中村先生も放課後には『文集』の入ったダンボールはなかったって……」

「一度帰って急いで学校に引き返せば問題ない。アイツだって自転車は持っているし、先生の証言はこの際重要ではないだろ。先生が小包を置く前に文集がなくなろうが、置いたあとになくなろうが、この順番自体はどうでもいいことだ」

「じゃ、じゃあ、今日出てきた脅迫状。昨日、文集がなくなっていたとしたら、脅迫状がセットされていたってことじゃないか。先生が小包を置く時に、それに気がつかないってことはないじゃないか」

「あのなぁ。昨日、文集だけ持っていき、脅迫状は今日、教卓に置けばいい。それだけのことだろ」

　矢や継つぎ早ばやにアイツを弁べん護ごしようとする京太郎の言葉を一つ一つ潰つぶしていく。もはや、どう足あ掻がいても真実は真実。覆くつがえりようがないのだ。

「小林くん……。ぼくは信じることができない。彼女がこんなことをする理由がまったく見えないんだ……」

　泣き言を洩らす探偵に、ありきたりだけど一番効果的な言葉をかけることにする。というか、もうこれしかない。

「……だから、訊きに行こうぜ。こんなことをしたアイツを問いただそう」

　オレと京太郎は一層賑にぎやかになっていく廊下を走り抜け、部室を目指す。

　事件【Ｃ】を起こした犯人、




　――玉村文美おさななじみの元に。




　　　　◇




「オイ文美、どういうことだっ？」

　怒ど号ごうと共に部室に飛び込む。

　しかし、部屋の中には人の姿はなく……いや、違った。

　想像を遙はるかに超えた光景が広がっていた。

　驚いて目を剝むいているのは、京太郎も同じだ。

　凄せい惨さんといえば凄惨な信じがたい光景。

　机が壁際に寄せられていて、床の真ん中には見覚えのあるダンボール。

　そして、そのダンボールに寄りかかるように、二人の女生徒が眠っていたのだ。

「これは、いったい……」

　呟きながらもオレたちは小走りでその女生徒たちに駆け寄って、安否を確かめる。

「大丈夫だよ、小林くん。金田くんは気を失っているだけのようだ」

「そのようだな……。二重ちゃんも同じみたいだぜ」

　二人ともちゃんと呼吸しているので一安心しつつ、肩を揺すって覚かく醒せいを促す。

「二重ちゃん、二重ちゃん」

　耳元で彼女の名前を呼ぶと、ようやくまぶたを開け、焦しよう点てんのハッキリしないぼぅっとした瞳でオレを見つめる。

　まだ意識が混こん濁だくしているようだ。だからオレはもう一度彼女の名前を呼び、問いを投げかける。

「大丈夫か、二重ちゃん。いったい何があったんだ？」

「あ……、シュウさん……。私は……」

　右手で顔を覆いながら混乱している記憶を整理する。そんな仕草に見えた。

「文美ちゃんですわ……」

　乃恵瑠の声は、オレの横から聞こえてきた。

　京太郎の肩を摑みながら、力なく立ち上がるお嬢様。二重ちゃんよりも意識がしっかりしているようで、ここであった出来事を続けて話す。

「修司くんと京くんが部室から出て行ったあと、首のうしろに衝撃が走って、一瞬にして意識を刈り取られましたわ。多分ですが、あれはスタンガンのような物でしょう。まだ、手足に痺しびれが残っていますもの」

　立ち上がった乃恵瑠は言葉を発しながら歩き、壁際に寄せられている机の上に気け怠だるそうに腰を下ろす。

「……でも、話を聞くだけなら、玉村くんがやったなんてわからないじゃないか。金田くんがうしろからスタンガンで襲われた。それは事実かもしれないけど、それをやったのが玉村くんとは限らない。もしかしたらぼくたちの知らない誰かが、この部室に潜んでいた可能性も捨てきれないよ」

　文美の無実をはらそうと、必死になって弁護する京太郎。乃恵瑠は、それを悲ひ痛つうそうに見ながらも斬きって捨てるための事実を口にする。

「京くん。信じられないかもしれませんけど、文美ちゃんにしかできませんわよ」

「や、やっぱり第三者が隠れていたんだよ」

「いい加減にしてください、京くん。この部室に隠れるところなど教卓の裏ぐらいしかないし、文集を探すために散々部室内を見て回ったじゃないですか。

　それに、わたくしは首のうしろと言いました。

　思い出してくださいませ。あなた方が部室を飛び出る前、わたくしたちがどのように立っていたか。まず二重さん、その少しうしろにわたくし。そして、一番奥の教卓付近に立っていたのが文美ちゃんですわ」

　――決定的だった。

　二人の少女を襲ったのは、文美以外にあり得ない。

　京太郎はヨロヨロと後退し、文集が入ったダンボールに足を取られて盛大に転ぶ。

　ドサッと……、彼と共にひっくり返ったダンボールからオレたちのつくった文集が飛び出て床に散さん乱らんする。

「気を……つけて、ください、兄さん。私たちのつくった文集なんですよ。がんばってつくった……拾わないと……」

　まだしんどいだろうに、彼女はオレの腕の中からヨロヨロと手を伸ばし、一冊ずつ文集を拾い上げてダンボールに戻していく。

　オレも彼女の肩を支えながら文集を拾い集める。

　すると、床の上に畳まれた一枚のルーズリーフが落ちていた。ダンボールの一番上に入っていたのかもしれない。ダンボールが倒れた時、一緒に飛び出して『文集』の下した敷じきになったのだ。

「京太郎」

　まだ尻しりもちをついて立ち上がれないでいる彼の名前を呼びながら、そのルーズリーフを開いた。

　そこに書かれていたのは、

　――告白文。

　文美がオレたちに宛あてた手紙だった。




『みんなへ。

　京ちゃんのお父様のことだから、きっと全部を伝えていると思います。

　そうです。京ちゃんのお父様に大怪我を負わせて、会えないように引き裂いたのは、

　――わたしの父です。

　二年前、わたしの父が空き巣をしているところを京吾さんが目もく撃げきしたそうです。

　京吾さんは父を説得して自首させようとしました。でも逆上した父は、京吾さんをナイフで刺してしまった。それがことの発ほつ端たんなのです。

　夏休みにみんなで祭りに行ったことを憶おぼえていますか？　わたしは、祭りの前日にそのことを偶然に知ってしまったのです。

　夜、目を覚ましたわたしは、水を飲みにキッチンへ向かいました。すると、両親がキッチンでそのことを話していたのです。

　全部乃恵瑠ちゃんの推理通りだった。憶おく測そくだけで推理してしまうなんて、本当にすごいよね。

　そうなの。最近の空き巣のことも全部、わたしの父の仕し業わざ。乃恵瑠ちゃんの書いた記事がまさに真相だったのよ。

　十年前、お金に困っていた両親は空き巣を繰り返していました。ある老夫婦が旅行に行くという話を聞きつけた二人は、夜中にその家に忍び込みました。だけど、旅行を取りやめていた老夫婦に見つかり、スタンガンを使って気き絶ぜつさせたそうです。

　その事実を知った時、仲の悪い二人が離り婚こんをしない理由もおのずと推すい測そくできました。罪を犯した二人は、お互いが裏切らないように監かん視しするために離婚をしないのでしょう。

　わたしが文集を隠した理由は、父が文集の内容をどこかで聞きつけてきたからです。

　乃恵瑠ちゃんが昔の事件を掘り返していると知って気が気でないようで、一層機き嫌げんが悪くなっていました。

　そして、父はわたしに言った。文集に事件のことを載せるなと。

　従わないと何をしでかすかわからなかったので、わたしは仕方なく脅迫状を使って事件のことを調べないように警告した。だけど、それは無駄なことだとわかっていたわ。だって、乃恵瑠ちゃんが脅迫状くらいで止まるはずないもの。

　それを知った父は、わたしを脅おどしました。

　乃恵瑠ちゃんやシュウだけでなく、他のみんなにも危害を加えるようなことをほのめかしたの。それがとても怖かった。

　わたしが何かされるのなら構わない。でも、みんなに危害が及ぶのはダメ。

　いえ、ごめんなさい。これは単なる言い訳です。

　本当は、両親が犯罪者であることをみんなに知られたくなかったというのが本音なの。

　わたしは、みんなに嫌われたくなかった。

　――だから、文集を隠すことにした。

　みんなががんばってつくった文集を、わたしは自分の秘密を守るために隠しました。それが許されることじゃないのはわかっているし、後こう悔かいもしています。

　自分の秘密を守りたい。そんなことのためにみんなの努力を踏みにじって……、ようやく気づけたことがあります。

　バカね、わたし。保身しか考えられなかった。

　シュウならみんなを助けるために、きっと同じようなことをするんじゃない？　みんなのためなら、シュウはなんでもできるもの。見習えばよかった。最初からこうすればよかったのにね。

　何も知らなかった子供のころに戻りたい。

　引っ込み思案で、友達のいなかったわたしを仲間に入れてくれて、ずっと引っ張っていってくれた京ちゃん。

　いつも迷惑をかけているのに、怒って笑って結局最後には許してくれる保ほ護ご者しやみたいなシュウ。

　こんなわたしを慕したってくれる可愛い妹の二重ちゃん。

　遠くへ引っ越しても変わらなかった親友の乃恵瑠ちゃん。

　それからケンちゃんに、美咲ちゃん。

　みんな、ずっと好きでした。




　すべてを終わらせるために、父に会いに行きます。


――文美』






「バカがっ！」

　読み終えた瞬間、ルーズリーフをグシャグシャに丸めてぶん投げる。それは、空気抵抗に負けて失速し、ちょうど乃恵瑠の座っている机のまん前で落ちた。

　拾い上げて目を通した彼女は、わなわなと震えながら握りつぶした。

「だいたい、『ようやく気づけたこと』って違うだろーが。それは『自じ暴ぼう自じ棄き』っていうんだ、文美！

　どうして、こんなに思い悩むまでになっても相談しない？　お前の目から見たら、オレたちは頼りないのか？

　それとも、事情を知ったからといって手の平を返すようなオレらに見えるのか？」

　わしゃわしゃと頭を掻いて、言いたいことを飛び火させる。

「そろいも揃って、バカばっかりだなっ！

　京太郎！　お前も二重ちゃんのことで悩んだり、スランプになったり。

　二重ちゃん！　グレて色々やんちゃしやがって。

　乃恵瑠！　自分が黒ク田ロだったことを隠さずに言えばよかった。

　そして、今度は文美だと。

　結局、最後に迷惑こうむるのはオレじゃねーかよ。なんで一番大きくなって爆発寸前の時にオレを巻き込むんだ、お前らは。

　どうせこうなるなら、――最初にしろよ。最初に相談してくれよ」

　荒ぶる心情に答えようと、声を絞り出す少年。

「でも、それは……小林くんに……」

　理由はわかっている。コイツらの優しさが理解できる。

　だから、オレは京太郎の声を遮さえぎって叫ぶ。ありったけの思いを吐き出す。

「オレに迷惑をかけたくないから……そんなとこだろうさ。だけど、それこそが迷惑だ。オレたちは、幼なじみであり親友じゃねーかよ。

　悩みに悩み抜いて暗い表情をしている親友たちおまえらを見る方が、辛いに決まってるだろーがっ！」

　きっと真っ赤な顔をしている。しかし、これこそがオレのいつも言えず心の内に仕舞っていた思いだ。

「昔約束しただろ、京太郎。

　――オレが困っていたら京太郎が助ける。京太郎が困っていたらオレが助ける。

　ただ、それの延長なんだよ。

　――みんなが困っていたら、みんなで助けあう。

　それだけのことなんだよ！」

　オレは、床にへたり込んでいる京太郎に手を伸ばす。

　京太郎は大口を開けてポカンとしていたが、

「だからさ、今困っている文美を助けに行こうぜ、リーダー」

　その言葉に頷き返し、オレの手を摑む。

「そうだね、小林くん。キミの言う通りさ。玉村くんを救うことができるのは、ぼくたちしかいない！」

　彼の口から飛び出した力強いセリフに、今度はオレたちが頷く番だった。

　待ってろよ、文美。

　――だから、早まるんじゃない。























　体調の悪い女子二人を部室に残し、オレと京きよう太た郎ろうは校こう舎しやの階段を駆け上がる。

　目指す場所は、もちろん――。

「玉たま村むらくん！」

　京太郎が叫び声と共に外に通ずる扉を開け放つと、太陽の光がオレたちに降り注そそぐ。

　目の前に広がるのは雲一つない青空と、一組の男女の姿。

　倒れ伏せた男に、ナイフを突き立てようとしている少女の影。




　――玉村善ぜん汰た。そしてその娘、文ふ美み。




　彼女はオレたちの姿を確認すると、驚きながらカタカタと震え出す。

「京ちゃん……、シュウ。ど、うして……ここが？」

　そして、血の気の引いた真っ青な唇くちびるで問いを紡つむいだ。オレたちがここにいることが不思議でならないといった表情だ。

　その問いに答えるのは、明あけ智ち京太郎。探たん偵てい役の少年だ。

「簡単な推理さ、玉村くん……いや、文美くん」

　玉村姓の人物が複数いるので彼女の呼び方を名前に変更し、一歩ほど前に歩み寄る。

「こないで、京ちゃん……」

　ナイフの切っ先がオレたちに向けられるが、歩みを止めるつもりはない。

「今日は文化祭。福ふく高こうの敷地内は人で溢あふれかえっている。校庭も体育館も、屋内プールに至るまで生徒とお客さんでいっぱいだ」

「こないでって言ってるのよ」

「どこもかしこも人の目があるんだ。なら、こっそり抜け出して自分の家に帰った。いや、それも難しい。毎年、勝手に外を出歩く生徒がいるようで裏門は封ふう鎖さされているし、正門は来場するお客さんに見られてしまう。

　それに、ぼくたちは善汰おじさんを校舎内で見かけている」

「京ちゃん……。お願いなの……。きちゃダメなの」

　懇こん願がんしながらナイフを振り回す、まるでだだっ子のような彼女。

「――となると、キミの手紙に書いてあった『父に会いに行きます』という最後の一文から、どこかで待ちあわせをしていると推すい測そくできる。そこは誰だれの邪じや魔まも入らない安全な場所でなければならない。……なら、それはどこか？」

　探偵は、いつも通り自信たっぷりの笑顔を浮かべて推理を口にする。

「答えは、屋こ上こさ。文化祭中は、お客さんも入れないように立ち入り禁止のロープが張られているけど、結局張られているだけだからね。簡単に侵入できるというわけさ」

　その推理は正しかった。

　だから、オレたちは間にあった。文美が手に握り締めている凶きよう刃じんを振り下ろす前に、彼女を見つけ出すことができた。

「さぁ、文美くん。もう大丈夫さ。キミが悩むことは何もないよ」

　さらに一歩踏み出した時だった。

「それ以上、近づかないでっ！」

　瞳ひとみに涙を浮かべた文美が大きな声で叫び散らす。その剣けん幕まくに止まるしかないオレたち。

　距離にして七、八メートルってところか。駆け寄るにしては離れ過ぎている。

　これでは摑つかまえるより早く、文美が反射的に父親を刺してしまう。それはダメだ。

　内心焦あせりながらも、文美の動向を観察する。隙すきがあれば、文美を摑まえられるほどの大きな動きがあればいいんだが。

　依い然ぜんとしてナイフを構えている文美が、涙をボロボロと零こぼしながら興奮気味に言葉を発する。

「京ちゃん。わたしの手紙を読んだんでしょ。だったら知っちゃってるわよね、わたしの両親が犯した罪を。それにきっと時計に隠されていたメッセージには、父を、わたしの両親を糾きゆう弾だんするようなことが書かれていたのでしょうね」

　こんなに泣いている文美を見るのは初めてだった。

　いつも澄すましたように、おちゃらけたように――。そんな文美しかオレは知らない。

　ここにいるのは、悩み疲れた一人の少女だった。文美とは思えないほどくたびれた少女だった。

　そんな彼女をあやすかのように、宥なだめるかのように優しい声で語りかける少年。

「それは違うよ、文美くん。時計のメモには、キミの両親のことは書かれていなかったよ。ぼくたちは、キミの置いていった手紙ですべてを知ったんだ」

　その言葉がよほどショックだったのだろう。

　少女は、泣きはらした目を擦こすりながらストンと腰を落とした。

「……なんだ、わたしの勘かん違ちがいか。勘違いで、全部知られちゃったんだ。バカだなぁ、わたし」

　今がきっとチャンスだと思った。

　だからオレは、目の前のバカ女に声をかける。

「なぁ、文美。もういいだろうが。あとは警察に任せてこっちにこいよ！　それで何もかも元通りだ！」

　そう言って一歩ほど距離を詰めるが、癇かん癪しやくを起こしたように叫ぶ文美。

「こないで！　わたしは、今から力づくでもこの人を警察につき出す！　そのことで、わたしも一緒に捕まってもかまわない。だから……」

　どうやらおじさんを脅していただけのようで安堵する。

　だが、同時に――カチンときた。

　コイツはいつまで悲ひ劇げきのヒロインぶってんだ？　本当に似合わねぇキャラつくってんじゃねーよ。

　そんなオレの想いは余よ所そに説得を続ける京太郎。そして、首を横に振り続ける文美。

「こんな人たちのために、キミが犠牲になる必要なんてないんだ」

「でも、わたしは京ちゃんの家族をバラバラにした人たちの娘なのよ。わたしは、そのことを知っていながら言い出せなかった。わたしも同罪なのよ」

「そんなことはない、文美くん。ぼくたちはずっと一緒にいただろう。それはこれからも変わらない。さぁ、そんなナイフは捨てて、こっちにくるんだ」

「無理……。無理なのよ、わかるでしょ。ずっと一緒にいたからこそ、この人も自分も許せないの……」

　コイツらのやりとりを聞いているとイライラするのはなぜだろうか……。状況はアレだが、まるでバカップルがイチャついているように見えなくもないからだ。

　だからオレは、沸ふつ々ふつと込み上げてくる感情いかりを解き放つ。

「オイ、そこのバカ女。いい加減にしろよバカ。いつまでナイフ振り回しているんだバカ。バカに刃物は危険だろうが。さっさと捨てろよバカ。そんなところでぐだぐだ文句垂れ流していないでとっととこっちにくればいいんだバカ」

　重要なことなので二回以上繰り返し繰り返し言ってやる。バカはバカだと。そんなオレの態度に呆あつ気けにとられるバカ二号。

「な、……シュウ、アンタねぇ！　わたしのどこがバカだって言うのよ！　バカシュウ！」

　文美は眉み間けんにしわをよせて怒りをあらわにしながら、ナイフを下ろした。

「オレをバカ呼ばわりするなら、お前はもっとバカだろう！　昔っからよく言うよな、バカと言ったヤツがバカなんだってな！」

「その理論を持ち出すのなら、最初にわたしをバカ呼ばわりしたのはシュウの方じゃないの！　だから、シュウの方がバカなんですっ！」

　だんだん幼よう稚ちな言いあいになってきているのに気づいてはいるが、いまさら止めることもできない。

「オレよりもお前の方がバカだろ。バーカ、バーカ」

「バカはそっちなのよ。バカバカバカ！」

　だけど、こんな幼稚なやりとりも幼いころはよくやった。ケンカして仲直りして、またケンカしての繰り返し。そうやって自分の主張をして、わかりあってきた。

　子供のころは、結構簡単に色んなことを相談できた。だけど今じゃあ、みんなに遠えん慮りよして相談できずにどんどんオオゴトになっていく。

「文美ちゃんがどんなに悩んだと思っているのよ。今日だってどれだけ苦しかったことか。このナイフを父に突き立てようと試みたけど、手が震えてできなかった。だから、脅して警察に向かわせようとするのが精一杯……。

　わたしの気も知らないで、バカ呼ばわりしないでよ！」

「相談もしてくれねぇのにお前の気持ちなんてわかるかバカ。なんで京太郎も二重ちゃんも、乃恵瑠もお前も最後の最後でバカなんだよ？　大事なことをなんで最初に相談しないんだよ。そんなの哀かなしいじゃねえかよ。オレたちはダチなんだぜ。小さい時からずっとつるんできた幼おさななじみっつー腐くされ縁えんだろうが！」

　くしゃっと顔を歪ゆがめつつも声を張り上げる文美に、少しずつ近づいていく。

「相談なんかできるわけないでしょ、バカシュウ！　こんなこと相談したらみんなに、京ちゃんに嫌われちゃうじゃないのよ。そこのところをわかってよ、バカッ！」

　コイツ、意外と感情的なんだな。全然知らなかった。なんて思いながら、手を伸ばす。

　その手から逃げようとしない彼女。――だから、

「――だから、お前もバカなんだよ……文美」

「シュウに言われたく……ない……わよ」

　摑んだのは文美の右腕。すると、ナイフがカランと落ちて転がる。

　なんでこんな古典的な手に引っかかるかなぁ。

　いや、違うか……。このバカ文美はきっと気づいていたんだろう。だけど、引っ込みがつかなくてどうしようもなかった。

　こんなバカげたやりとりでしか、オレたちの元に戻ることができなかった。本当に不ふ憫びんなヤツだ。

　結局は文美自身が自分で白はく状じようした形となったが、なんとか最悪の事態は防ぐことができた。本当のオオゴトになる前に間にあってよかった。

　いや、コイツが両親を手にかけるなんてオオゴトを実行できるワケなかったんだ。この幼なじみの少女が、そんな大それたことなんてできるものか。

　冷めた一面も時には見せるが、オレが京太郎とケンカしたりした時にさりげなく仲裁したり、乃恵瑠の相談に乗ったり、二重ちゃんの面倒を見たりと、何かと優しいヤツだから。

　――それが玉村文美だから。

「ふぇぇええええええ、ぎょぉおぢゃぁあああん」

　またも泣き出したバカ二号をバカ一号に引き渡す。

「よく戻ってきてくれた、文美くん」

　京太郎は、泣きじゃくる少女を嬉うれしそうに抱きしめた。

　やはり文美には、このチビ探偵の横がよく似合う。オレはその右うしろくらいに立っているのがちょうどいい。

　これで事件解決だと、そう思った矢先だった。




「やぁ……、京太郎くんに修司くん」

　玉村善汰がよろめきながら起き上がってきたのだ。

　オレと京太郎は文美を庇かばうように、前へ出る。

　しかし、男はまったく動じることもなく、笑みを浮かべながら言葉を発する。

「二人には、とんだところを見られたようだね。まさかスタンガンとナイフで実の父を脅そうとするなんて、まったく悪い娘に育ってしまった」

　ずっと笑みを絶やさない。一時的とはいえナイフで脅されていたのに……。それが不気味だった。

　スタンガンを受けてふらついているのにもかかわらず、この男から発せられる何をしでかすかわからない雰ふん囲い気きがその不気味さを一層加速させている。

「あんたがそれを言うか。あんたがすべての元凶だったんじゃねぇかよ。京太郎の家族をバラバラにしたのはあんただろーがっ！」

　それだけを叫ぶのがやっとだった。

　下手に動けない。何が起こるのかまったく予想もできない状況だ。

　そんなオレたちの心しん境きようがわかるのか、玉村善汰は髪を掻かき上げながらさらに唇の端を吊り上げて嗤わらう。

「どうやら娘が何かを吹き込んだようだけど、全部たわごとだよ。娘はわたしを嫌っていてね。ことあるごとに悪者にしようとするのさ。困ったものだよ」

　それは……その言い訳は、オレと京太郎の関係に似ていた。

　京太郎のヤツが、起こった事件の犯人をことあるごとにオレだと決めてかかるように。鏡を見ているようにも思える。

　だけど、根本的に違うところがある。

　オレは、ムカつくことはあっても京太郎を恨うらんでいるワケじゃない。京太郎だってそうだ。本気でオレが犯人だとは思っていない。

　だが、この父娘おやこはどうだ。

　娘は父を憎んでいるし、父からは娘に対する愛情を感じられない。

　ようやく文美の抱かかえていた大きな問題を、垣かい間ま見ることができた。父から愛情をもらったことがないのだろう。そして、多分母からも。

　だからコイツは、オレたちに相談できなかったのか。

　――みんなに嫌われたくない。嫌われたら自分の居場所がなくなってしまう。そんな強きよう迫はく観かん念ねんに囚とらわれていたのかもしれない。

　今のオレに……オレたちにできることは、

「いいか、おじさんっ！」

　口を開きかけた時だった。

「小林くん、ぼくが言うよ」

　一歩前に出てオレの言葉を遮さえぎるリーダー。

　ここからだと背中ぐらいしか見えないが、コイツは確かに怒っていた。

「ぼくは……ぼくたちは文美くんの言うことの方を信じます」

　京太郎が怒りを押し殺しながら、オレの言葉を代だい弁べんする。いや、京太郎にとっても同じなのだろう。

　……そう。オレたちにできることは、文美の言葉を信じること。

　オレのうしろでクッと息を飲む音がかすかに聞こえる。

　文美、安心しろ。オレたちは全員揃そろってお前の味方だ。

「ぼくたちは幼いころからずっと一緒に育ってきました。笑って泣いてケンカして、長い時を過ごしてきた親友なんですよ。文美くんはいつもぼくに味方してくれて、バカ騒ぎしてくれて、彼女といるとすごく楽しいんだ。

　……あなたは確かに文美くんの父かもしれません。でも、ぼくたちにとっては、あなたは友達でもなんでもない。親友の父親という存在でしかないんだ。

　なら、どっちの言い分を信じるかなんて明白でしょう。押し問もん答どうにすらなりはしない」

　――ただの他人がオレたちの親友をバカにするなと、そう語っていた。

「……だから、ぼくたちは文美くんを信じる」

　京太郎はその男に向かって指を突きつけ言い放つ。

　それは、ミステリーを終わらせるための決めゼリフ。探偵が犯人を追いつめたという証あかしの言葉。

「十年前の強盗事件、二年前の空き巣。ぼくの父を刺したという傷害事件。そして、最近頻ひん繁ぱんに起こっている空き巣。それらすべての犯人は、あなただ、玉村善汰！」

　しかし、玉村善汰には届かない。

「はは、娘はいい友達を持ったねぇ。うんうん」

　笑みを貼はりつけたまま、変わらない。

　そして、不気味な笑顔のままで、言葉を続ける。

「いいかい京太郎くん。文美の言うことには、証拠がない。証拠がないということは、わたしを捕らえることができない。違うかい？」

　オレは顔をしかめて思わず振り向き、文美の顔を確認する。しかし、彼女は首を横に振るだけだった。

　それが答えだ。

　玉村善汰が不気味な笑みを絶やさない理由が、これなのだろう。

　証拠がないからこそ、十年間も捕まっていない。だから、玉村善汰はこの場に立っていられるのだ。

　だが、そんな玉村善汰の切り返しにも屈しない少年がいた。それが、明智京太郎だ。

「ぼくには持じ論ろんがあります」

　ヤツは一言発して髪を掻き上げ、自信たっぷりに反論を口にした。

「証拠を出せと言った人物が、だいたい犯人なんですよっ！」

　いつも通りの無茶苦茶さ。しかし、今はそれが心強かった。

　コイツには理り屈くつは通用しない。自分のペースに巻き込めば、誰であろうとこじつけて犯人に仕立て上げる。そんな、迷惑きわまりない少年だ。

「いいですか、善汰おじさん。あなたは証拠がないと言いました。だけど、本当にそうでしょうか？　空き巣に入った時、髪の毛が抜け落ちたりしていませんか？　手袋等の指し紋もん、いわゆる手袋痕あとが残されていませんか？　靴についていたドロは？　侵入した家に隠しカメラが設置されていた可能性は？　また、目撃者がいる可能性は？　そんなありとあらゆる可能性をすべて否定できますか？」

　マシンガンのように次々と証拠になりそうな事こと柄がらを挙あげていく。

　それを聞いてメガネの奥の瞳を丸くする玉村善汰。

　そして、頭を掻きながら目め尻じりを吊り上げた。

「わかんねぇガキだなぁ。お前、ドラマとかマンガとかの見過ぎだろ。証拠がないから、俺はここにいるんだよ。――いいか。空き巣っていうのは、だいたい金に困っているからやるんだよ。自分たちの稼ぎだけじゃあ暮らしていけないからな。まぁ、いつの間にか空き巣をすることが楽しくなって繰り返そうが、入った先にじいさんばあさんがいて強盗になっちまおうが、自首を勧すすめにきたお人好しにナイフ突き立てようが、証拠がなければ俺を捕まえることなんてできない。そーだろうがよぉ？

　あとは、お前らのつくった文集さえなければ心配事もなくなるってな」

　笑みの仮か面めんが外れ、態度が醜しゆう悪あくなものに変わる。これがきっと玉村善汰の本ほん性しようなんだろう。

「最近頻発している空き巣事件も楽しいからやっているんですか？　二年前にやめたのに、またやり出したのはなぜですか？」

　そんな彼に怯えず問いかける少年。

「当たり前だろ、楽しいからだよ。それに、普通に仕事をするより簡単に稼げるしな。だいたい俺は、ずっと続けていくつもりだったんだ。そしたら、それを止めにきたお人好しのバカを刺してしまってなぁ。ほとぼりが冷めるまで自重するつもりだったのさ。――だが、アイツは俺を訴えることなく、なぜか姿を消した。二年待ったが何事もなければ音沙汰もない。

　だから再開した。それだけだ」

　まるで罪の意識などないような表情で、あっさりと質問に答える玉村善汰。オレは思わず奥歯を嚙み締めて、その男を睨みつける。こんなヤツのせいで、京太郎も二重ちゃんも文美も苦しんだんだ。許せない。許せるはずがない。

　その心を感じ取ったのか、京太郎はオレが飛び出さないように腕で制しながら目の前の男に向かって言葉を紡ぐ。

「楽しいからって、お金に困ってるからって、それが空き巣をしていい理由になんてならないですよ。善悪の判断のつく大人でしょうがあなたは。ぼくが言うのもなんですが、まるで子供みたいですよ、おじさん」

　ポカンとした顔で頭を掻き、徐々に目尻を吊り上げる男。

「――俺はなぁ、お前みたいな理屈っぽい人間は大嫌いなんだよ。まるでアイツを見ているようでムカつくんだよな。二度と小難しいことを言えないようにしてやらぁっ！」

　少年とのやりとりで怒りをあらわにした玉村善汰は、駆けるようにしてオレたちに向かってくる。

「京太郎！」

　善汰の拳こぶしが小さな少年を襲う。それをオレは京太郎の襟えり首くびを引っ張って転がす。京太郎の首が絞まったようだが、気にしている場合じゃない。

　オレは京太郎を引き立たせて、文美の方に押し込む。

　その時、咳せき込みながらもオレにしかわからないような小さな動作で扉を指さす探偵。

（時間を……稼かせいで……くれ）

　時間稼ぎだと？　――そうか、さっきの会話は時間稼ぎの一いつ環かんだったのか。だが、コイツは何を狙ねらっているんだ？　扉の裏に何かあるのか？

　疑問に思いながらもそのまま前に出て、二人を庇うように男の前に立ちはだかった。

「なんだよ、お前が先か？　俺は構わない、ぜ」

　男の放つ鋭い右のストレートを、身体からだを傾けてかわす。ちっ、なんて速さだよ、オイ。

　オレもなんとかしようとパンチを繰り出すが、空を切る。

　やべぇ。スポーツは得意だが、ケンカ慣れをしているワケじゃない。極きよく度どの緊張からか身体が休息を訴えるが、休んでいる暇はないし、場合でもない。

　業ごうを煮やした男から放たれた鋭い蹴りいちげき。それをなんとか両手で摑んで、男を身体ごと押し倒す。

　コレはチャンスだ。馬乗りになって拘こう束そくしようと試みるが、男は寝たままの状態でオレの足を蹴けりつけ、ゴロゴロと転がって距離をとる。

　オレも息を整えるため、男から少し飛び退いた。

　――だが、それがまずかった。走り寄って一気にケリをつけるべきだったのだ。

「このガキ……」

　玉村善汰は血走った目でオレを睨にらみ、ゆらりと不気味に立ち上がる。

（マジか……？　マジかマジかマジかっ！）

　心の声は、ドッと噴き出る汗と共にいつの間にか肉声に変わっていた。

　そんなのありかよ、反則だろーがっ！

　狼ろう狽ばいするオレを心配して、京太郎が叫ぶ。

「こ、小林くん！　逃げるんだ！」

　なぜなら、――ヤツの手に握られていたのは、太陽光を受けてギラリとひらめく一降りの刃物。文美が投げ捨てたナイフだった。

　さっき転がった時に、拾った物だろう。チクショウ、万事休すとはこのことか。

「おいたが過ぎたようだね。俺に逆らうヤツがどんな目に遭うか、見せてやるよ」

　刃物を握って醜悪に嗤う男は、もはや近寄るだけでも危険域。

　二人の盾たてになりながら、ゆっくりと距離を測るしかない。

　やがて、そのジリジリとした鬼おにごっこも終わりを告げることになる。

　オレたちは屋上と校舎を繋つなぐ扉の前まで追いやられたのだ。もう下がることさえできない絶体絶命のピンチだった。

　額ひたいから垂れた汗が、鼻筋を伝ってしたたり落ちる。

　まぁ、これしかないか、と覚悟を決めた。

「いいか、お前ら。オレは今からヤツに突とつ撃げきする。その隙を見て校舎内に助けを呼びに行け。幸い文化祭だ。大人はわんさかいるだろうさ」

「――ダメよ、シュウ。それじゃあ、あなたが」

　オレの提案を却きやつ下かするのは文美。しかし、問答している場合じゃない。

　その時だった、京太郎がオレを押し退けて前へ出たのは。

「おい、京太郎！」

「京ちゃん！」

「大丈夫さ。小林くんがうまく時間を稼いでくれたからね」

　伸ばした手をするりとかわした京太郎はオレたちのうしろの扉を一瞥して笑みを浮かべ、玉村善汰の前に立つ。

「お前が先か、京吾のガキ」

　威い嚇かくするようにナイフの切っ先を少年に向ける。それは、どれほどの恐怖だっただろうか。刃物を持った男の前に身を躍おどらせるというのは、どれほどの度ど胸きようが必要だっただろうか。

　――だが、その少年はナイフに臆おくすることもなく、

　ビッと男を指さして、言い放つ。

「小林くんがこの前教えてくれたことがある。

　日本の警察は、世界的に見ても優秀だってね」

　その言葉と共にうしろの扉が開き、

　よれよれのスーツを身にまとった強こわ面もての男の集団が、

　屋上に雪な崩だれ込んできた。

　そして、先陣を切った男が、懐ふところから何かを取り出して言葉を発する。

「警察だ。誰も動くな！」
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　カランとナイフを取り落とし、手を頭につけさせられて膝ひざを折る玉村善汰に刑事の男が手て錠じようをかける。

「玉村善汰。十年前の強盗事件、および住じゆう居きよ不ふ法ほう侵しん入にゆう、窃せつ盗とうの容よう疑ぎと傷害未遂の現行犯で逮捕する」

「なぜだ……？　なぜ、警察がここにいる？」

　放心した男は、わけがわからないといった風に混乱していた。

　そんな彼に、京太郎は告げる。

「文化祭にそぐわないスーツ姿で強面の男たちが、やけにいっぱい溢あふれている。これだけなら不思議だなと思うだけなんだけど、文美くんの告白文を見て気がついたんだ。彼らは、何かの事件を追っている刑事だって。

　小さな田舎いなか町まちだからね。事件なんてそう起こるものじゃない。なら、彼らの追っている事件はなんなのか？　善汰おじさんの空き巣事件だよ。さっきあなたと問答を始めた時に、扉の裏で沢山の人の気配がしたからね。時間稼ぎをして警察かれらが介入してくるのを待ったのさ。

　あなたが気がつかなかったのは、ぼくたちのつくった文集に執しゆう着ちやくしていたからです。だから、足をすくわれたんですよ」

　しかし、その答えに納得がいかないのか問いを洩らす。

「証拠なんて……残していない、ハズだ」

　彼を睨みながら答えるのは白髪しらが混じりの刑事だった。

「そう思ってるのは、お前だけだ。最近の空き巣の件はずさんだったな。髪の毛は落ちてる。指紋は残ってる。目撃者もいる。被疑者をお前に絞るために、伏せていただけだ」

「強盗事件のことは、なんで……？」

「お前より先に事情聴取した奥さんがさきほど自じ供きようし、そのまま逮たい捕ほした。もうすぐ時効だっていうのに、空き巣をやめないお前に不安を感じていたらしい。警察手帳を見せたらすぐに喋しやべったぞ。逃げられないと踏んだようだな」

　犯人の質問にスラスラと答える刑事たち。

　話を聞いている内に、なんとなく事情が摑めてくる。

　空き巣事件を調べていく内に玉村善汰が浮上してきたため、証拠を集めて本日玉村家に向かった。

　……だが、肝かん心じんの善汰がいないので妻を問いつめたところ、この文化祭に出かけたということがわかり、足を運んだとのこと。

　そしてその容疑者が階段を上っていくところを見て応援を呼んだが、その最中にオレたちが屋上に向かっていったので慌あわてて追いかけてきたらしい。

「さぁ、続きは署で聞こうじゃないか」

　白髪の刑事は善汰おじさんを立たせて、移動を促うながす。

　屋上から去ろうとしていくその男に、声をかける人物がいた。

「最後に一言だけいいですか？」

　それは京太郎だった。

　少年は、丸くなっている男の背中に言葉をぶつける。

「二年前、父たちが黙ってこの街から姿を消した理由。たぶんだけど、あなたに温おん情じようをかけたんじゃないかって思う。自首して欲しいから、自首してくれると思ったから、すんなり引き下がったんだ。

　だって、あなたを警察に引き渡す方法なんて、離れていてもいくらでもあるじゃないか。現に父は、あなたに刺されている被害者だ。証拠云々の話じゃなく、れっきとした傷害事件。警察に言えばすぐにでもあなたに事情を訊たずねることぐらいはしてくれる。

　それさえしなかったのは、父はあなたに情けをかけたんだと思う。自分で自分の罪を認めて欲しかったんじゃないかとそう思えるんだ」

　自分の家族を引き裂いた憎い男だけど、さっきは他人だと啖たん呵かを切ったけど、それでも彼は幼なじみで親友の父だったのだ。

　切せつ羽ぱ詰つまった状態で文美の元に向かっていた時、オレたちだけで解決しようとしたのは、やはり彼が文美の父親だったからに他ならない。

　京太郎は、いや、オレたちは善汰おじさんには自分から進んで警察の元へ行って欲しかったんだ。

　男は京太郎の声に、背中を向けたまま応こたえる。

「京太郎くん……。お前は、やっぱりアイツの息子だよ。同じようなことを言いやがる。俺と京吾は昔なじみさ。昔っからアイツは気にくわなかったけどな」

　そして、彼はそのまま白髪の刑事につれられて姿を消した。

　オレは大きく息をついてへたり込む。ようやくすべての事件が終わりを迎えた。

　残ったのは、オレたちと数人の刑事。

「キミたちが人質にとられることだってあったんだから、よく考えて行動して欲しい。突入するタイミングが間違ってたら大変なことになってたかもしれない！」

　当然だが、すごい剣幕で怒られてしまった。

　刑事さんの言うには、後日事情を訊かれることになるらしい。

　だけど、それはオレと京太郎の話。

「それじゃあ、京ちゃん、シュウ。わたしも行ってくるわね。あの人たちは、わたしの両親だから。わたしが行かなくちゃ、ダメよね」

　――文美だけは別だ。

　きっと根掘り葉掘り訊かれるんだろう。

　しかし、少女は溜め込んでいた黒い想いがすべて吐き出されたように晴れやかな顔を見せる。

　行方知れずだった京太郎の両親は見つかり、十年前の強盗事件、二年前の空き巣、そして、最近頻発していた空き巣とすべての事件は終わりを迎えた。

　文美は改まってオレたちに向き直り、「ありがとう」と深々と頭を下げる。

「わたしはね、怖かったのよ。両親が犯罪者ということがみんなに知られると、のけ者にされてしまう。みんながわたしに見向きもしなくなる。そう思うと、怖くて怖くてとても相談できなかったわ。

　――でも、それは間違いだったのよね。京ちゃんもシュウも、他のみんなも絶対助けてくれるのに。やっぱりわたしは、バカなのかもね」

　そう言った文美だが、オレは違うと思う。

　文美のヤツは一人で抱え込みながらも、オレたちが危ない目に遭わないように立ち回ってたんだ。寂しいことだけど、コイツなりの優しさの表れだったのだろう。

　だから、オレは気づかないふりをしてこう答える。

「当たり前だっつーの。なんだって相談しろよな、深刻な状況になる前にさ。

　オレだけじゃ心こころ許もとないかもしれないが、京太郎もいるし、二重ちゃんに乃恵瑠、足りないって言うんだったら、ケンちゃんやみさちーも巻き込めばいい。

　みんな絶対助けてくれる。それが、――親友ともだちってヤツだろーが」

　これからコイツは大変なことになる。だけど、心配はしなくていい。オレたちがついているからな。

「では、文美ちゃん。行ってきます」

　オレの心の声が聞こえたかのように満足そうに微笑んだ文美は、警察のあとを追いかけていく。

「玉村くん、大丈夫かな？」

　そんな彼女を見送り、不安そうな京太郎に言葉を返す。

「大丈夫だろ、文美だし」

　ぶっきらぼうに答えるが、それこそが信頼の証なんだよ。どうせすぐに帰ってきてさ、お前と一緒になってバカ騒ぎをする。そんな毎日が待っているし、してみせるさ。

　しばらく二人して青い空を見つめていると、

『ちょっと父さん、どこを触さわっているんですかっ！　階段から蹴り落としますよ！』

『いや、すまんすまん。うまく杖つえが使えなくてな。よっと』

『ちょっとおじさま！　それは松葉杖ではなくてわたくしの髪ですわよっ！　間違えること自体がおかしいですわっ！』

　騒がしい声が校舎を繋ぐ扉の方から響いてきた。

「あ、そうか。そうだったな、京太郎」

「そうなんだよ。玉村くんの一件ですっかり忘れていたよ」

　照れくさそうに頰ほおを掻かく少年を見ていると、ついオレも嬉しくなってしまう。

　長かったよな、京太郎。お前の苦労がようやく報むくわれる時がきた。

　――やがて開く扉。

　コイツの背中をポンと押してやる。

　そして、少年は彼かの人物と対面することができた。

「やぁ、父」

「よぉ、息子」

　互いにニヤリと笑みを浮かべて、




「やっと帰ってきたね、おかえり」

「ああ、ただいま」

　二人は久方ぶりに、言葉を交わしたのだった。
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　――あれから一ヶ月ほど過ぎた日のことだ。

　もうすぐ中間テストということなので、みんなで集まって勉強会を開くことになったのである。……なぜか、オレの家で。

　他にも広い家があるだろーが、というオレの意見はあっさり却下。二重ちゃんと文美の強い要よう望ぼうで、オレの家を使用することになってしまったのだが、なんでいつもオレの家なんだろうねぇ。

　そんな帰り道の途中、京太郎がいきなりワケのわからない発言をする。

「いいかい、小林くん！　リベンジだよ、リベンジ！」

　主語が抜けていて、何をどうリベンジするのか謎なぞだった。

　首を捻ひねりながら、「説明をしてくれないとさっぱりわからん」と伝えてみると、京太郎の背中に貼りついていたバカ二号が声を荒らげる。

「それは文美ちゃんのためなのよっ！」

　やっぱり、さっぱりである。コイツらは、テレパシーか何かで意い思し疎そ通つうを行っているのかもしれない。

「まぁ、文美ちゃんのためとなると、わたくしもがんばらなければなりませんわよね」

　乃恵瑠のヤツがパァッと顔を輝かせる。だいたいコイツらがなんのことを言っているのか理解してるのかよ。

　いや、それよりも……、

「お前が、がんばらなければならないのは英語のテストだ」

　どこか遠くに登りだしたドリルの思考回路を、現実に引き戻してやる。

「もう、修司くんは……」

　唇を尖とがらせてもダメだ。オレが言うのもなんだが、せめて赤点ぐらいは免まぬがれて欲しい。

「それで、兄さん。リベンジってどういうことなんですか？」

　だけど、二重ちゃんがそれを許さなかった。せっかく面倒ごとから話が逸それたと思ったのに。

　まぁ、気にはなっていたので詳しいことを聞いてみるとするか。

　京太郎はニンマリと笑みを浮かべながら、自分のカバンをゴソゴソと漁あさりだした。

「これが企画書なのさ！」

　楽しそうに取り出したのは、一枚の紙。というか、原稿用紙。

　原稿用紙ねぇ。まさか……。イヤな予感しかしないんだが。

　受け取ったその紙に目を通してみると、オレの予感は的中した。

　もはやマス目もまったく気にせずに、真ん中に陣じん取どった大きな文字。

『文芸部文集二号制作開始』と、殴り書きされている。

　まぢかよ……と、オレは額に手をやりながら京太郎に視線を向け、理由を訊ねる。

「なんで、また文集をつくろうなんて考えたんだ？」

　だが、答えをくれたのは言い出しっぺの京太郎ではなく、文美の方だった。

「わたしの両親、タイーホされちゃったじゃない。そのせいでね、文美ちゃん、友達が京ちゃんたちだけになっちゃったのよ。シュウと同じ境きよう遇ぐうに。しくしく」

　うるせぇ、ほっとけ。

　あの事件のあと、明智家と文美の置かれている環境は劇げき的てきに変化した。

　文美は、両親が揃っていなくなったので家で一人暮らしを始めたのだが、小さな田舎町だ。噂うわさはすぐに広まり、近所や学校で孤こ立りつ気味になったのである。

　さらに玉村家は親戚と疎遠になっていたらしく、頼る親族がいない状態だった。

　それを見かねた京吾さんが、後見人みたいなカタチをとって面倒を見ることになったようだ。

　文美の方も、さすがにそこまで甘えられないと突っぱねたが、なんだかんだで京吾さんに言いくるめられてしまったらしい。

　隣町で土日限定で始めたアルバイト代を生活費として納めることで決着がついたようで、明智家でご飯を食べ、寝るために玉村家に帰るという生活をしている。

　そのせいもあってか前以上に京太郎にべったりとなってしまったのだが、京太郎も頼られてまんざらではない様子なので、それはそれでいいのかもしれない。

　また何かあった時は、その時だ。今はがんばっている文美を応援していければいいと思う。

　玉村家とは対照的に明智家には両親が戻り、二年のブランクを感じさせないほど仲の良い家庭を築きずいているが、怪我をして歩けなくなった姿を見られたくなかったとはいえ二年も子供に会えなかった反動なのか小うるさいらしく、頻繁に二重ちゃんが家を抜け出してきて夜中まで愚ぐ痴ちを聞かされるハメになった。

　まだ彼女の中にはわだかまりがあるみたいだが、あと半年もすれば元通りになるだろうとオレは思っている。

　そして、京太郎と二重ちゃんの両親、京吾さんと一恵さん。

　知人の娘である文美の後見人になると即決した京吾さん。これも一つの友情のカタチなのだ。きっと玉村夫妻が更正して戻ってくるのを信じているのだろう。

　その京吾さんは、一恵さんに連れられてリハビリセンターに通っているようだ。まだまだ完治には時間がかかるみたいだけど、息子娘に囲まれて幸せそうである。

　でも、一番幸せそうなのは一恵さんのようだ。

　近所の噂もなんのその、もう一人娘ができたと喜びながら文美を強引に連れ出して買い物に出かける姿をよく見かける。

「もう明こ智この家の子になっちゃいなさい」と言われたと、文美から相談を受けたこともある。困っていたわりには嬉しそうな顔だったけどな。

　なんだかんだで、明智家の人間は精神的にタフネスなのだ。

　――と、話が逸れた。

「友達ねぇ……」

　結局のところ、二重ちゃんの計画したオレのイメージアップ作戦は不発に終わってしまった。

　部室に置いてある文集の在庫がそれを物語っている。

「オレと文美に友達がいないのと、文集がどう関係しているんだ？」

　発案者の京太郎に問いを投げてみると、

（まぁ、友達がいないって思っているのは本人たちなんだけどね）

　笑みを浮かべながら何やら呟つぶやいていたが、声が小さすぎて聴きとれなかった。

「すまん、聞こえなかったからもう一回言ってくれ」

「だから、あの事件っぽいものを小説風にして配布すれば、少しは玉村くんの信頼回復ができるんじゃないかと思ったのさ。ああ、もちろん登場人物の名前は変えるし、色々なところをいじくるつもりではあるけどね」――とのお答え。

　なるほどな。イメージアップ作戦の第二弾というワケか。

　しかし、文集ねぇ。オレは文化祭のことを思い出す。

　京太郎と京吾さんの感動の再会のあと、文集を配らなければならなかったことに気がついた。

　――だが時、すでに遅し。文化祭終了時間まで三十分を切っていたのだ。

　もちろん一般客はすでに少なくなっており、配布できたのはほんの数人という有様だったのだ。残念無念の完敗である。

　もし文集二号をつくったとしても配布する機会がないと思うのだが、そこんとこどうなのだろうか？

　そんな疑問をぶつけてみると、ヤツは不思議そうな顔をして首を傾かしげる。

「そんなの簡単だよ。中村先生に全クラスに配布してもらうよう頼めばいいだけだよ」

　えーと、なんだって。先生に頼んで配布してもらう……だと。

　その言葉を聞いた瞬間、腹の奥底から怒り炎がめらめらと燃えさかり出す。

　……なぜなら、

「それが可能なら、文化祭の時に残った在庫の山も配布できたってことだよな。確かお前、『文化祭が終わってしまったよ。もう配布できなくなってしまった。これを配ることができたら小林くんの信頼回復も可能だったかもしれないのに』とか言ってたよな」

「まぁ、そんな細かいことは置いといて」

「置くなっ！　つーか、細かくねぇ！」

　京太郎は、摑みかかったオレをヒラリとかわして口を開く。

「これは文芸部の活動だよ。そうしないと、部室を生徒会にとられちゃうじゃないか。文化祭の時のは、結果的に失敗したんだし。

　それに、今度は小林くんにも作品を書いてもらうよ」

　その言葉に「まぢかよ」と呟いて肩を落とすオレ。

　結局のところ、文集一号でオレがやったことは、乃恵瑠の手伝いだけだったからなぁ。物語なんて書けるのか。

　眉間にしわを寄せていると、京太郎が助け船を出してくれる。

「難しそうなら、二重でも金田くんのどちらかに頼み込んで、合作にしても構わないよ」

　それ……なら、何とかなりそうな気がしてきた。

「おーけー、おーけー。それじゃあ、どっちと組むかだが……」

　二人の少女に顔を向ける。

「じゃあ、私とやりましょう、シュウさん」

　瞳を大きく見開いて、ずずいっと前に出てくる二重ちゃん。近い近い、近いから。

「ふ、そこまで頼まれては仕方ありませんわよね。手を貸してさしあげますわ」

　乃恵瑠もまた、オレの顔を覗き込む。だから近いんだよ、キミら。

　その距離感に、後退を余よ儀ぎなくされるオレであった。

　しかし、どうするよ。オレは一人しかいないわけだから、どちらかは断らなければならないのだが。うーむ……。

　どうせなら楽な方がいいな。と、なると二重ちゃんか。

　乃恵瑠の方は、文集一号と同じようなモノになるに違いない。

「あらシュウ、モテモテじゃない。そんなシュウに、いい解決方法があるわよ」

　オレの悩んでいる顔を見ている文美のニヤニヤが止まらない。

　だが、ひょっとすると素晴らしい解決法を提示してくれるかもしれないので、一応意見として聞いておくことにする。

「まぁ、とりあえず言ってみろ」

「シュウは二人と一本ずつ合作すればいいじゃない。二本書けば問題ないわよね」

「はい、却下」

　だが、二人の少女はオレを指さしながら「「それだ！」」と、声をハモらせた。

　無理を言いすぎだ、お前ら。

　文集第二弾の話で盛り上がる京太郎たちにゲンナリしながら、帰宅路の角を曲がる。

　あとは直線で、オレたちの家が連なっているのが見える。

　見えるのだが……。

　見えない方がいいモノも見えてしまった。

　オレの家の玄関先に、真っ黒な服を身にまとったすごく不吉な人物が立っていたのだ。

「小林くん……」

　京太郎もヤツを確認したようで、青い顔をして動揺していた。

「ああ……。逃げるぞ。危険だ」

　そう提案して踵きびすを返す。京太郎もオレに続いて、走り出す。

　捕まってはならない。アレはここにいてはならないモノだ。

　携帯電話ケータイが警告のように震え、メールの着信を知らせる。

「いったいなんなんだ、こんな時にっ！」

　焦りながらもズボンのポケットから携帯電話ケータイを取り出して、内容を確認する。アイツに関する重要な情報かもしれないと、直感的に思ったからだ。

　そのメールには、一言だけ文字が綴られていた。

『ごめん』

　差出人は、江え藤とう健けん一いち。最近になってようやくメアドを手に入れた、オレたちの幼なじみの一人である。

「あの野郎……っ！　何がごめん、だっ！」

　説明すらないその一文に悪あく態たいを吐つきながら携帯電話ケータイをしまい、並走する京太郎と一緒にうしろを振り返る。

「お、おおおお、追ってきたよ、小林くんっ！」

　そこには、オレたちの天てん敵てきともいえる凶悪な文学系少女の姿があった。

　肩口で結った茶色い髪の毛を振り乱しつつも、余裕の表情を貼りつけている化け物。

　ヤツの通う学校の制服だと思われる黒いセーラー服で、運動が苦手な京太郎ならまだしもクラスの中でも速い部類に入るオレにすらに追いついてくる脚きやく力りよく。もうお前、オリンピックとか目指したらいいよ。つーか、短いスカートで全ぜん力りよく疾しつ走そうするなよっ。

「ちょっと、きょーた、しゅーじ！　あたしから逃げるってどういうことっ！」

　そう言い放って伸ばされる左腕。……瞬間、「めぎょっ」という異音と共にヤツの繰り出したラリアットを首のうしろから受けた京太郎が道路に沈しずむ。

　すまん、お前のことは忘れないからな。心の中で十字を切って線せん香こうを上げておく。これでよし。あとはこの『頭のいい野生児』から逃げ……、

　どごん！

「ぐぉおおおおおっ！」

　いきなり背中を襲った衝撃に耐えきれず、前のめりになりながら転がるオレ。

「さ、さすがです、美咲さん！」

　それを見ていた弟子から称しよう賛さんの声が上がる。全身を駆けめぐる痛みの中で思ったことは、『二重ちゃん、これ以上コイツの影響を受けないでくれ』……だった。

「当然よ、ふたえ。あたしから見れば、きょーたもしゅーじもまだまだよね」

　これだけのことをやってのけたのに汗一つ掻かない化け物は、乱れた髪を手て櫛ぐしで直しながら「ふふん」と余裕の笑みを浮かべる。

「――さてと、あんたたち」

　道路の上に転がって、まだ動けないでいるオレたちを見下ろす『みさちー』こと海うみ宮みや美み咲さき。

　オレはその少女を見上げながら、問いかける。なんでここにいるのか、と。

　するとみさちーは、含みのある笑いを浮かべてワケを口にした。

「けんいちのヤツから聞いたんだけどさ。あんたたち、なんかこの前大活躍したそうじゃない。ふみの前で言うのもなんだけど」

　チラリと文美に視線を向ける。

「文美ちゃんは特に気にしないわよ」

　しかし、肝心の少女はあっけらかんに言葉を発した。気にしてくれ、頼むから。そうすれば、少しはこの女も大人しくなるかもしれないのに。

　いや、問題はケンちゃんだろう。あのお喋しやべりめ。よりによって厄やつ介かいなみさちーに洩らすとは。だからか……、だから『ごめん』なんてメールを送りつけてきたのかよ。

　言葉を紡ぎ続けるみさちーを見ながら、ケンちゃんに言うべき文句を考えておく。

「まぁ、それであたしの学校、今日から中間テストで早く終わったから、電車に飛び乗ってここまできたのよ。つーか、ずっと気になってるんだけど……」

　喋り始めた話を一度切り、腕組みをしながらドリルの方に視線を向ける。

「そこのキラッキラした金色巻き毛、誰？」

　そうか、コイツは『クロ』が帰ってきたことを知らないのか。

　ようやく注目された乃恵瑠はえっへんと大きな胸を張り、自己紹介を口にする。

「お久しぶりですわね、みーちゃん。わたくしは金田乃恵瑠。わかりやすく名乗るとすれば、『クロ』ですわ！」

「ああ、いたわね。昔、そんな少年っぽい女子が」

　答えを聞いたみさちーは特に驚きもせず、すぐに興味を失った。

「「「「「ひどっ！」」」」」

　そのあんまりな態度に、オレたちは言葉をハモらせる。

　乃恵瑠のヤツ、道路の隅すみっこにしゃがみ込んでシクシクと泣き出したじゃねーかよ。あれを慰なぐさめるのは、またオレの役目なんだろうな。そう思うと頭が痛い。

「まぁ、いいわ。話の続きを聞きなさい」

　京太郎並みに身勝手な女はオレたちを一瞥したあと、話を再開させる。

「それできょーたに解決してもらいたい案件があるのよ。あたしの高校で起こったことなんだけど」

「なるほど！　犯人は小林くんだね！」

「テメェは……いい加減にしろよ」













「もちろん冗談さ！」

　握り拳をつくってみせると、急に態度を改める京太郎くん。ほんといい性格してるよな、お前。

「さて、詳しく聞かせてもらおうじゃないか。ぼくのクリア色の脳のう細さい胞ぼうが火を噴くよ！」

　さて、目を輝かせながら立ち上がる探偵かぶれの京太郎。このバカ野郎と腐れ縁のオレたちは、ずっと振り回されていくんだろう。

「実はね……」

　みさちーが口を開く。




　今オレたちが抱えている問題は、三つ。

　二学期の中間テストの勉強と、

　第二の文集の作成と、

　みさちーが持ち込んだ案件。

　なら、一つ一つ解決していこうじゃないか。




　――コイツらが揃っていれば、きっとなんでも解決できる。


明智少年のこじつけ　了













　　　あとがき




「どうだい小こ林ばやしくん。ぼくの華か麗れいな活かつ躍やくは！　素す晴ばらしいだろう！」

「まぁ、お前にしてはよくがんばったな」

　そんな会話が聞こえてきそうです。

　どうもお久しぶりです、道みち端ばたさっとです。この度は『明あけ智ち少しよう年ねんのこじつけ③』を手に取っていただき、ありがとうございます。

　今回の巻は『見立て』と『暗あん号ごう解かい読どく』でお送りしました。これで、だいたい探たん偵ていらしいことはすべてやり終えたんじゃないかと思うんですが、どうでしょうか？

　殺人事件とかは警察さんに解決してもらうということで一つ。

　しかし、はじめてあとがきを三ページももらってしまったぞ。一巻、二巻と一ページだったので、いつもと勝手が違うことに困こん惑わくしております。

　とりあえず、この三巻の表のテーマは、修しゆう司じの幼なじみたち総出演でお送りしました通り『友情』です。

　京太郎がいるからこその修司であり、修司がいるからこその幼なじみグループなのでした。

　表があれば裏もあるんですが、それは、




　有名探偵の孫の相方である女子高生とか眠りながら事件を解決するおっちゃんの娘さんとかサスペンスの帝てい王おうとか女王とかが本当に犯人だったら面白いんじゃね？




　――という身も蓋ふたもないモノだったりします。

　いや、見たいですよね。こんな展開。主人公たちにとってはたまったモノではないでしょうけど（帝王や女王はかなり昔に犯人役をされていたみたいですが、最近は解決役です。うーん、残念）。




　またもたくさんの応おう援えんとファンレターをいただけました。感かん無む量りようです。

　すべてに目を通して、大切に保管してあります。ありがとうございます。

　そのファンレターを読んで気がついたのですが、なんと中学生の読者様が多いこと。確かに私もラノベを読み出したのは、中学生からだったなぁと思い出に耽ふけってしまいました。

　それから、京太郎のモデルとなった友人のＫくん。

　こっそりファンレターを送ってきやがって。編集部から送られてきたファンレターの中に、見知った名前を見つけて思わず大笑いをしてしまいました。お前かよっ！

　今回もお礼の言葉を。

　担たん当とう様、いつも的確なアドバイスをありがとうございます。ここまで書くことができたのも担当様のお力があってのことでございます。

　イラストの春かす日が様。私の稚ち拙せつな文章を魅力的なイラストにしていただき、大変恐きよう縮しゆくであります。特に躍やく動どう感かんのある表紙が毎回素晴らしくってもう。本当にありがとうございます。

　そして、家族友人たち、アルバイト先の皆様、この作品の出版に関わってくださったすべての皆様。ありがとうございました。私を支えてくださり、頭が上がりません。




　はじまりには終わりもあるということで、こじつけシリーズは今回の三巻をもちまして完結となります。

　ここまでお付き合いいただき、ありがとうございました。

　また何かしらの形でお会いできればと思い、この辺りで筆ふでを置かせていただきます。

　最後に、この本が読者様の心の片かた隅すみに残り、何かしらの糧かてになれば幸いです。





二〇一二年八月　なんとかあとがき書くことができてホッとしている道端さっと















著者

道端さっと

Satto Michibata




アルバイトを続けながら島根県の海付近に今も生息中。高校時代、クラスメイトに弟がいたというお話ですが、私は双子ではありません。――と、さらに混乱していただいて。こんな奇妙だった高校生活も、物語を作る糧となっているのかもしれないなぁと思う今日このごろです。







イラスト

春日 歩

Ayumu Kasuga




神無月の19日生まれ。某声優さんと同じらしくてちょっと嬉しいです。基本はイラストレーターですが、近々マンガにも挑戦してみたいなぁと思う今日この頃です。お話作りって難しい。
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